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「

　この報告書は、 日本 自転車振興会 か ら競 輪収益 の一部 であ

る機械工業振興 資金 の補 助を受 けて昭和55年 度 に実施 した

「産業別情報拠点 の育成 に関す る調査研究 」の成果 を と りま

とめたものであ ります。
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調　 査　 の　 概　 要

　 1.調 査 の 経 緯

(1)国 際 社 会 の 流 動 的 な経 済 環 境下 に あ って 、 わが 国 産 業 は 、 よ り一層 の情 報 化

　 ・知 識集 約 化 が 必 須の 情 勢 とな って い る。

　 　 このたbt)　rdは 、 コ ン ピュー タ利 用 に よる情 報 処 理 の進 展 と併 せ て、デ一夕ベー

　 ス を整 備 し、 ネ ッbワ ー ク を形 成 して 情 報 の 流通 を 円 滑 にす る必 要 が あ る。

{2}本 プ ロジ ェク トは 、産 業 団 体 を 中核 と した情 報 流 通 機構 の確 立 を通 じて 、産

　 業 情 報 の デ ー タベ ー ス化 とそ の 流通 を図 る こ とを 目的 に 、産 業 団体 に おけ る情

　 報 処 理機 能 の拡 充 を図 り産 業 情報 拠 点 を育成 しよ うとす る もの で あ り、 昭和53

　 年 度 よ り3カ 年計 画で 調査 研 究 を実 施 して きた 。

(3}初 年度 は 、10業 種 をと りあげ 、各産 業 団体 を中 心 と した 情 報 ニー ズ調 査 を行

　 うと と もに マ ス ター プ ラ ン作成 の た め の基 礎 調査 を行 った 。 第2年 度 は、 初 年

　 度 ニー ズ 調査 実施 団 体 の うち 、 日本機 械 輸 出組 合(プ ラ ン ト輸 出)、(社)日

　 本 電 子機 械 工 業会(電 子 機 器)、 日本 繊維 協 議 会(繊 維)の3団 体 を選 定 し、

　 当該 産業 に お け る デー タの整 備 とそ の 利 用 のた め の パ イ ロ ッ+・ シス テ ムの 研

　 究 開 発 を行 う と と もに 、(社)日 本 鉄 鋼 連 盟(鉄 鋼)を 加 え た4団 体か ら調査

　 員 を欧 米 に 派 遣 して 海外 情 報 の収 集利 用 に 関す る基 礎 調査 を実 施 した 。

　 　 また 、情報 拠 点 に お け るデ ー タベ ー ス 構築 お よび 情報提 供 に 関 す る制 度 問 題

　 に つ い て も併 せ て 検 討 した 。

(4}本 年度 に お い て は、 第2年 度 調査 研究 を継 続 して 、新 た に(財)日 本 エ ネル

　 ギ ー経 済 研 究所(エ ネ ル ギー)㌧(社)セ メン ト協 会(セ メ ン ト)・(社)日

　 本 電子 工 業 振 興 協 会(コ ン ピ ュー タ)の3団 体 の パ イ ロ ッ ト ・シス テ ムの 研 究

　 開発 を行 い 、海外 調 査 に つい て は(財)日 本 エ ネル ギ ー経 済 研 究所 と 日本 化学

　 工 業協 会(化 学)の2団 体か ら米 国に 調 査 員 を派 遣 して 実施 した 。

　 　 ま た 、最 終 年 度 と して これ ま での 各 調査成 果 を踏 ま え 、産業 別 情報 拠点 ネ ッ
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　 トワ_ク 形 成 の基 本 構 想 を と りま とめた 。 とりま とめ に 当 っ て は 、 ニー ズ調査

　実 施10団 体 に ご協 力 い た だ き、 各 産 業 を中 心 と した情報 ネ ッ トワー ク構 想 につ

　 き事例 調査 を実施 した。

{5}本 書は本年度実施 した海外 情報に関す る調査結果 をま とめた もので ある。前

　 年 度 は 、 鉄鋼 、 プ ラ ン ト、 電 子機 器 、繊 維 関連 デー タを 中心 に欧 米 主 要 国へ の

　訪問調査 を実施 した 。

　 　 本年 度 は 、 デ ー タベ ー ス流 通 の最 も進 行 して い る ア メ リ カ合 衆 国 に 調 査対 象

　 を絞 り、エネルギー及 び 化学 の関 連 デー タを中心 に業界団体・政 府 公共 機 関 ・デー

　 タベ ー ス ・サ ー ビス 機 関 等 を訪 問 し、各 種 デ ー タベ ー ス の作 成 ・流通 状 況 と利

　 用条 件 等 に つ い て調査 す る と と もに シス テ ム開発 の 参 考 に 資す る た め 、具 体 的

　 に デ ー タベ ースの検 索作 業 を行 っ た 。

■

2.調 査 事項

(1)産 業 情報 の デ ー タ ベ ー ス化 と 流 通状 況

　 ・産 業 界 に お け る 情 報 の利 用 ・流 通状 況

　 ・デ ー タベ ース の 作 成 ・サ ー ビス 状 況 と将 来 計 画

　 ・磁 気 テ ー プ化 の 現 況 と今 後 の方 針

　 'デ ー タベ ー ス の振 興策

②　 デ ー タベ ー ス 提供 の 現 状 と問 題点

　 ・デー タベ ース の 利 用 方法 、 ルー ル と利用 上 の 制 限(特 に 産 業 団体 が利 用 す る

　 　 場合)

　 ・デー タ交換 の実 情 と諸条 件

③　 デ ー タベ ー スの利 用実 験

　 ・記 事 情報 の 検 索 ・分 析
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3.調 査 時 期

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「

　 　昭和55年11月15日(土)　 出発

　 　昭和55年11月28日(金)　 帰国
●

■

●

,̀

4.調 査 機 関

oiネ ル ギ ー 関 連 の調査 先

　ヒ
　 　 Data　 Rcsources　 Inc。=DRI

　 　 Department　 of　 Energy,　 Energy　 Information　 Adminiざtration=DOE

。 化 学 関 連 の 調 査 先

　 　 Society　 of　 the　 Plastics　 Industry=SPI　 　 　 　 　 　 　 '

　 　 National　 Petroleum　 Refiners　 Association=NPRA

　 　 Chemical　 Manufacturers　 Association=CMA

　 　 Chemical　 Abstracts　 Service=:CAS

。 業 界 共 通 の 調 査 先

　 　 New　 York　 Times　 Information　 Service.Inc.=NYTIS

　 　 Environment　 Information　 Center　 Inc.=EIC

　 　 Department　 of　 Comm　 erce,　 National　 Technical　 Information　 Ser-

　 　 vicekNTIS

　 　 United　 Nations

調5
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員

芳　樹

元二 郎

車 　子*

真理子

(財)日 本 エ ネル ギ ー経 済 研究 所
'

　日本化学工業 協会

通商産業省

(財)日 本情報処理開発協会

　　　　　θ　 *印 は、現地参加
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第1章 　 総 論

1.1　 ア メ リカ合 衆 国 に お け る産 業 情 報 の現 状

　 1.調 査の 目的 と調査先の選定

　産業界の意志決定過 程 において、外部情報の利用が欠かせ ない事は言 うまで も

なら・輸出入関係麟 陸 ける市場情報 資源繍 等 の酬 情轍 限 らず、職

問題 、 技 術 問 題 等 々い ず れ の産 業 に お い て も、 海 外 情 報 の入 手 は 重 要 視 され て き

てい る。 こ う した点 か ら 「産 業 別 情 報拠 点 の育 成 と ネ ッ トワー ク開 発」 プ ロ ジ ェ

ク トの 一 環 と して 、 海 外 の 産 業 情 報 に 関す る調査 を実 施 してい る。 本年 度 は 、 パ

イ ロ ッ トシス テ ムの 開 発 に着 手 して い る(財)日 本 エ ネル ギー 経 済 研 究所 と、 シ

ス テ ム開 発 に は 未着 手 で あ るが 、 情報 拠 点 構想 を進 め つつ あ る 日本 化 学工 業 協 会

に よって 、 ア メ リカ合 衆国(以 下 ア メ リカ とい う)に お け る産業 情報 の利 用 、 流

通 状 況 に 関す る調 査 を行 った 。

　 我 が 国 の 化 学工 業 は 、 ナ フサ価 格 に 基 因す る国 際競 争 力 の低 下問 題 、産油 国 の

大 型石 油 化学 プ ロジェ ク トに よる世 界 の 需給 ギ ャ ッ プの 問題 等 の 国際 問 題 、 環 境

保 全 、技 術 革 新 の 問題 等 に 直 面 して お り、 市場 あ るい は 資源 情報 に 限 らず 、世 界

的 視 野 に立 っ た情 報 収 集 を必 要 と して い る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

　 ま た 、 エ ネ ル ギ ー産 業 に つ い て は、 世 界 の原 油 消 費 国の 経済 等 、 国際 情報 は 広

範 に わ た っ て お り、両 者共 、 海 外 情報 の 入手 が 切 実 な問 題 とな って い る。

　 調査 に 当 っ て は 、産 業 情 報 全 般、 ある いは化 学 、 エ ネ ル ギー に 共通 す る分 野 と

して 共通 訪 問 先 を、 各 産 業 独 自の分 野 と して は各 団 体 毎 に 個別 訪問 先 を選 定す る

こ と と した 。

　化学 関連 に つ い て は 、 ア メ リカにお け る代表 的 な化 学 関 連 チ ー タの サ ー ビス機

関 で あ るCAS(Chemical　 Abstracts　 Service)並 び に 化学 関 連産 業 団体で
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ある化 学 品 製 造業 協 会 、石 油精 製 業 協会 、 プ ラス チ ック 工 業 協 会 を対 象 に、 情報

利用 、会 員 企 業 へ の 情報 提供 体 制 等 に つ い て の調 査 を行 った 。

　 エ ネ ルギ ー 情 報 に つい て は 、 エ ネ ル ギー 関 連 デ ー タ、 特 に エ ネ ル ギ ー 消 費構 造

に 関す る デ ー タの入 手 調 査 に 主 眼 をお い て、DR1(Data　 Resources　 Inco-

rporation)、 エネル ギ ー省 エネ ル ギー 情報 局 を調 査 した 。 また 、 エ ネル ギー 経

済 研 究所 は 同時 に、 パ イ ロ ッ トシス テ ム開発 の参 考 資料 入 手 のた め 、 ニ ュー ヨー

ク ・タイ ムズ ・イ ン フ ォ メー シ ョン ・サ ー ビス社 で 、実 際 に 情報 検 索 作 業 を行 っ

た 。

　 共通 訪 問先 と して は 、 昨年 度 、 デー タ販 売 業者 を 中心 と して 調査 した事 もあ り、

今 年 度 は デ ー タ作 成 機 関 を主 要 調 査 先 と し、 ニ ュー ヨー ク ・タ イ ムズ 紙 を 中心 と

して 世 界 の 有 力紙 誌 の 要 約 情 報 を サ ー ビス して い る ニ ュー ヨー ク ・タ イ ムズ ・イ

ン フ ォメー シ ョン ・サ ー ビス社(NYTIS)、 　環 境 ・エ ネ ル ギー 情 報 サー ビス
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,

機 関 で あ る環 境 情報 セ ンター社(EIC)、 政 府 統 計 デー タ及 び 政 府 科 学技 術 研 究

成 果 に関 す る要約 等 の 磁気 テー プ化 、 蓄積 、販 売 等 を行 って い る商 務 省 科 学 技 術

情 報 サ ー ビス 局(NTIS)を 訪 問 し、デ ー タベ ー ス作 成 状 況 、 デ ー タ入 手 の可

能 性 等 に つ いて 調査 した 。 ま た 、 昨 年 度 調 査 報 告 を行 った 国 連 を再 度 訪問 し、 そ

の後 のデ ー タベ ース 化 の 進 捗 状 況 を確 か め た 。

　 個 々め 機 関 で の調査 成 果 は 各論 に ゆ ず り、 こ こで は ア メ リカに お け る全 般 的 な

産業 情 報 の 利 用 と流通 状 況 に つ い て述 べ る。

`

4

　 2.産 業情報 の利用状況

　昨年度の海外調査報 告において 、プラ ン ト関連デ ータについ ては、政府 、民間

共に 情報の整 備が遅れ てい る こと、電子機器 関連 デー タにつ いて は、 日本 の生産

動 態統計 に対応す る ものが ない等が あげ られている。我が 国に して も産業の利用

に適 した分類になってい ない等 の問題 はあるが、 アメ リカにおけ る統計体系は我

が国ほ ど体系的に詳細 統計 が完備 され てい るわけ ではな く、分野毎 にか な り異 っ

た状況にある よ うで ある。
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　 ま た 、次 節 で述 べ る通 り、 ビブ リオ グ ラ フィ ック デ ー タ(文 献 等 文 字 情 報)を

中心 に 、 多 くの政 府 、 民 間 専 門機 関 で,情 報 収集 サー ビスが 行 われ てお り、 業 界

ある い は各 企 業 での 情 報利 用 は 、業 種 に より非 常 に 多 様 化 して い る よ うで あ る。

　 各 個 別 企業 で の 情報 利 用 は 、 自己調 査 に よる チー タ作 成作業 は 明 らか で は な い

が 、 調 査 会社 ある い は デー タ販 売 業者 、 コ ンサ ル タ ン ト業 を利 用す る等 して積 極

的 に 外 部 デー タの収 集 に 努 め てお り、 情報 に対 す る投 資 は 日本 と比 べ て非 常に 大

きい ようで ある 。

　 産 業 団 体 と して は 、業 界 の 政 策 や 意 見 を政 府 、 議会 へ反 映 させ る 活動 が あ り、

そ の た め に は 多 くの 情報 を必 要 と して い る。 しか し、 独 禁法 等 の 制 約 か ら、 会 員

の 個 別 デ ー タ の取 扱 い につ い て は、 消極 的 で、 業 界 自主 統 計 の 作 成 は ほ とん ど行

わ れ て い ない状 況 で ある。 また 、 会 員 に つ いて の 情 報が 収 集 され て仏 る場 合 で も、

我 が 国 ほ どの カ バ レー ジを持 て な い 等 の問 題が あ る よ うで あ る。 これ ら業 界 団体

の 主 要 な 情報 源 は公 共機 関 の 公 表 資料 、民 間 の調査 研 究 機 関 の 資料 、海 外 の 関連

業 界 団 体 か らの 資 料 で あ り、 団 体か ら提 出 され る資 料 はほ とん どが それ らの 再 編

加工 され た もの で あ る。

　 しか し、 この 様 な 中 で、化 学 関 連産 業 団体 で は 、技 術 関係 、 安 全 性 の問 題 、労

働 等 の 情報 に つ い て は 、会 員 と密接 な協 力 関 係 を も ってお り、 これ ら の情 報 の 収

集 処 理 を行 って い る例 が見 られ た 。 ただ し、 個 別 デー タ につ いて は原 則 的 に 出さ

な い 方 針 を守 って い る様 で あ る 。産 業 団体 で作 成 され た 資料 は 、 会 員 へ の 配 布の

他 、一 般 社 会 へ も有 料 で提供 さ れ てい る等 、 限 られ た 範 囲 の 中 で、 業 界 団体 と し

ては 積 極 的 な 情報 活 動 を行 っ て い る。

　 個 別企 業 での 利 用 と同様 、 化学 工 業 界 に お け るCAS(Chemical　 Abstrac-

ts　 Service)の 利 用 、 エ ネ ル ギ ー省 に お け るDRIモ デ ル、　NYTISデ ー タ

バ ンク及 び そ の 他 民 間 デ ー タ ベ ー スの 利 用等 、情 報 サ ー ビス機 関 の 利 用 は さ かん

に 行 わ れ て い る 。
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5.デ ー タベ ー ス 流 通状 況

(1)流 　通 機 構

　 　 ア メ リカに お け る デー タ流通 機 構 は図1-1の 左側 の よ うな態 勢 に な ってk・

　 り、利 用 側 の外 部機 関 利 用 に み あっ て 、 デ ー タ処 理 産 業 の 分業 はか な り進 ん で

い る。例 と して 、今 回 調 査 を行 った 各機 関 を 分類 して 、 右側 に添 え た 。 デ ー タベ

ー ス の プ ロデ ュー サ 、 デ ィス ト リビ ュー タは情 報 処 理 産 業 が 受 け持 って お り、 デ

ー タ作 成 につ い ては 、 情報 産 業 に 限 らず 、 多 くの 分 野 の 機 関 がそ の役 割 を担 っ て

い る。

　 今 回 調査 を行 ったEICで は 、 純 粋 に デー タの 刊行 を 目標 と して デ ー タの調 査 、

集 計、 デ ー タベ ー ス化 を行 って お り、 デー タ作 成 が民 業 と して成 立 してい る こ と

を物 語 っ て い る。NYTISの よ う忙 、 副産物 の 商 品 化 も我が 国 同様 進 ん で い る。

また 、 前 回 も報 告 した 通 りデ 一 夕作 成機 関 と して の政 府 の役 割 も大 きい 。

　 こ うした流 通機 構 において、データ 作成 機 関、 流 通 業者 共 、 各 当事 者の役 割 につ

い て は 、 非 常 に 明確 な 分担 意 識 を持 って い る よ うで ある 。

　 た とえ ば 、NYTIS、EICは 「デ ー タ の 分 析 手 法 、 あ るいは 、 使 わ れ 方 、

利 用 目的 等 につ い て は 、利 用 者 側 の 問 題 で、 自 らの 役 割 は利 用 し易 い デ ー タベ ー

スの 提 供迄 で ある」 とい う考 え 方 を持 って い る 。 また 、 デ ー タベ ー ス の プ ロデ ュ

ー サ 、 デ ィス ト リビ ュー タ業 のDRIで は 、 デ ィ ス トリビ ュー トシス テ ムを通 じ

た デ ー タ提 供が 本 来 の 業 務 で あ る とい う考 え 方 か ら、 個 々の ユ ーザ へ の磁 気 テー

プデ ー タの 提供 は認 め てk・ らず 、 デー タ提 供 はDRIネ ッ トを通 じた 利 用 の み に

限 られ て い る。

　 図1-1に み られ る よ うに 、 デ ー タベ ー ス ・デ ィス トリビ ュー タは 、 情 報 処理

産業 がそ の役 割 を果 してい るが 、 デ ー タベ ー ス ・プ ロデ ュー サ 、デ ー タ調 査 、作

成機 関 に遡 る程 、 情 報処 理 を業 と しな い 専門 機 関 に よ り担 当 され てお り、今 後 、

分野 別 の専 門 機 関 に よ る 、 デー タ作 成 ある い は 、 デー タベ ー ス作 成販 売 等 の部 門

へ の 新 規参 入 の可能 性 は 大 で あ る。 しか し、業 界 団体 の この 部 門へ の参 入 の 可 能
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デー タ調査
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　性 は、 独 禁法 の 問 題 等 も あ り、 前 述 した通 り少 な いの で は な い か と思 われ る。

(2)政 府 の 役 割

　 　 ア メ リカでの 情報 流 通 に お け る政 府の 果 す 役 割 に つ いて は 既 に述 べ た とお りで

　 あ るが、 そ の裏 に は政 府 側 のみ な らず ア メ リ カ国 民全 体 に あ る合理 性 、 つ ま り情

　 報 公 開 の基本 理 念 が あ る よ うに 見え る。政 府 自体 に も情 報 、 デ ー タは 国民 の もの

　 とい う考え 方が 広 く根 づ い て お り、 政府 保 有 とは 、国 民保 有 と同等 の意 味 を も ち、

　 当 然 国民が それ らを入 手 す る権 利 を有 して い る とい うこ とで あ ろ う。NTISで

　 収 集 され て い る研 究 成 果 等 の 海 外 流 出 については、異 論 の 出て いる所 で あ るが、現

　 在 の と ころ 海 外 に 対 して も国 内 と同様 に公 開 を行 って い る。ま た 、政 府 は閲覧 の

　 要 求 に答え る だけ で な く、 積 極 的に デー タ を国 民 に 公開 す る よ う努 力 して お り、

　 商務 省統 計 局等 各 省 で 、 磁 気 テ ー プ デー タ を提 供 して い る他 、NTISで は 各 省

　 の 研 究開発 レポー トの抄 録 、 キー ワー ド化 に よる文 献 情 報 シス テ ム等 の作 成 、各

　 省 磁気 テー プデ ー タの体 系 的 蓄積 、 販売 を引 き受 けて い る。 各 省 か らNTISへ

　 の情 報 の提 供 は 、法 的 規 制 に よってい るのではな く、自己努力 に よって提供業務 を行 う

　 場合 と、NTISに 肩 代 り して も ら う場合 の メ リッ トとの比 較 に よって 、 決定 し

　 て お り、 提 供側 の 合 理 性 が見 られ る 。

　 　 更に 、 エ ネ ル ギー 省 に お い て は 、 自省 で 使 用 す る為 に契 約 してい る 多 くの 民 間

　 デ ー タベ ー ス の利 用 に つ い て も、 エ ネ ル ギ ーに 関す る研 究 の た め 同省 を 訪れ る一

　 般 国 民 の 使 用 を認 め て い る等 の例 もあ る。 情 報が 一 般 商 品化 しつ つ 、一 方で は

　 公 共 財 と して の 地 位 を保 って い る とみ られ る 。

　 　 この よ うな体 制 に あ って 、政 府 あ るい は 国 際機 関 共 、 公 表 され て い る もの に つ

　 い ては 、 官 民 、個 人 、 団体 等 利 用 者 の別 に よって 、価 格 等 特 別 な利 用 上 の 制 約条

　 件 を付 して は い ない 。 た だ し海 外 利用 者 の 場 合 、NTISは 国 内の2.5倍 の 費 用

　 を とって い る例 が あ る 。

(3)文 献 情 　報

　 　 ア メ リ カにお け るデ ー タベ ース ・サ ー ビス は 、そ の種 類 に つ い て も、 多 岐 にわ

　 た って お り、 うち、 文 献 等 文字 情報 は、半 数 に 至 らない まで も、か な りの 部分 を
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占め て い る。

　過 去 の 研 究 文献 に 関す る情 報 を容 易 に入 手 で きる情報 管理 シス テ ムの 存 在は 、

ア メ リカに お け る科学 技 術 の 進 歩 に と って 重要 な役 割 を果 して きた との 事 で あ る。

　 NTISに お け る各 省 研 究 成果 の 要 約 、書 誌 デ ー タのデ ー タベ ース 化 、・NYT'

ISの 新 聞 ・雑 誌 記事 要 約 、EICの エ ネ ル ギー ・環 境問題 研 究 レポ ー トの要 約 、

　 CASの 化 学 技 術 情報 等 今 回調 査 を行 った デ ー タベ ー ス作 成機 関 で 扱 って い る

　情 報 の ほ とん どが 文献 情報 で あ った 。

　　ア メ リカにおいて、文献 情報 は、我が国 における漢字処理に対応す る等の特

　別処理 は不要 で、 タイプ ライタ等のオ フ ィスでの作業 の延長上 にあ り、我が国

　 と比 べ て 優位 に ある事 が大 きな要 因 と思 わ れ る。

　 　科 学 技 術 情 報 の利 用 は 前 に 述 べ た通 りで あるが 、 ニ ュー ヨー ク'・ タイ ムズ等

　 の 新 聞 情報 の 利 用 は、 数 値 情 報 の解 釈 の補 完 と して 、政 治 的 、 経済 的 背 景 、裏

　 付 け を得 る為 に 用 い られ て い る よ うで あ る。

(4)デ ー タの 公開 と精度

　 　 デ ー タ精 度 の問 題 は 、 デ ー タの オ ー プ ン化 と裏 腹 に あ り、 ア メ リカで は利 用

　 者 提供 者 共 、 デ ー タエ ラー に つ い て は 寛容 な様 で ある。

　 　 ア メ リカ あるい は 国 際機 関 の デ ー タ をデ ー タベ ース 化 して 販売 を して い るD

　 RIで は 、 これ らデー タ の一部 に つ い て は チ ェ ック してい る もの の 全体 的 に は

　 行 わ れ て お らず 、 指摘 さ れ て 直す とい う態 度 を とっ てい る。 提 供 者 は 、 デ ー タ

　 の オ ー プ ン化 をはか り、利 用 者 が利 用す る 中 で、 デ ー タを育 て 上げ る とい う考

　 え 方 は 我 が 国 で も必要 では ない だ ろ うか 。

　 　 昨 年 調 査 を行 った 国連 のUNSIS(United　 Nations　 Statistical　 Infor-

　 mation　 System)は 、81年 度 に完 成 の予 定 で 、 既 に 出 て い る多 くの磁 気 テ

　 ー プ に追 加 して、MBS(Monthly　 Bulletin　 Statistics)等 多 くの デー タ

　 が 提 供 可 能 に な る予定 で あ る。
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1.2　 ア メ リカ 合 衆 国 に お け るエ ネ ルギ ー産 業 情 報

1.調 査 目的

　 エ ネ ル ギーは 産業 活 動 の血 液 で あ る。 社 会 の 諸活 動 を通 して流 れ る エ ネル ギ ー

の フ ロ ー を分 解 して 考 え る と、国 内生 産 、輸 入 、輸 出 とい った1次 エ ネ ル ギ ー供

給 部 門 、1次 エネ ル ギ ー源 を2次 エ ネル ギ ーに転換 す る エネ ル ギ ー転換 部 門 、1

次 エネ ル ギ ー、2次 エネ ル ギ ーを最 終 的 に 消費 す る最 終 エ ネル ギ ー消 費部 門 とな

る。 この よ うな見方 に立 つ と 、エネ ル ギ ー産 業 とは 、国 内生 産 に あた る エ ネル ギ

ー 鉱 業 、輸 出入 にあ た るエネルギー輸 出入 産 業 、エ ネ ル ギー 転 換 部 門 の 石 油 精製 業 、

電 力 ・原子 力 産業 、 ガス製 造 業 、 コ ー クス製 造 業 な どが該 当す る ことに な るで あ

ろ う。

　 こ うした エ ネル ギー産 業 に おい て重 要 な 情報 は 、大 別 す ると科 学 技術 関 連 情 報

とエ ネル ギ ー経 済 関 連 情 報 の2種 とな る。 科学 技 術 情 報 に は 、 エ ネル ギ ー資 源探

鉱 情報 、 エ ネ ル ギ ー転 換 プ ラン ト技 術 情報 、代替 エ ネル ギー ・新 エ ネル ギ ー技術

情 報 な どが含 まれ る。 ま た 、 エ ネル ギ ー経 済 関 連情 報 に は 、 エ ネル ギ ー資 源 の供

給 力 を示 す情 報 、 エ ネ ル ギ ー資 源 の価 格 情 報 、 エネ ル ギ ーの 消費 情 報 とい った も

の が含 ま れ る。

　 限 られ た エ ネル ギ ー資源量 とい う認 識 が 全 世 界 に浸透 し、国際 政 治 の微 妙 な振

幅 に も大 き な影 響 を受 け る エ ネル ギ ニ供 給 の 現況 か らみ る と、 この よ うな エ ネル

ギ ーに関 す る各 種情 報 は 、1エ ネル ギ ー産 業 に の み重 要 なだ け で な く、 すべ て の

産 業 に共 通 に重 要 な情 報 とな って い る とい って も過 言 では なか ろ う。

　 従 って 、 今 回 の調 査 で は 、1産 業 とい う立 場 か らだけ で な く、 全 産 業 共 通 に

重要 な エ ネル ギ ー情 報 とい う観 点 か ら、 ア メ リカ合 衆 国 に お け る エネ ル ギー情 報

拠 点 の現 状 と将 来 計 画 お よび情 報 流 通 に関 して調 査 を行 った。 訪 問先 は 、前年 度

の海 外調 査 との 重複 を避 け 、NYTIS(New　 York　 Times　 Information

　 Service　 Inc.)、DRI(Data　 Resources　 Inc.)、 　 E　I　C(Environ－
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ment　 Information　 Center　 Inc.)、 エネ ル ギ ー省 エ ネル ギー情報 局の4カ

所 を選 択 した。

　 NYTISは 、世 界に 最 た る記事 情報 デ ー タ ・パ ンク を有 して い る。 この デ ー

タ ・パ ンク に は 、単 に エ ネ ル ギ ーに 限 らず 種 々の 新聞 情 報 、雑 誌 記 事情 報 が 満載

され て い るわけ で あ るが 、今 回 選択 した理 由は 統 計数 値 情 報 に対 して この よ うな

記 事 情報 が どの よ うに利用 され うるか を調査 す るた め であ った。 特 に 記事 情 報 デ

ー タ ・パ ンク を利用 して カ ン トリー ・リス ク分析 に結 び付 け る可能 性 を探 る こと

で あ る。
.国際 政 治 の 激 しい影 響 下 に あ る エネル ギ ーに とって 、 各国 の安定 度 を知.

る こ とは 極 め て重要 な情 報 で あ る。

　 DRIは 、エ コノ メ トリ ック な手 法 を駆 使 して 、種 々の 次 元 で の統 計数 値 情 報

か ら予測 モデ ル まで をサ ー ビスす る ユ ニ ーク な会 社 であ る。 今 回 選択 した理 由 は

DRIが 産 業 別 に どの よ うな統 計 数 値情 報 を所有 して お り、 これ に どの よ うな付

加 価 値 を付 して サ ー ビス してい るか を調 査 す るた めで あ る。

　 EICは 、　Energyline　 とい う科学 技 術 関係 を中心 と した エ ネル ギ ー関連 抄

録 情 報 の 磁 気 テ ー プ作 成 と出版 を行 って い る。 今 回選択 した理 由は 、EICで ど

の ようにデ ー タ収 集 が な さ れ 、 どの ように セ レク シ ョンがか け られ て 、抄 録情 報

が作 成 され るか を調 査す るた め であ る。 この意 味 では 、化 学 産 業 情報 の調 査訪 問

先 で あ るCAS(Chemical　 Abstracts ,Service)も 科 学技 術 関係 の 文献 抄

録 情報 の 作成 元 で あ り、同様 の 関 心 の対 象 で あ る。

　 エ ネル ギ ー省 エネ ル ギ ー情報 局 は 、 エ ネル ギ ーに 関連 す る政 府 情報 の作 成 源 で

あ る と同時 に 、ア メ リカ合 衆国 に100以 上 も存 在す る各種 デ ー タベ ースの 大 ロ

ユ ーザ の1つ で もあ る。 選択 の理 由は 、 エ ネル ギ ー関 連 の統 計 数 値 情 報 をいか に

作 成 し、 これ を 民 間 の 機 関 に どの よ うに流 通 させ 、 民 間機 関 で付 加価 値 を付 け

られ た デ ー タベ ース を どの よ うに利 用 して い るか を、調 査 す るた めで あ る。 民 間

に政 府 情 報 を流通 せ しめ て い る とい う点 では 、今 回 の調 査 団 の訪 問先 の1つ とな

って い る商務 省科 学技 術 情報 サ ー ビス局 も大 変 興 味深 い対 象 で あ る。
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2.全 体 所感

　 個 々の 訪問 先 に関 す る詳 論 は 、第2章 の 各 論 で 述 べ るの で 、 ここで は訪 問 先 全

般 に わ た って の所 感 を述 べ る。 な お 、NYTISの デ ー タ ・パ ンク を利 用 した リ

ス ク分析 の 可能 性 につ い ては 、 「カン トリー ・リスク分 析 のた め の文 章 情 報 パ イ ロ

ッ ト ・シス テ ム」 で詳 述 され るの で そ ち らの報 告 書 も併 せ て ご参 照 い ただ きた い。

(1)現 　 　 　 　 　状

　 　 今 回の 訪 問先 を通 して 、 まず第1に 感 ず る こ とは 、 ア メ リカ合 衆 国 の情 報 産

　 業 の1つ1つ が それ ぞ れ 自分 の所 で しか で き ない とい う独 自の ユニ ー クな デ ー

　 タベ ース を築 き上 げ て い る こ とで あ る。NYTISの デ ー タ ・バ ンクは 、 ニ ュ

　 ー ヨー ク ・タ イ ムズ の他 、全 世 界90紙 誌 の抄 録 をデ ー タベ ー ス化 して お り、

　 おそ ら く英 文 記 事情 報 デ ー タ ・バ ン クで対 抗 し うる もの は今後 あ らわれ え ない

　 で あ ろ う。DRIは 、統 計 数 値 情 報 デ ー タ ・パ ンクに 予測 モ デ ル を付 加 し、 こ

　 れ ちをサ ポ ー トす る ソ フ トウ ェア と コンサ ル テ ィン グの 四機 能 を合 体 して サ ー

　 ビス を行 って い るの が特 徴 で あ る。 またEICは 独 自の 情報 収 集網 と選 択 判 断

　 基準 を持 って 、 エネ ル ギー及 び環 境 に 関す る文 献 抄 録 情 報 を作 成 して い る。 日

　 本 の情 報 産 業 は今 よ うや く起 りか け た赤 子 で あ るが 、 こ う した ア メ リカ合 衆 国

　 の現 状 を見 る と 、幼 児期 に乱 立 した であ ろ う種 々の 情 報 会社 が競 合淘 汰 され 、

　 ユ ーザ に ア ピール す る オ リジ ィナ リテ ィを持 った もの だけ が残 った との感 が深

　 いo

　 　 第2に 感ず る ことは 、 これ らの 情報 産 業 が デ ータ を独 自の 方法 で加 工 し、 デ

　 一 夕 ・バ ンク に イ ンプ ッ トし、 これ を ユーザ にアウ トプ ットとし て提 供 す る とい

　 う立 場 に徹 して お り、 ア ウ トプ ッ トした情 報 を ど う利 用 す るか は ユー ザ に まか

　 せ てい る点 で あ る。 今 回訪 れ た どの訪 問 先 か ら も この姿 勢 は は っ き りと うか が

　 うこ とが で きた。

　 　 今 回 訪 れ た機 関 の 中 で も、特 にDRIの デー タ ・バ ンク ・シ ス テ ムは エ ネ ル

　 ギー情 報 とい う面 で も、産 業別 情 報 とい う面 で も、 最 も参 考 に な る シス テ ム で
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　 あ る と思 わ れ る。

② 　 将 　 来 　計 　 画

　 　 NYTISは 将 来 計 画 につ い てか な り積 極 的 で あ る と見 受 け られ る。 同社

　、は12年 前 ま で記事 抄 録 のイ ン フ ォメー シ ョン ・バ ンクの み で あ ったが 、 そ の

　 後 、 異 った2種 の デー タ ・ノミンク を加 え、 近 々抄 録 中 の単 語 頻 度 を 出 力 す るイ

　 ンフ ォ メー シ ョン ・デー タ ・バ ンク 皿とニ ュー ヨー ク ・タ イ ムズ の記 事 全文 登

　 録 バ ン クを 公 開す る予 定 で あ る。

　 　 DRIで は 、将 来 計 画 と して シ ステ ム回 りの改 良 に大 きな 力 が 注が れ て い る

　 ようで あ る。 将 来 的 に は ニ ー ザ ・サ イ ドに イ ンテ リジ ェン トピター ミナル を設

　 置 させ 、 デー タ を 操 作 す るた め の ソ フ トウ ェアは タ ー ミナル に 付 加 し て 、D

　 RIの メ イン ・コ ン ピュー タは デ ー タの イ ンプ ッ ト ーア ウ トプ ッ・トに徹 し よ う

　 とい う姿勢 が うか が わ れ た 。

　 　 ま たDRIで は 、 ヨー ロ ッパ各 国 に形 成 され つつ あ る情 報 網 ユ ー ロネ ッ トと

　 の情 報 交換 に た い へん 意 欲 をい だ いて い る よ うであ る。

　 　 EICは 現在 の と ころ環 境 と エネル ギーの文 献 抄 録 以外 の分 野 に手 を出す計

　 画 は な い よ うで あ る。 現 在 あ る環 境 とエ ネル ギ ーの 文 献抄 録 の 選 別 基準 に対 し

　 ては 常 に ユ ーザの ニ ーズ を反映 して 新 しい もの を取 り入 れ てい こ うとす る姿勢

　 が うか が わ れ た。

　 　 エネ ル ギ ー省 エ ネ ル ギ ー情 報 局 国際 統 計 部 は発 足 が 遅 れ たせ い もあ り、収集

　 した デ ー タをオ ン ライ ン利用 す る体制 に は な って い ない。 近 い 将 来 その よ.うな

　 デ ータ ・マネ ジメ ン ト ・システ ムを作 りあげ たい との意 向 で あ った。

　 　 将来 計 画 につ い て は 、訪 問 先 に よ りま ち ま ちであ った が 、い ず れ も独 自の オ

　 リジ ィナ リテ ィを伸 ば して い く方 向 で苦 心 してい る様 子 で あ る。

㈲ 　 情 　報 　流 　通

　 　 情 報 流通 に 関 して も、各 訪 問先 の姿 勢 は ま ちま ちで あ った。DRIは 、磁 気

　 テ ー プに よるデ ー タの交 換 や 売 買に 消極 的 で あ る。 とい うの は2次 の 情 報 の配

　 布 を恐 れ て の こ とで あ る。 一 方EICは 、それ が よほ ど大 が か りな もの で ない
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限 り、 自社 の宣 伝 に な る と考 え て い る せい か 、 比較 的許 容 す る態 度 を取 ってい

る。 また 、 エ ネル ギ ー省 エ ネ ル ギ ー情 報 局 は信 愚性 の あ る数 字 を公表 す るの を

目的 とす る機 関 とい う こと で 、原 則 的 にす べ て の情 報 をオ ー ブ ンにす る とい う

姿 勢 を取 って い る。NYTISは 、 デ ー タ ・パ ンク利 用 契 約 に よ り端 末 か ら得

た情報 は 、 それ を2次 的 に ユ ーザが どの よ うな形 で利 用 して も よい とい う立場

を取 って い た 。

　 今 回 訪 れ た機 関 は 、特 に'産業 界 だけ を特 別 の顧 客 と して情 報 サ ー ビス を行 っ

て い る と ころで は な か った の で 、産 業 界 への情 報 流 通 の促 進 策 に つ い て意 見 を

聞 くこ とはで き なか った が 、一 般 的 な面 で の営 業促 進 策 をい くつ か うかが う こ

とが で きた。

　 な お 、今 回 の海 外 調 査 に あた って 、情 報 交換 の窓 口 を開 拓 す るた め 、(財)日

本 エ ネル ギ ー経 済 研 究所 で作 成 して い る 「エネル ギ ー ・バ ラ ンス表(1965

～1979年)」 を携行 し、DRIと エ ネル ギ ー省 に供 与 した。DRIで は 、

大 いに 関 心 を示 して い る様 子 が うかが わ れ た。.「 エ ネル ギ ー ・バ ラ ンス表 」 の

デ 一 夕 は、日本 経 済 新 聞 社 と 日本 エ ネ ル ギー 経 済 研 究 所 が 共 同 で行 って い る

NEEDS-IEEエ ネ ル ギ ー ・サ ー ビス で コン ピュ ー タ ・デ ー タベ ース とな

って い る の で 、近 い将 来DRIが テ ー プ購 入す る とい う方 向へ 話 が 進展 す る可

能 性 を感 じた。

　 エ ネル ギ ー 省 にお いて も、 日本 の デ ー タ はか な り欠 如 して い る よ うで 、大 変

な喜 び よ うで あ った 。 エ ネ ル ギー 省 の 国 際統 計 部 は 、 まだ磁 気 テー プ に よ る統

計 デ ー タ の整 備 とい うと こ ろ まで歩 を進 め て い な い の で 、 今 回 もエ ネル ギー 省

作 成 の エ ネル ギー に 関 す る議会 へ の報 告 書 を交換 に供 与 され た だ け で あ った が 、

こ の よ うな 文 献交 換 を今 後 も継 続 して い く間 に コ ン ピ ュー タ ・磁 気 テー プへ 間

口 も広が って い くの では な い か と考 え られ る。
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1.5　 ア メ リカ合 衆 国 に お け る化 学 産業 情 報

1.全 体 所 感

　今回訪問 した機関は、昨年度、既 に調査 された機関 との重複 を避けるため 、デ

ータベ ース流通 業者の調査は行わず、デー タ調査 ・作成機関 と代表 的な化学工業

団体 の情報活動 を重点に調査 を行 った。以下訪問先 の情報活動の内容 を中心 に特

徴 を述べ る。

　 アメ リカにおけ る産業情報 の特徴は、政府 ・公共機 関においてデータベ ース化

が 強加 難 された ことと共 に、ア・ リカイヒ学会 をは じめ と して、 .一 口

　　 　 　 　 　 民 間機 関 の デ ー タベ ー ス構 築 へ 政府 の助 成が 行 わ れ た こ とが 挙げ ら

れ る 。一 方 、、産 業 団体 に お け る デ ー タベ ース化 は独 禁法 等 との 関 係 か ら あま り進

ん で い な い。 今 回 、訪 問 した代 表 的 な化 学産 業 の3団 体 にお い て も全 く行 わ れて

お らず 、 団体 の 情報 活 動へ の コン ピ ュー タの利 用 方法 につい て 調 査 研 究 中 の段 階

で あ る こ とが わ か った 。 ま た デ ー タベ ー ス に 対す る大 き な市 場 の あ る こ とが産 業

情 報発 展 の基 礎 とな って い る と いえ る。 従来 、 調査 や 出版 を事 業 として い た 企 業

が 、 デ ー タ ベー ス を 副 次生 産 物 として構 築 、サ ー ビス を商 業 化 す る よ うにな っ た。

NYTIS(New　 York　 Times　 Information　 Service　 Inc.… … 新 聞 ・雑 誌

の 抄録)は そ の代 表 的 な もの であ り、 また 、 当 初 か ら特 化 したサ ー ビスを す る企

業 と してDR　 '1(Data　 Resources　 Inc.… … 経 済 ・ビジネ ス情 報)等 が新 し く

生 れ た。

　 化 学 産 業 に関 連 して必 要 な 情 報 として は 、 原 料 ・エネ ル ギー 及 び製 品 関 係 の統

計 デ ー タ 、技 術 情 報 、新 製 品 ・安 全 性 関 係 の 物 質情 報 、 及 び経 営 情 報 が 挙 げ られ

る。 この うち 統 計 デ ー タ につ い ては 、 商 務 省 統計 局 、 エ ネ ル ギ ー省 等 、 国 際 的 に

は 、 国 連 統計 局 、OECD等 が マ ク ロな経 済 統 計 ・基 礎 デー タ を磁 気 テー プ等 の

形 で一 般 に公 表 して お り、 経 済 活 動 ・市場 動 向 を 分析 す る目的 に利 用 され て い る。

　 化学 産 業 団 体 にお い ては 独 禁 法 等 の 制 約 が あ り自主 統計 デー タ は作 成 され て い
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な い が 、 ミク ロ統 計 デ ー タの ニー ズ に対 して は 、 民 間 の調 査 研 究機 関 の サ ー ビス

を 主 と して利 用 して お り、 政府 ・公 共機 関 等 の マ ク ロ経 済 統 計 と民 間 調 査機 関 か

ら購 入す るデー タ を再 編 成 ・加工 ・分 析 して 冊子 体 で会 員 ヘ サ ー ビスす る情 報 活

動 は か な り行 って い る。

　 ビブ リオ グ ラ フ ィ ック デー タ(文 献 等 文字 情報)に つい て は、 多 くの 政府 ・民

間 専 門機 関 で情 報 サ ー ビスが行 わ れ て お り、 各 企 業 や業 界団 体 で は この うち か ら

化学 関 連 の 技術 情 報 、 物 質 情 報 、経 営 情 報 等 、 必 要情 報 を選 ん で盛 ん に利 用 して

い る。 化 学 産 業 団体 で は、 独 禁 法 の 制 約 が な い技 術 関 係、 安 全 性 の問 題 、 労 働 問

題 等 につ い ては 後述 の 如 く積 極 的 な 情 報 活 動 を行 ってい る。

　 以 上 の理 由か ら、 デ ータ調 査 ・作 成機 関 、 情報 流通 業者 は 、今後 益 々発 展 す る

も の と思 わ れ る。 な お 、アメ リカの大 化学 企 業 に お い ては 、自社 独 自に 、 マク ロ統

計 デ ー タ、 民 間調 査 機 関及 び産 業 団体 の 情 報 等 を総 合 的 に利 用 で き る 力 を備 え て

お り、態 勢 も整 え て,経 済 予 測 や 各 種 の 産業 情 報 を社 内に サ ー ビス して い る 。.

　 2.デ ー タ 調査 ・作 成機 関

　今 後生 産 され るデー タベ ー ス は 、 更 に大 き く増 大 して い くもの と思 わ れ る。 今

回 訪 問 した 機 関Dう ち、NYTIS及 びCASは デ ー タベ ー スの 新規 開 発 に積 極

的 な姿 勢 を示 して い る。 特 にCASは 、 従 来 の技 術 指 向 か ら市 場 指 向 に転 換 しつ

つ あ り、 既 に販 売 して い る化 学 業 界情 報(Chemieal　 Industry　 Notes)の 外 に、

1980年11月 よ り化 学 物質 検 索 シ ス テ ム(CAS　 Online)の オ ン ライ ン ・サ ー

ビス を 自社 よ り直接 に 売 出 した。 この 外 の 分 野 へ の進 出 も考 慮 中 との こ とで 、 従

来 の 化 学 技 術文 献 サ ー ビス の イメ ー ジが 大 き く変 って行 く もの と思 わ れ る。

　 デ ー タベ ース の 質の 向上 、 高度 化 も当然 の こ となが ら進む もの と考 え られ る。

今 回 、 訪 問 した デ ー タベ ー ス生 産会 社 の3社 共 に 、デ ー タベ ース の特 徴 を 出す こ

とを心 掛 け て お り、EICで は、 時 代 の変 化 と需要 者 の ニー ズ変 化 へ の対 応 と情

報 源 の収 集 に配 慮 す る こと に よ って 高 品 質 な デ ー タ ・サ ー ビス を維 持 す る と して

い る。NYTISで は記 事 情 報 を 定 量 化 したイ ン フ ォメー シ ョン ・バ ン ク 皿の開
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発 、CASで は、1907年 以 来 の尾 大 な デ ー タベ ー ス量 と全世 界 に わ た る情 報 組

織 を背 景 に した化 学 物 質 検 索 シ ス テ ム を発 売 し始 め て い る。 この よ うに、 デー タ

ベ ー スの 多様 化 、質 の 高度 化 は 、利 用 者 に も対応 す る能 力 ・態 勢 を持 つ こ との重

要 性 が 益 々高 くな って行 くもの とい え る。 デ ー タベ ー ス生 産 会 社 の 基本 的 な姿 勢

は1質 の 良 いデ ー タ を提 供 す る こ とで あ り、 この デー タ をベ ー ス に利 用 者 が 更 に

高度 な 利 用 をす る こ とを 期 待 して い る との こ とで あ った。

亀

`

　 ろ.化 学工 業 団体

　 今 回 、 訪 問 した3機 関共 、 そ れ ぞれ 特 徴 の あ る情報 活 動 を行 って い る。 ア メ リ

カ化 学 品 製 造 業 協 会(CMA)は 、 化 学 物 質 の安 全 性 及 び環 境 汚 染 問 題 に 関 し、

技 術 面 と政 治面 か ら組 織 を あげて 取 組ん でい る。 ア メ リカ石 油精 製 業 協 会(NP

RA)は 、 経 営 ・労働 ・技 術 ・石 油 化 学 、 等 の8種 類 に わ た る分 野 に つ い て 、 外

国企 業 を含めた 国 際会 議 を 開 催 し、情 報 の交 流 を積 極 的 に行 ってい る。 アメ リカ ・プ

ラス チ ック工 業 協会(SPI)は 、非 常に広 範 囲 、多 種 類 にわ た る プ ラ ス チ ック

毎 の業 種 と関 連す る業 種 を 、 ま とま った 大 きな組 織 で 運 営 してい る。

　 業 界 団体 共 通 で 特 徴 の あ る話 題 と して は、 次 の3点 が 挙 げ ら れ る。

(1}統 計 デ ー タの 取扱 い につ い て 、業 界 団体 の 情報 活 動 の うち独 禁法 に 触 れ る部

　 分 は 厳 し く遵 守 され て い る。 従 って 、業 界 団体 の 統計 デ ー タに 関す る活動 は 、

　 政 府 ・公 共機 関及 び 国 際 機 関 の 公 開 デ ー タ と民 間 の 調査 研 究 機 関 か ら購 入 す る

　 デー タ を ベ ース に 、業 界 団体 内 で会 員 に有 用 な 統計 資料 に 加 工 した 後 、 会員 へ

　 冊子 体 で サ ー ビス して い る 。利 用 す る 民間 の 調 査機 関 は、SPIはt・ 　Ernst

　 &Whinny社"、NPRAは ・t　Arthur　 Young&Company社"等 で あ る。

　 また、 これ ら の デー タ の加 工 は 業 界 団 体 の職員 と会 員 よ りな る統 計 デ ー タ の委

　 員 会 の共 同 作 業 で行 わ れ て い る。

②　 国 際交 流 につ い て 、 各 々の業 界 団 体 共 、具 体 的 な事 柄 で既 に 交 流 が 行 われ て

　 い るが 、 そ の 内容 は 未 だ 限定 され た 狭い 範 囲 内 で ある 。SPIは 、 ヨー ロ ッパ

　 の関 連 協会 と技術 関 連 で協 力関 係 に あ り、 日本 では 、 日本 プ ラス チ ック工 業 連
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　盟 と交 流 が あ る。 この 他 、 国 際 会 議 や展 示 会 に は積 極 的 な参 加 に努 め て い る と

　 の こ とで あ った。

　 　 NPRAは 、外 国 会 員 会 社 が24社 あ り、 ヨー ロ ッパ や南 アメ リカ等 の 関連

　協 会 とも交 流 してい る他 、 国 際会 議 も主 催 して いる。 また 、 必 要 に応 じ会 員 の 外

　国企 業 か ら も情 報 を 入 手 す る場 合 があ るとのことで あ った 。CMAは 、事 務局 内

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ
　 にAssociation　 Liaisonカ ミあ り、 ヨ ー ロ ッ パ のCEFIC(Consei1　 Europeen

　 des　 Fごd6rations　 de　 I'Industrie　 Chi皿ique)、 メ キ シ コ のANIC(The

　 National　 Chemical　 Industry　 Assciation　 of　 Mexico)及 び 日 本 の 化 学 物

　 質 安 全 情 報 セ ン タ ー と の 交 流 会 議 で 情 報 交 換 が 行 わ れ て い る 。 ま た 、 日 本 化 学

　 協 会 の 労 働 部 もCMAと の 交 流 が あ る 。

{3)　 コ ン ピ ュ ー タ の 利 用 に つ い て 、SPIとCMAは 、 団 体 内 部 の 経 理 ・財 務 処

　 理 、 会 員 名 簿 の 整 理 、 等 の 一 般 的 な 事 務 処 理 に 利 用 し て い る 程 度 で あ っ た 。 将

　 来 の 利 用 方 法 に つ い て は 関 心 を も っ て お り 、SPIで は 、 調 査 検 討 中 で あ り 、

　 CMAで は 、 規 則 や 法 規 制 の 情 報 を マ イ ク ロ フ ィ ル ム で 会 員 ヘ サ ー ビ ス す る こ

　 と を 計 画 中 で あ る 。

4
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　 1.概

　 NYTIs(ニ ュ ー ・ 一 ク ・ タ イ ・ム ズ ・イ ン'7オ メ ー シ ・ ン ・サ ー ビ ス 社)は ・

'
ニ ュ ー ヨ ー ク ・ タ イ ム ズ(New　 York　 Times　 Company)の100%子 会 社 で あ り 、

本 社 の イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン 担 当 部 門 に 報 告 の 義 務 を 負 っ て い る 。

　 事 業 内 容 は2年 前 ま でInformation　 Data　 Bankの み で あ っ た が 、 現 在 は こ

れ に 加 え て 、KIT(Key　 Issues　 Tracking)とAMI(Advertising　 and

Marketing　 Intelligenごe)の デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス を 行 っ て い る 。 前 者 は

ア メ リ カ ・ホ ワ イ トハ ウス の 注 文 でNYTISが 特 別 編 集 し た 重 要 時 事 情 報 の パ

ッ ケ ー ジ ・サ ー ビ ス で あ る 。 後 者 はNYTISが 有 力 広 告 会 社 」.Walterト ン

プ ソ ン 社(」.Walter　 Th　(mip　s　on　 Company)と 共 同 開 発 し た 広 告 と マ ー ケ テ

ィ ン グ 専 門 の 記 事 情 報 サ ー ビ ス で あ る 。

　 資 本 金 、 従 業 員 数 、 年 間 売 上 高 に つ い て は 極 秘 との こ と で 情 報 が 得 ら れ な か っ た 。

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 第2章 　 、各 　 　論

2.1　 ニ ュー ヨー ク ・ タ イ ム ズ ・ イ ン フ ォ メ ー シ ョン ・

　 　 　 　サ ー ビ ス 社

　 　 　 (New　 York　 Times　 lnformation　 Service　 lnC。

　 　 　 　 =NYTlS)

　 在 地Suite　 86035,0pe　 World　 Trade　 Center,New　 York,

　 　 　 　 　 　 　 NY　 10048

査 月 　 日 　 '昭 和55年11月17日

　 接 者Mr.　 John　 M・Gabor・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 Regional　 Manager

　 　 　 要

　 2.詳 　 論

(1)イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・デ ー タ ・バ ン ク の 現 状

　 　 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・デ ー タ ・バ ン ク は 、 ニ ュ ー ヨ ー ク ・ タ イ ム ズ と表2-

　 1に 示 し た 紙 誌 を 含 む 約90種 に 及 ぶ 世 界 の 有 力 新 聞 や 雑 誌 な ど か ら 、 記 事 の
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ポ イ ン ト を 要 約 し た 抄 録 で 構 成 さ れ て い る 。 記 事 の 重 複 を 避 け る た め 新 聞 、 雑

誌 に 優 先 度 が 確 立 さ れ て お り 、 ニ ュ ー ヨ ー ク ・ タ イ ム ズ 、 ウ ォ ー ル ・ス ト リ ー

ト ・ ジ ャ ー ナ ル 、 ワ シ ン ト ン ・ ポ ス ト 、 ビ ジ ネ ス ・ ウ ィ ー ク 、 フ ァ イ ナ ソ シ ャ

ルrタ イ ム ズ が 第1優 先 度 を 持 っ て い る 。　 　 　 　 　 　 　 '

　 　 　 　 表2-1　 !ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・デ ー タ ・バ ン ク の ソ ー ス 源

General　 Circulation　 Newspapers:　 International　 Affairs:

Atlanta　 Constitution

Chicago　 Tribune

Christian　 Science　 Monitor

Houston　 Chronic|e

Los　 Angeles　 Times

Miami　 Hera}d

New　 York　 Times

San　 Francisco　 Chronicle

The　 Seattle　 Ti　rnes

Washington　 Post

Business　 Publications:

Advertising　 Age

American　 Banker

Automotive　 News

Ba「ron、s

Business　 Week

Dun's　 Review

Editor　 arld　 Publisher

Financia|Times(Canada)

Financial　 Times(London)

Forbes

Fortune

Harvard　 Business　 Review

Journal　 of　 Commerce

Wall　 Street　 Journal

Women's　 Wear　 Daily

Atlas

Economist　 o「London

Far　 Eastern　 Economic　 Review

Foreign　 Affairs

Foreign　 Policy

Latin　 American　 Weekly

Manchester　 Guardian

Middle　 East

Times　 of　London

Astronautics

Aviation　 Week　 and

Space　 Technology

Bulletin　 of　 Atomic　 Scientists

lndustrial　 Research

Science

Scientific　 American

Atlantic

Califo「nia　 Journal

Consumer　 Reports

Current　 Biography

National　 Journal

National　 Review

New　 York

New　 Yorker

Newsweek

Saturday　 Review

Sports　 lllustrated

Time

US　 News　 and　 World　 Report

Variety

Washington　 Monthly

　 二=一 ヨー ク ・タイ ムズに 関 して は、1969年1月1日 付 け の 記事 よ り収

録 され て い る 。 デ ー タ ・パ ンクの 更 新 は 、 ニ ュー ヨー ク ・タイ ム ズの 場 合 、1

面 と主要 な ビ ジネ ス 情 報 は新 聞発 刊 後24時 間以 内 に行 われ 、 全 記事 に つ いて

も4～5日 以 内 で 行 わ れ る。

　 データ ・バ ンクへ の登録 内容 は、抄 録 の 他 に紙 誌 名略 号 、記 事 年 月 日、記 事 分

類 、 ペー ジ、 欄 、 マ イ ク ロ ・ブイ ソシ ュ番号 及 び検 索 の た め の キ ー ワー ドで あ

るo

これ らの 入力 情 報 作 成 に は 、約50名 の ス タ ッフが あた っ て い る 。

　 　　　 　　　　 　　　 　　　 　　 -22一'
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タ

　 作 成 さ れ た 入 力 デ ー タは 、 ダ ブル 密度 の磁 気 デ ィス クに 格 納 され 、IBM375

コン ピ ュー タ上 で、10年 前IBMが 開 発 した ソ フ トウエ アを通 して利 用 さ れ

て い る。

鹸 は・次の手順 で行 わ旭 ・Qキ ー ワー ドの指定に よりほ のキ ー ワー ド

を持 つ抄 録 デ ー タの 文献 集 合 をキー'ワー ド別 に作 成 す る。② 期 間、 紙 種 、 ニ ユ

⌒ ス ・ソー ス な ど を指 定 す る こ とに よ リキ ー ワー ド別に作 成 した文 献 集 合 間 で

論 理検 索 を 行 う際 の範 囲 を限 定 す る 。③ 期 間 、 紙 種 な どの 指定 が 終 わ る と、 文

献 集合 間 で の 和 ・積 ・差 を利 用 した 論 理 検 索 を行 い 、必要 な範 囲 まで 文 献量 を.

縮小 す る 。 ④ 思 う よ うな文 献集 合 が で きた ら、 古 い 順、新 しい順 、 ある い は 不

定 順 か と、 ター ミナ ル あ るい は 高速 プ リンタか の 出力指定 を行 い 出力 す る。

⑤ 出力 終 了 後 は 、途 中過 程 へ 戻 るか あ るい は 最 初 の キ ー ワー ド入 力へ 戻 るか し

て 検 索 、 出力 を繰 り返 す 。 この よ うな操 作 で 得 た 高 速 フ'リン タの 出力 例 を図2

-1に 示 す 。 記事 要 旨の 他 に紙誌 名 、年 月 日、 分 類 番号 、紙 面 、欄 、 マ イ ク ロ

・フ ィ ッシ ュ番号 な どが 併せ て 出力 され て い る。

●

■

PomeエGo▼eロ ■ent　 De▼eloP■ent　 Bank・fer　 Pueエto　 Rlco　 P£esideot

eSariano田e丈 留111　 head　 Bache　 group・s　 De冒1y-foロed　 subsidia町 θ

Bache　 Puetto　 RIco　 Go▼ernment　 Secu工i,tips　 =【画c;　 pert:ait　 　̀S)

　　　　 麗星U　 rORK　 l『1目ES　 　　　　　　　　　　　　　　　　　P8BRO▲Rr　 12.　 1979

　　　　　　　　 SECT工ON:　 4　 　　 PAGE二 　2　 　　　 COLVHN:　 5　 　　　 P工CHE3　 　43-79-18

冒all　 Street　 Journal　 editoエial　 exa日ines　 relationship　 bet曾een　 OS

・and　 Puert。 　 Ric。;bla・es　 UN　 f。 エsti耐 ・g　 up　 cuエ にent　 p「 。ble■s
.　 l

betuee血 　US　 and　 Pue【to　 RiCO　 `目)

　　　　 HALL　 S「PRRET　 JOUR凹AL　 　　　　　　　　　　「　　」ムNUARI【 　11σ 　1979

　　　　　　　　 PAGE;22　 　 COLUHN;1　 　 　 　 　 　 　 .

P£es　 Carteエis　 repoエtedly　 considering　 release。f　 f餌r　 jailed

Pueごto　 Stcaa　 nationalists　 i襲01▼ed　 in　 shootiog　 attacks　 in　 House

of　 且epresentati　 ves　 aロd　 on　 P=es　 う!エu●a皿 ●s　 'esideoce　 ln　 ・50・s;

sOurces　 clai■ 　cle■ency　 g丈ant　 is　 li　ke■y　 because　 CロbaD　 Go▼ern■ent

■ay　 release　 four　 i■P工isoned　 A■ericans　 in　 exchange　 for　 fOU工

Pue工to　 Ricans　 {S)

　　　　 NBW　 】【OTRK　 ¶工日ES　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JA■OAR1　 130　 1979

　　　　　　　　 PAGB:　 8　 　　　　COLUIINエ 　3　 　　　　P工CH83　 　 13●79-39

`

図2-1高 速 プ リ ン タ ー に よ る イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・デ ー タ ・ バ ン ク

　　　　　　　 の 出 力 例
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　 ニ ュ ー ヨ ー ク ・タ イ ム ズ の キ ー ワ ー ドは 、 限 定 キ ー ワ ー ド と.な っ て お り 、 独

自の シ ソー ラス で体 系づけ られ て い る 。 キ ー ワー ドの シソー ラス は デ ー タベ ー

ス の死 活 を左 右 す る重 要 な因 子 な の で 、 シ ソー ラス を組 む た め の基 本 思想 を尋

ね て みた が 、 最 も重要 な ノ ウハ ウで あるた めか 、指 で頭 をさ す だけ で十 分 な解

答 は 得 られ なか った 。　 　 　 　 　 　 　 i

　 シソ ー ラス の体 系 が で きあが った の は11年 前 の ことで 、か な りの 時 間 を作

業 に かけ た との こと で あ る。最 初 は す べ て の キ ー ワー ドを 網 羅す る こ と を考 え

た よ うで あ るが 、 段 々 キー ワー ドを限 定 、 選別 し、 キ ー ワー ドの組 み 合 わせ に

よ りすべ ての 記 事 が何 らか の 形 で 抽 出 で き る よ うな キー ワ ー ド ・シ ソ ー ラス を

構 成 した とめ こ とで あ る 。 キ ー ワー ドの シ ソー ラス 体 系 を組 む に あた って 、 キ

ー ワー ドρ関 連 分 析 の よ うな作 業 を コ ンピ ュー タ を利用 して 行 うこ とは しな か

った との こ とで ある 。 この よ うな ニ ュー ヨー ク ・タイ ムズ の シ ソー ラス 体 系の

成 り立 ちか らみ ると 、検 索 者 が 自 由 自在 にイ ンン ォ メー シ ョン ・デ ー タ ・バ ン

クの 記事 を 引 き出せ る ように な る まで 、 す なわ ち検 索テ ー マに 合 致 す る ベ ス ト

なキーワー ドの組み合わせ培 えるこ とができる よう織 るまでには湘 当な試

行 錯 誤 が 必要 で あ ろ う。

　 現 在 、 イ ンフ ォ メー シ ョン ・デー タ ・バ ンクの ユ ー ザ は1,500人 お り、

ア メ リカは もち ろん 世 界各 国 の 政 府 、銀 行 、 大 学 、 交通 機 関 な ど広 範 な分 野 に

わ た っ て い る との こ とで ある。 日本 で も9月 のICAS(lnternational-

Computer　 Accgss　 Service)の 開 始 以 来2ヵ 月 の間 にニ ュー ヨー ク ・タイ ム

ズ の代 理 店 で あ る 目木 経 済 新 聞 社 を通 してユ ー ザ が増 加 して い る との こ とで あ

ったo

　 デ ー タベ ース の利 用 法 につ い て の 、 ニ ュー ヨー ク ・タイ ム ズ ・イ ン フ ォ メー

シ ョン ・サ ー ビス社 の基 本 的 な 考 え 方 は 、 利用 しや す い デー タベー ス を作 成 し

て 顧 客 に提 供す るこ とで あ り、 い か に 利 用す る か は コーー ザ ・サ イ ドの 問題 で あ

る とい うこ とで あった 。 た だ 、 ユ ー ザ は 、 自分 で持 って い る数 値 情報 を解 釈 す

るた め の 背 景 や裏 付 け を よ り主 観 的 な情 報 か ら知 るた め に 、利 用 して お り、 ま
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　 た、 ある社 で は 、貸 付 け の 信 頼 調 査の1つ と して 、 イ ン フ ォメー シ ョン ・デ ー

　 タ ・バ ン ク を利 用 して リス ク分 析 を行 って いる 例 もあ る との こ とで あ った 。

　 　 さ らに利 用 法 に 関 して 、大 変 興 味 深い 話 を聞 くこ とが で きた 。 利用 法 の1つ

　 と して 、 検索 した デー タ を磁 気 テニ プ あるい は 磁気 デ ィス クに コ ピー し、 これ

　 をユ ー ザ ・サ イ ドで 開発 した プ ログ ラム にか け て利 用 して も よい とい うの で あ

　 る。 利 用 しやす い デー タベ ー ス を作 成 し提 供 す る とこ ろま でが 仕事 で あ り、利

　 用 法 は ユ ー ザ ・サ イ ドの 問題 とい う彼 らの基 本 的考 え 方が よ く反 映 され て い る。

　 た だ し、 ニ ュー ヨー ク ・タ イム ズの コ ン ピュー タ に ユー ザ の プ ログ ラム を登 録

　 して 使用 す る こ とは 認 め ないそ うで あ る。

② 　 イン,フオ メー シ ヨン'デ ー タ ・バ ン クの将 来 計 画

　 　将 来 の イ ン フ ォ メー シ ョン ・デー タ ・パ ンク拡 張の 方 向 につ い て い くつ か質

　 問 を試 み てみ た 。

　 　 まず 日本 語 、 中 国語 、 ロシ7語 とい った 外 国 語 の記 事収 録 につ い て 尋 ね てみ

　た が 、 将 来 に わ た って も英語 に よる記事 の データ ・バ ンク化のみで 、 全 く考慮 し

　て い な い との こ とで あ った 。

　 　 次 に キ ー ワ ー ドの 出現 頻度 な どを 利用 して記 事 情報 を数 量 化 し、 定 量 的分 析

　 を行 う可能 性 に つ い て尋 ね てみ た 。 キ ー ワー ドは記 事 を検 索 して 引 き 出す た め

　 に付 加 され て い る もの で あるか ら、 キ ー ワー ドの 出現 頻 度 を利 用 して 定量 的 分

　 析 を行 うこ とは考 え て い ない とい う こ とで あ ったが 、 これ に 関連 して興 味 深 い

　 解 答が 得 られ た 。 とい うのは 、 キー ワー ドでは な く各 抄録 中 に 出現 す る ワー ド

　 の 頻 度 を カ ウ ン トして 出 力す る イ ン フォ メ7シ ョン ・デー タ ・バ ンク 皿とい う

　 シス テ ムの開 発 が す で に 完 成 して お り、 来 月か ら公 開 され る とい うの で あ る 。

　 従 っ て、 こ の デ ー タ ・バ ン ク ・システ ムか ら得 られ る 抄録 中 の ワー ドの 出現 頻

　 度数 に基 づ いて 記 事 情 報 を 数量 化 し定 量 分 析 を行 うこ とが可能 で あろ う。

　 　 また 、 来 年 度 公 開 を 目指 して ニ ュー ヨー ク ・タ イム ズ の記事 全 文収 録 デ ー タ

　 ・バ ン ク を作 成 中 との こ とで ある。記 事全 文収 録 の場 合 、著 作 権 の 問題 か ら対

　 象紙 種 は ニュ ー ヨー ク ・タイ ムズだ け とな る。
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　 　イ ン フ ォ メー シ ョン ・デ ータ ・バ ン ク 皿の機 能 と記 事 全 文 収録 デ ー タ ・バ ン

　ク の両者 を併 せ て考 え る と 、ユ ー ザ に記 事 情 報 の 数 量 化 情 報 を与 え 、 定 量 分 析

　の可 能 性 へ結 び付 け よ うとす る意 図 が うか が え る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　 　最 後 に数 値 情 報 デ ー タベ ー ス に対 す る関 心 を尋 ね てみ た と こ ろ、 大 い に 関心

　を持 って い る との こ とで あ った。 そ こで、 新 聞 記 事 は 重 要 な1次 数 値 情 報 の ソ

　ー ス で あ る こ とを強 調 し、 新 聞 記事 か ら これ らの1次 数 値 情 報 を抽 出 しデータ ・

　バ ン ク化 す る計 画 に話 題 を向 け て み た。 これ に対 す る解 答 は 、大 変 重 要 な 問 題

　だ と思 って い るが、 現 在 の ところ 真 体 的 には手 を 出 して い な い との こ とで あ っ

　たo

{3}情 報交 換 ・売 買 と産 業 界へ の 情 報 流通

　 　今 回 の ニュ ー ヨー ク ・タイ ムズ の 調 査 は 、世 界 中 で最 も進 ん だ 文章 情報 の シ

　 ス テ ム を み よ うとい うこ とで行 われ た。 情 報交 換 や 情 報 の売 買に つ い て 尋 ね て

　 み て も、ICASを 通 してTIMENETを 利 用 せ よ、 との 自明 の解 が 戻 って

　 くるだ け な の で、 この 愚 問 は 避 けた 。

　 　 外 国語 に よる記事 の チ ー タ ・パ ン クを作 成 しな い とい う ことで あ った ので 、

　 各 国が そ れぞ れ の 自国 語 に よる記 事 情 報 デ ー タ ・パ ン ク を作 成 し、 これ らの 間

　 で 情 報交 換 を行 う目的 で コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー クの 形 成 につ い て 尋 ね て み

　 た が 、短 い時 間 で あ った た め十 分意 が 通 ぜず 、有 効 な議 論 が で き なか った 。N

　 YTISの 感 触 は、 現 在 持 っ てい るTlMENETとTELENETの 端 末 ネ

　 ッ トワー ク で十 分 で あ ると い う感 じで あ った 。

　 　 産業 界 に対 す る情 報 流 通 の促 進 策 に 関 して尋 ね てみ たがNYTISは 産 業 界

　 を特 別 な対 象 と して 促 進 策 を取 っ てk・ らず 、 営業 部 門が 顧 客 の1分 野 と して セ

　 ール ス を行 って い る とい う こ とで ある 。 ア メ リカに は 現在100を 越 え る デ ー

　 タベ ースが あ る。 年 に6～7回 これ ら情 報 デ ー タ ベ ー スの 専 門家 を集 め た会 議

　 が 開催 され るの で 、NYTISも これ らの 会 議 に積 極 的 に参 加 し、 この よ うな

　 活 動 を 通 して デ ー タベ ース の普 及 を は か って い る との こ とで あ った 。
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　 2.2　 環 境 情 報 セ ン タ ー 社

　 　 　 　 　 (Environment　 lnf　 orma　 t　ion　 Center　 lnc.

　 　 　 　 　 =　 ElC)

所 』　 在 　 　地:　 292Madison　 Avenue.　 New　 York　 N.　 Y.1001　 7..

調 査 　 月 　 日:　 1980年11月19日 　 (水)

面 接 者:Mr.　 Robert　 D.　Howe　 11s

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Vice　 President　 Sales

　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ms　 Karen　 Ziegler

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Director　 of　 Market　 Communications

　 1.概 　 　要

　 情報 産 業の 初 期 に あ た る1971年 に、 危 機 に 直面 した環境 問 題 に 着 眼 し、環

境情 報 を1カ 所 に集 め る 必要 か ら創業 され た 民 間 の 情報 サ ー ビス機 関 で ある 。環

境 問 題全 般 を取 り扱 うこ と を 旨 と して 、 当初 は 月 刊 の抄 録雑 誌1種 を作成 ・販 売

して いた 。

　 その 後 、1974年 の オ イル危 機 等 、時 代 の趨勢 を反 映 して 、 エ ネル ギ ー ・環 境

情報 の 整 備 ・ザ ー ビス を 拡大 し、 編集 上 の必要 か ら、 コン ピュ ー タ利 用 に よる デ

ー タ ・バ ンク 作 りを して きた。

　 現 在 、世 界50カ 国 に8,000以 上 の顧 客 を 有 し、 土 ネル ギ ー ・環境 情 報 の サ ー ビス

に おい て は 、 最 も大 き な独 立 した ク リア リン グ ・ハ ウス の1つ と言 われ て い る。

　 そ の 組 織 は 、編 集 部 、 マ ー ケ ッテ ィ ン グ部 、営業 部 、 マイ ク ロフ ィ ッシ ュ作成

部 、 管理 部 か ら構 成 され 、 社 員 は50名 で ある 。 この うち 大半 は 編 集部 門 で抄録

作 成に 従 事 してk・ り、 コ ン ピ ュー タ処 理 は外 注 してい る 。外 部 要員 も含 め 、30

名 程 で デー タベ ー ス を 作成 して い る。

　 エ ネル ギ ー、 環 境 情報 の抄 録 誌 の 発 行 を 中心 と して 、 マ イ ク ロフィ ッ シ ュ、磁

気 テ ー プ、 オ ン ライ ン ・サ ー ビス に よ り、 高 品 質 と迅 速 性 をモ ッ トー と した 情報

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 一27一



サ ー ビス を行 って お り、 収集 情 報の 広範 な こ と とユ ニ ーク さ で ユ ーザ の 高 い 評価

を得 て い る。

　 日本 に は 、 従来 か らSDC社 のOrbit,　 Lockheed社 のDialogを 通 じて サ ー

ビス を行 って きた が 、1980年4月 か ら、 ユ ー ・エス ・エ シアテ ック社 との 間 に

代理 店 契 約 を締 結 し、 サ ー ビス を開 始 して い る。

　 時 流 に 対応 して 常 に新 しい 技 術 ・動 向 に 注 目 して お り、広 範 な問題 意 識の もと

に オ ッ トセ イ保護 、 人 口問題 か ら、有 毒 物 質 、 土地 利 用 まで、 環 境 問 題 に 関 連 し

て派生 す る新 分野 の 開 発 に も取 り組ん で い る。

　2.詳 　 論

2.1　 デ ー タ ベ ー ス の 作 成

　 EICの デ ー タ ベ ー ス は 、 エ ネ ル ギ ー 情 報 と 環 境 情 報 の2種 類 で 代 表 さ れ る 。

特 に 、 各 々 ゐ 月 刊 抄 録 誌 、Energy　 Information　 Abstractsと 、　 Envir-

orment　 Abstractsに 載 せ る 記 事 の 編 集 作 業 を 中 心 に 、 デ ー タ ベ ー ス 作 成 業

務 は 展 開 さ れ て い る 。

　 手 順 を 示 す と 図2-2の と お り で あ る 。 ま ず 、EICに 送 ら れ て く る 、 年 間

で 、3,500以 上 の 学 術 雑 誌 、 数 千 の 政 府 公 共 機 関 の 資 料 、 数 百 の 会 議 資 料 、 数

百 の 課 題 別 報 告 書 等 、 エ ネ ル ギ ー ・環 境 に 関 す る 全 記 事 ・ 出 版 物 に 目 を 通 し 、

選 別 し て 最 終 的 に 最 も 重 要 な も の の み 、 エ ネ ル ギ ー5,000(月500×10回)と 環

境7,000(月700×10回)の 抄 録 記 事 を 作 成 す る 。 こ れ を 磁 気 テ ー プ(Energy-

tapes;Envirotapes)化 し 、 前 記2種 の 刊 行 物 と して 、 ま た オ ン ラ イ ン(En-

ergyline,　 Enviroline)で サ ー ビ ス す る 。 同 時 に 全 文 記 事 を マ イ ク ロ フ ィ ッ シ

ュ(Energyfiche,　 Envirof　 iche)に 収 録 し て 販 売 し て い る 。

　 EICに お け る デ ー タ ベ ー ス 作 成 ρ 目的 は ・最 もバ イアス の ない 情報 を提 供

す る こ とに あ る。 公 表 さ れ た デ ー タの 中 か ら、全 世 界 的に 共 通 で特 定 の 地 域や

問題 に 偏 る こ との ない もの を選 択 して お り、 客観 的 な 情報提 供 者 の 立 場 を貫 い

て い る。 従 っ てEICに お い て は、 収 録 ラ『7タ を マ ッサ ー ジ して ・ ある特定 の
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課 題 に つ い て 、 ど うい う情 報 が あるか と い う所 在 案 内 まで は扱 うが 、 そ れ を基

と した 分 析 ・加 工 は ユ ー ザ にまか せ られ る 。

●

`

各,種 文 献 資 料 の 収 集

■

収 録 資 料 の 部 門 別 分 類

■

収 録 文 献 の コ ー　ド 化

及 び 抄 録 の 作 成

▼
{

各　種　索　引　の　作　成

(:1;キ元1一霞:)

、

r

磁 　 　気 　 　テ プ 化

月 刊 雑 誌 の 編 集 ・出 版 並 び

に オ ン ラ イ ン サ ー ビ ス

全 文 記 事 の マ イ ク ロ フィ ッシュ化

図2-2　 　 EICデ ー タ ベ ース の作 成 手 順

　 　 　 　 　 　 　 　 　 一29一



　 抄録 作成 に あた って は、 個人 的見 解 が入 らな い よ う、要 旨をか い つ まん で 書

くよ うに して お り、原 デ ー タ入 手 か ら作成 ま で約6週 間 を要 して い る。

　 情報 収 集 に あ た っ て も、 最 も広 い 観 点 か ら多 様 な 情報 を入手 す る こ と を心 が

け 、入 手 先 は 政府 の み な らず 民 間 、 学 術 研 究機 関 等 、 一 定 して い ない 。 収 録 情

報 源 の 内訳 は 、 学 術雑 誌が35%、 ア メ リカ又 は 世 界各 地 で 開催 され る エ ネ ル

ギ ー、 環境 関 係 の 会 議 資料 が40%で 、 残 る25%が 、政 府 、 各 州 、企 業 の 国

際 部 等 か ら出 され る公 共 的 な 出版 物類 で あ る 。 この うち、海 外 情 報 は 全 体 の13

%、 主 と して西 欧 との 情報 交 換 に よる もの で 、 日本 か らの 情報 入 手 は 少 ない よ

うで あ る。

　 な 鉛 、 エ ネル ギ ー ・環境 各 々の収 録 情 報 源 の 内訳 を 、蓄 積 年(1971～79年)

年(1979年1月 ～12月)別 の 割合 でみ る と表2-2の とお りで ある 。

表2-2　 エ ネ ル ギ ー/環 境 情 報 源 の 割 合

エネ ル ギ ー 情報 環　境　情　報

情　　報　　源
'71 ～'79年

'79年 '71～'79年 '・79年

雑　　　　誌　　　　類 45% 29% 65% 42%

(う ち 、 海 外 雑 誌) (15%) 一 (15%)
一

各　種　会　議　資　料 28% 51% 8% 27%

、

連邦政府資料(不 定期) 17% 12% 18% 18%

地域 的 な 自主 レポ ー ト類 5% 6% 8% 10%

会 議 録 ・ レ ポ ー　 ト 4% 2% 1% 3%

'

　 特 徴的 なの は 、79年 に おい て は雑 誌 の採 用率 が 減 り、各 種 会 議 資料 の 重 要

度 が 増 大 して い る こ とで あ り、 現 在 、 社 会 的 にい か に エ ネル ギ ー 問題 が ク ロー

ズ ア ップ され て い るか が見 て とれ る。

一30一



●

も

　 こ う して収 録 され たEIC情 報 は、 内容 的 に は60%が 技 術 関 係 で 、40%

が 政 策 ・会社 内 容 ・経済 的 要 因 ・法 律 ・社会 等 で ある。 また 、 文献 情報 が 中心

で あ り、文 献 情報 の 中 に 数値 情 報 も多 く含 まれ て はい る が 、 これ ら数値 情報 の

み の フ ァイル を 作 る計 画 は 、 現 在の と ころ ない よ うで ある。

　 2.2　 デ ー タ ベ ー ス 」 サ ー ビ ス

　 　 EICデ ー タ ベ ー ス の サ ー ビ ス ・メ ニ ュ ー は 、 表2-3の と お り で あ り 、 提

　 供 形 態 別 に そ の 種 類 と 内 容 を 以 下 に 紹 介 す る 。

(1)刊 　 行 　 物

　 　 ・Energy　 Information　 Abstracts,　 Environment　 Abstracts

　 月 々、 発行 され た 刊 行 物等 の うち・、 重要 度 の高 い情報 を各 々'21の 部 門 別

(表2-4)に 分類 した文 献 の抄 録 紹介 を中 心 と して 、EICで 開発 した

5,0'OO語 に よ る索 引ISubject　 Index)、 著 作 者 、 情 報 源 、 産 業(SICコ

ー ド分 類 に基 づ く)別 の 索 引 が 付 され る。 この他 、 月 間 の 会 議 案 内、 新 刊 書

案 内 も入 って い る。

　 最初 は 環 境 の み 扱 っ て きた が、 エ ネル ギ ー問 題 が大 き く取 り上 げ られ るよ

うに なっ て きた た め 、1976年 か らエ ネル ギ ーの み の 抄録 も提 供 す る よ うに

な った 。

・Energy　 Index&Abs　 tracts　 Annua1,　 Environment

Index　 &Abstracts　 Annual

前述 の 月刊 雑 誌 を暦 年 で ま とめ た年 刊 の抄 録 と索 引 集 で あ り、 これ に は

100頁 に及 ぶ 統 計 類(地 図 、 予測 、 図表)も 付 され てい る。
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表2-3 EICの デ ー タ ベ ー ス ・ サ ー ビ ス

種類
エ　　ネ　　ル　　ギ　　ー・ 環　　　　　　　境

麗膨 態」

・Energy　 Information ・Environment　 Abstracts

Abstracts(年10回 発 行) (年10回 発行)

刊 ・Energy　 Index　 &　 Abstracts ・Environment　 Index&

Annual(年 刊) Abstracts　 Annual(年 刊)

・Energy　 Information ・Environment　 Regulation

行
Locator　 (年 毎 更新) Handbook(月 毎 更 新)

・ ・Energy　 Directory　 Update
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

・Toxic　 Substances

' 、　　　　　　 (隔 月更新) Sourcebook

・物 　 　∵
・L　 ・Land　 Use　 Planning

,

'　　 Abstracts
.

(年 刊)
「 ・Energyline　 Userも ・Enviroline　 Userξ

Mannal Mannal
.

・Energyfiche ・Envirofiche

マ イ ク　ロ (月,年 度 別 、分 野 別) (月 、 年 度別 、分 野別)

フ ィ　ッ シ ュ
・Statefiche(State　 Laws&

Regulations月 毎 更 新)

「

磁

気
一

・Energy　 Tapes(年10本) ・Enviro　 Tapes(年10本)

ア ・National　 Energy　 Referra1 ・Enviro㎜ental　 Science

1　 レ and　 Information　 System Index

フ' (NERIS)

オ ン ラ イ ン

サ ー ビ ス
・Energyline ・Enviroline

そ　 の　他
・Documentもron→Demand

・Contract　 Research

.
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表2-4

　 　 　 　 　 　 　 t

エ ネ ル ギ ー ・環 境 情報 の 分類

・ア メ リカ の 経済

・ア メ リカの政 策 及び 計 画

・・海 外 の 動 向

・研 究 開 発

・一 般

・資 源 と保 護

・石 油 と夫 然 ガ ス

・石 炭

・そ の他 の 資 源

・太 陽 エネ ル ギ ー

・発 電

・電 力貯 蔵 と輸 送

・燃料 処理

・燃 料 の 輸 送 と貯 蔵

源 子力
・核 融合

・エ ネ ル ギ ー 消費 と節 約

・工 業 で の 消 費

・輸送 で の 消 費

・住宅 で の 消費

・環 境 へ の 影 響

・大 気汚 染

・化 学 的 ・生 物 学 的 汚 染

・環 境 教 育

・環 境 設 計 お よび 都 市 エ コ ロ ジー

・食 物 と薬 品

・一 般

'海 外 の 動 向

・土地 の 有 効利 用 と間違 った 利 用

・騒 音公害

・よみが え らぬ 資 源

・廃 棄物

・輸 送

・水質 汚 濁

・気 象異 変 と地 球 物理 上 の変 化

・野 生 の生 物

・エ ネル ギ ー

・海 洋

・人 口計 画 と人 ロ コン トロール

・再生 可 能 な資 源一 地 上

・再 生 可能 な資源 一 水

・放 射 能汚 染
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・Energy　 Infomation　 Locator

　 　 情 報 セ ン タ ー 、 シ ス テ ム 、 デ ー タ ベ ー ス 、 抄 録 索 引 サ ー ビ ス(87)、

ダ イ レ ク ト リ ー(120)、 刊 行 物

選 り 抜 き の 情 報 ガ イ ド ・ ブ ッ ク 。

200以.上)等 、 エ ネ ル ギ ー に 関 す る

q

・Energy　 Directory　 Update

　　エ ネル ギ ー 関 連 の諸 機 関 、 メ ー カ、 そ の 他 エ ネル ギ ー情 報 源 の 総 合 的 な案

　内 ダ イ レク トリー。

・Envi　 ronment　 Regulation　 Handbook

　環 境問 題 に関 連 す る重 要 な 法律 、規 則 を5巻5.0　 O　O頁 にわ た り広範 に収 録

し、 毎 月更 新 してい る。

　 これ に よ り、基 本 的な 法 律 、規 則 を用 意 し、 世 に隠 れ て い た 法 の 存 在 を知

り(オ ーダ ーに よ り全 文 入手 可 能)、 必要 な条 例 の細 目や 、法 文化 され なか

っ た ガイ ドライ ン を も知 る こ とが で き る。

　 大 気 汚染 、土 地 利 用 、 モ ー ビル ・ソー ス 、NEPA、'殺 虫 剤類 、放 射性 物

質 、 固体 廃物 、 有 毒 物質 、 水 質 汚 染 の 環境 分 野 を全 て カバ ー して い る。

・Toxic　 Substance　 Source　 book

　 　危険 性 の 高 い 新 分 野(有 毒 物 質 等)に 関す る主 要 文献 、法 律 等 の 情 報 源 の

　専 門 的 な案 内書 で あ り、潜 在 的 に 危 険 性 を もつ 化学 物 質 を全 て包 括 して い る。

・Land　 Use　 planning　 Abstracts

　　水 ・陸の 資源 に関 す る選 り抜 きの 情 報専 門誌 で あ り、 土地 利 用 に 関 す る、

　全 ての 情報 を1冊 に ま とめ た もの と して は 唯一 の もの で あ る 。

　 土 地 利 用 につ き、現 在 開発 中 の もの ・ 開 発化 しつ つ あ る もの ・ 発 布 され た

　もの 、保 留 中 の事 項 、 最 近 制 定 さ れ た法 律 ・ 連 邦立 法 の大 要 ・ 新 刊 書 の部 門

一34一



●

■

(2)

別 リ ス ト、 フ ィ ル ム リ ス ト の 他 、 各 種 統 計 資 料 を 記 載 し て い る 。

マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ ・ ラ イ ブ ラ リ ・サ ー ビ ス

Energyfiche,　 Enviro　 ficheとState　 ficheの3種 が あ る 。

Energv　 fiche,　 Enviro　 ficheは 各 々 月 刊 抄 録 、 年 刊 索 引 ・抄 録 集 、Energy

1ine、　Enviro　 lineと 対 応 して お り、 全文 記事 が 収録 され て い る。.

　抄 録 と同様 の ア ク セ ス番 号 が フ ィ ッシ ュに もつ い て お り、 ユ ーザ が ニ ー ズ に

応 じた オ ン ライ ン ・サ ーチ をす る と、 簡単 なア ク セ ス で、 必要 な文 献 が マ イ ク

ロフ ィ ッ シ ュに 収 録 され た 全 文 記事 で 即入 手 で きる とい う点 で完 壁 な情 報 シス

テ ム で あ り、い ろ い ろな 形 の 検 索 も可 能 で あ る。

　 フ ィ ッシ ュには 各 々、 タイ トル、 情報 源 、 日付 、 フ ィ ッシ ェID番 号 、 抄録

番 号 が つ い てい て、 次の よ うなオ ー ダ ー.シ ステ ムが とられ て い'る。

　 　　 ・全 文 記 事 の 入手

　 　　 o部 門 別又 は それ らの複 合 検 索 が可 能

　 　　 ・まず 、 書 誌 索 引 をオ ー ダ ー し、 それ に よ り必要 文献 の リク エス トが 可

　 　　 　 能

　現 在 、Energy　 ficheは5.OOO、Enviro　 ficheは6,000を 有 す るほ か 、

1971年 か ら79年 まで の パ ック フ ァイル が あ り、Energy　 ficheに つい て

は18,000件 以 上 、Enviro　 ficheに つ いて は35.000件 を越 え る文 献 が収 録

され て い る。

　 State　 ficheは 環 境 問 題 に 関す る 連邦 全 州 の 法律 ・規 則 を網 羅 した もの

で2,550の フ ィ ッシ ュを有 し、 各 々 、 発令 州 名 、 タイ トル 、 ソー ス、 日付 、

ア ク セス番 号 と文 献 の量(行)が 付 され て い る。 オーダー ・システ ムは 次 の4種

が あ る。

　 　　 ・2,500文 献 の全 文収 集(5,10月 毎 にupdate)

　 　　 ・1,700文 献 の規 程 の み

　 　　 09種 の部 門別 選 択

　 　　 oThe　 Enviro㎜ental　 Protection　 Agencyの 連 邦10区 分 に よ
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　 　 　 　 　 る 地 区 別 又 は そ れ ら の 複 合 選 択

　 　 こ れ らEICに お け る マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ ・ サ ー ビ ス の 目 的 は 、 広 範 な 分 野

　 の カ バ ー 、 自 動 的 なupdate、 迅 速 な 情 報 提 供 に よ り 、 ユ ー ザ が 文 献 検 索 に 要

　 す る 時 間 と コ ス トの 無 駄 を 極 力 省 く こ と に あ る 。

{3}磁 気 テ ー プ ベ ー ス ・ コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス

　 　 月 刊 抄 録 誌 に 対 応 す る も の と し て 、Energy　 tapesとEnviro　 tapesが あ

り 、 各 々 輌 で10本 生 産 さ れ る 。 他 に 文 献 索 引 の み のEnvironmental

　 Science　 Indexも あ り 、 特 殊 な も の と し てNa　 t　i　on'a　1　Energy　 Referral

　 and　 Information　 System(NERIS)が あ る 。

　 　 こ れ ら は 全 て 年 契 約 の リ ー ス で 提 供 し て お り 、 長 期 借 用 も 可 能 で あ る 。En-

　 ergy　 tapeは'71年 か ら 、　 Enviro　 tapeは'70年 か ら 、　 Environmental　 Sci-

　 ence　 Indexは'72年 か ら の ノミッ ク フ ァ イ ル も あ る 。

　 　 NERISは 特 別 な 適 用 が な さ れ 、 シ ン グ ル ユ ー ザ の 場 合 と 共 同 利 用 、 組 織

　 体 利 用 の 場 合 と で 別 の 契 約 が 要 求 さ れ る 。

(4)　 オ ン ラ イ ン ・ コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク ・サ ー ビ ス

　 　 使 用 コ ン ピ ュ ー タ 機 種 はIBM370で ホ ス トは カ リ フ ォ ル ニ ア に 設 置 さ れ

　 て お り 、SDC社 のOrbit,　 Lockheed社 のDialogを 通 じて 世 界 各 地 に 接 続 、

　 Energyline,　 Envirolineと 称 し て オ ン ラ イ ン ・ サ ー ビ ス を 行 っ て い る 。

　 この2種 は各 々月干!j抄録 に 対応 した もの で 、索 引 と21部 門に 分類 され た 抄

録 とで 成 る。 索 引 に は ア クセス 番 号 、 タ イ トル 、情 報 源('出 典)、 著作 者 、 日

付 と資 料形 態が 付 さ れ て い る 。

　 この検 索 結 果 で 必要 と思 わ れ る資料 は 、EICに 申 し込ん で、 全 文 入 手 が 可

能 で ある 。

　 ま た検 索 に 際 して の便 を 考慮 して 、User/s　 Manua1が 販 売 されて い る 。

{5)そ の 他 の 情 報 サ ー ビ ス

　 ・Document's'-on-Demand

　 　 注 文 に 応 じ て 、 全 文 記 事 の ハ ー ドコ ピ ー や マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ を 迅 速 ・的 確
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◆

に作 成 し、48時 間 以 内に 提 供 す る。

・Contract　 Research

　委 託 契 約 形 式 の 調査 で あ る。

`2
.5　 デ ー タベ ー ス の流 通 状 況

(1} .ユー ザ とそ の 利 用

　　 EICデ ー タベ ースの ユ ー ザは 、国 内 で は 、一般 値 入 、 企業 、大 学 、学 術 研

　 究機 関、 政府 機 関 と広 範 で あ り、主 にそれ らの図書 館 と タ イア ッ プ して ユ ニ ニ

　 ク な 情報 提 供 を行 っ てい る。 この うち最 も利用 の 多 いの は 、 一般 会 社 で あ り、

　一 般 的 な利 用 方法 につ い て 、 これ らを例 に とる と、 こ こで は使 うこ とが 目的 で

　 あ り、 自社 で 記憶 装 置 に蓄 積 す る必 要 は ない 。 フ ィ ッシ ュに す る'よ リオ ン ライ

　 ンで 的 確に 必 要 とす る 情報 を得 るの が 目的 で ある。個 々の文 献 と特 定 の課 題 に

　 つ い て の検 索 サ ー ビスは 、後 日、必 要 に応 じて マイ ク ロフ ィ ッシ ュの 提 供 を受

　 け る こ と と して 、 そ の場 で必 要 とす る情報 を オ ンライ ンで選 ぶ とい う利 用 形 態

　が 殆 どで あ る。

　　 ま た 、 エ ネル ギ ー省に お いて は 、 省 内 に各 種 の デ ー タベ ース を持 って ま『り、

　殆 ど外部 に依 存 す る こ とは ない が 、 民 間 デ ータ の うち 、特 に ア メ リカ石 油 協 会

　 とEICの2っ を採 用 して い る。

　　 民 間 に おい て は 、 営利 追 求 の前 提 か ら も内容 的 に深 く勝れ た 情報 を ス ピーデ

　 ィに 処理 ・提 供 す る必 要 が あ る。 ま た 、 ユーザ へ の 情報 提供 に む い て既 成 デ ニ ・

　 タ との重 複 を 避 け る等 の方 向 転 換 が容 易 で あ り、 オ リジナ リテ ィの 高 いユ ニー

　 クな デ ー タベ ー ス が作 成 され る。

　　 完 全 な民間 企業 と して エ ネ ル ギ ー 情報 の み の デ ータ ベ ース を もって い るの は

　 EICの み で あ り、 その 内 容 も他 と比 べ て50%は 独 自の もの で あ り、 品質 に

　 は 自信 を持 って い る 。

　　 また 、環 境 情 報 を扱 う民 間 情 報 機 関 と して は、EICの 他 に 、 環 境汚 染関 係

　 の デ ー タベ ー スを 有す るData　 Carrie.r社 と、環境 に関す る全 て の雑 誌を 文
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　献 化 した デ ー タベ ース を扱 うABc　 clio社 が あ る。

　　 海 外 に つ い て は 、 西独 、 チ ェコス ロバ キ ア等 ユ ー ザ は多 い。ま た 、 海外 情報

　の 入 手 ・交換 につ い て は 、各 国 にお け る特 定 の もの では な く、国 際 的 に 利 用価

　値 の あ る情報 に つ い て 関心 を持 って お り、 カナ ダ 、 西独 政府 と も話 し合い を し

　 た 経験 が あ る とい う。

　　 EICデ 一 夕ペ ーースの うち、 特 に よ く利 用 され てい る分 野 と しては 、 現在 の

　 ところ 有 毒 物 質 、 原 子 力発 電 、合 性 燃 料 が挙 げ られ る よ うで ある 。

②　 利 用 価格 と諸 条 件

　　 EICデ ー タ ベ ー ス の 利 用 は、 ユ ーザ 全 て 同 じ条 件 で基 本料 金 も一 定 して

　 お り、制 約 条 件 は な い 。但 し、海 外 のユ ー ザに つ い て は通 信 ・郵 送料 と手 数 料

　 が 付 加 され る。

　　 テ ー プを例 に とる と、 年 間 フ ァイ ルの リー ス価 格 が ノ80年 版 で7,500ド ルで

　 あ り、 ア メ リカに お け る コネ ク ト・タイ ム料 金 は1時 間90ド ル で ある。 海 外

　 ユ ーザが 利 用す る場合 、通 信 料 は 更 に高 くつ くの で 、 リースの 方 が割 安 と言 え

　 る。

　　 2次 的 利 用(Secondary　 Use)に つ いては 、　E　I　C作 成 の基 準 に 則 っ て、 特

　 定 の コ ン ソー シ ア ムに 対す る契 約(基 本 料 十 コネ ク トタ イ ム料 ヰ通 信料 程 度 の

　 簡便 な もの)を 行 うつ も りで あ るが 、 そ うい う体 系 の定 着 を望 ん で、 現在 の と

　 こ ろは 安 値 に 提 供 してい る よ うで あ る。

　　 また 、 あ る ユー ザがEICデ ー タベ ー ス を基 に 独 自の 検 索 を行 い 、そ の成 果

　 を 第3者 に 提供 す る よ うな場 合 に ついて は 、 そ の 使 用 方法 、頻 度 、量 に よって

　 は 、 特 許権 、 印税 等 を請 求 す る こ と も考 え られ 、 個 別 の話 し合 い に よ る契 約 が

　必要 に な る との 事 で あ る。

　　 唯一 の 制 約 条 件 と して 、大 部 分 の マ イ ク ロフ ィ ッシ ュを写 しと り、他 の 印 刷

　物 と して 転載 す る こ とは 著 作 権 問題 に よ り禁 止 して い る。 オ ン ライ ン等 で各 種

　の 利 用 をす る場 合 は いか な る制 約 もない 。

　　 なお 、 情報 源 の 著作 権 に つ い て は 、80%の もの は 、 個 々の 出版 社 との交 渉
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　 に よ り、EICが そ の 権 利 を買い取 っ てお り、 ユ ーザ の利 用に 際 して も問 題 は

　 ない が 、 残 る20%(1/O番 号上 に 星印 で 示 され る。)に つい て は そ の権 利

　 を有 して い ない 。

㈲ 　 ユー ザ ・サ ニ ビス と販 売 促 進 策

　 　 EICに おい て は 、 ユ ーザ ・ニ ーズ の 傾 向 を 予期 した デ ー タ整 備 を行 って 、

　 需要 に 即応 で きる サ ー ビス体 制 を とって い る 。

　 　 また 、 公 開 情 報 で も、一般 に あ ま り知 られ て い な い多 くの 埋れ た 情報 を、 短

　期 間 の う ちに 多 くの 人 に 知 らせ る こ と も意 義 の あ るサ ー ビス と考え て い る。

　 　 また 、市 場 開 発 の た め 、次 の よ うな 宣伝 活動 を行 って いる 。

(a}　 ダ イ レ ク ト ・ メ ー ル

　 在 の 認 識 を 高 め る 。

(b)　 ユ ー ザ ・

　 ・ 訓 練 す る 。

〔C)オ ン ラ イ ン ・サ ー ビ ス

　す る?

将 来 性 の あ るユ ーザ に対 し、サ ー ビス所

ト レ ー ニ ン グ ・ セ ミ ナ ー

(d)　 情報 関係 の会 議 ・展 示 会 へ の参 加

　 賭 す る 。

使 い方の有用性につ き養成

SDC社,　 Lockheed社 を 通 じ てPR

情報収集 とPRを 兼ね て 出

　 な お 、販 売 に際 して は 、 刊 行物 の み な らず 、 テ ー プ、 フ ィ ッシ ュに も同様 に

依 存 してお り、現 在 テ ー プ リース 利 用者 が 多 く、 オ ン ライ ン ・ユ ーザ も増 え て

きて い る とい う。
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2.5　 デ ー タ ・ リ ソー ス 社

　 　 　 (Data　 Resources　 lnc.=DRl)

所　　在　　地

調

面

査　 月

接

目

者

　 29　 Hartwell　 Avenue,　 Lexington,

　 　 　 Massachusetts　 O2173

　 　 　 昭 和55年11月21日

Mr.Eric　 C.Williams

　 　 Vice　 President

Mr.William　 J.Raduchei

　 　 Vice　 President

Dr.　 Ron　 Napier

　 　 Director　 of　 Japan/East　 Asian　 Service

堀 内 信 氏

　 　 日 本 経 済 新 聞 社 情 報 業 務 部

　 1.　 概 　 　要

　 D.R.1.(Data　 Resources　 Incorp6ration)は ア メ リ カ 最 大 手 の

経 済 予 測 機 関 と し て 、1968年 、 オ ッ ト ー ・エ ク ス タ イ ン 博 士 を 中 心 と し て 発 足

した が 、1979年 秋 に は 、 マ グ ロ ウ ヒ ル 社 の 子 会 社 と な っ て い る 。 図2-3に 組

織 図 を 示 す 。

　 組 織 は 、生 産 部 門 、 サ ー ビス 部 門.技 術部 門 、経理 部門 に 分 かれ て い る。 従業

員 数 は 約700名 で 生 産 部 門220名 、 サ ー ビ ス 部 門260名 、 技 術 部 門160名 、 経 理

部 門60名 と な っ て い る 。 レ キ シ ン ト ン 本 社 の 他 に 、 図2-3に 示 す ア メ リ カ12

都 市 、 カ ナ ダ2都 市 、 ヨ ー ロ ッ パ2都 市 に サ ー ビ ス ・ セ ン タ ー を 置 い て い る 。

　 資 本 金 、年 間売上 高 に つ い て は 情報 を得 る こ とが で きな か った 。
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2.　 詳 　 論

{1)　 DRIサ ー ビス の 現状

　 　 DRIの デ ー タ ベ ースは 、 ア メ リカ 、 カナ ダ 、 メ キ シ コ、西 欧、 日本 、韓 国 、

　 ニ ュー ジー ラ ン ド、 南 ア フ リカ等 の総 計2億6千 万 系 列 の時 系 列 デ ー タ で構 成

　 さ れ て い る。 これ ら.の時 系 列 デ ー タ は480億 バ イ トの磁 気 デ ィス クを 占有 して

　格 納 され て お り、4台 のバ ロー スB7800コ ン ビ=一ータ を連 結 した シス テ ムを 通

　 して サ ー ビス さ れて い る。

　 　 DRIの サ ー ビス形 態 の特 徴 は 、 数 値 情 報 デ ー タ ・バ ンク、 予 測 モデ ル 、・分

　 析 用 ソ フ トウエ ア 、 コ ンサル テ ィン グの4機 能 を組 み合 わせ て 各 種 の経 済 情報

　 ・経 済 予 測 サ ー ビス を行 っ て い る こ とで あ る。

　 　 表2-5に 示 す よ うに 、 デー タ ・パ ン クは マ ク ロの 国 家 レベ ル ・デ ー タ と ミ

　 ク ロの産業 別 デ ー タ、 財務 デ ー タ、産 業 間デ ー タに分 か れ て い る 。 国家 レベ ル

　 ・デ ー タ ・パ ンク の 中 は さ らに ア メ リカ 、 カナ ダ 、 ヨー ロ ッパ 、IMF、OE'

　 CD、 日本 な どの20の デ ー タ ・パ ンク で構 成 され て い る。産 業 別 デ ー タ ・バ

　 ン ク は農業 、 自動 車業 、 鉄鋼 業 な ど19の デTタ ・バ ンクで 構成 され てい る 。

　 同 様 に 財務 、 産業 間 デ ータ ・バ ンク ともそれ ぞ れ6個 の デー タ ・バ ン クか ら構

　 成 され て い る。

　 　 デ ー タ ・バ ン クに 対 応 して 、予 測 モ デ ル も国 家経 済 レベ ル(10個)、 産 業

　 別 レベ ル(10個).、 財務 レベ ル(6個)、 産 業 間 レベ ル(7個)で 構 築 され

　 て お り、計 量 経 済 的手法 に よ る予 測 が 可 能 とな っ てい る。

　 　 これ らデ ー タ ・パ ンク とモ デ ル 群 を 円 滑 に操 作 す る ため の コ ン ピ ュー タ ・サ

　 ー ビス と して 、EPSを 中心 とす る タイ ム ・シ ェア リングの 種 々の ソ フ トウ ェ

　 ア群 が 用意 され て い る。 また モデ ル 、 デ ー タ ・バ ンクに 合 わ せ て 、数 々の レボ

　 ー ト、 レ ビュー が刊 行 され 、平 行 して 多 くの 経済 見通 しの会 議 、 研 究会 、 研 修

　 会 が 開 催 され て い る。

　 　 以 上 す べ て を通 して 、専 門 ス タ ッ フに よる ソ フ トウ ェア、 デ ー タ ・バ ン ク及
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　　　　　　　　　表2-5　 DRIの 情 報 シ ス テ ム
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Natlonal　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Specialized　 lndu8仁ry

U・S・　Cenヒral　 　　　　　　　　　　　　　　　　 Agriculture

U・S.　 County　 　　　　　　　　　　　　　　　　　Faτm　 Indu8trial　 Equipment

U.S.　 Prices　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　In8titute

U.S.　 Regional　 　　　　　　　　　　　　　　　Automotive

U・S・　Weekly　 Banki㎎ 　　　　　　　　　　　　Best　 Executive

Canada　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Transportation

Euτope　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cen8us　 of　 Transportation

Europe　 Sate11工tes　 　　　　　　　　　　　　　Chemical

I眠DWorld　 Debt　 Table8　 　　　　　　　Coal

IMF　 曳1ance　 of　 Payments　 　　　　　　　Co㎜odities

IHF　 Dlrection　 of　 Trade　 　　　　　　　　Consu口1er

IMF　 International　 Financial　 　　　　U.S.　 Eneτgy

　Stat工8tiCS　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Canadian　 Eneτgy
OECD　 ぬin　 Economic　 Indicators　 　　Japane8e　 Energy

OECD　 National　 Inc㎝e　 Account8　 　　Drilling

OECD　 International　 Trade　 　　　　　　Platt・s

J8pan　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Forestry

Ea8t　 A8ian　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Paper　 and　 Pu1P

DevelopiΣ 培　Countrie8　 　　　　　　　　　　Wood

Callfornia　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Steel

Neu　 York　 City

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Financia1

National　 Economic

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

National　 Econo皿ic Data　 Resource8'c。 叩uterized

information　 services　 and　 data

bases　 are　 available　 24　 hours

a　 day,　 seven　 days　 a　 week.

Clients　 have　 access　 to　 these

seτvices　 ヒhrough　 terminals　 in

their　 own　 offices.

Data　 Resources.　 communications

net層orks　 serve　 clients　 in

North　 America,　 Egrope,　 and　 the

FaτEasヒ ・When　 apPropriate

co㎜ands　 are　 given,　 hard-copy

tabular　 and　 graphic

工nformation　 suitable　 for　 wide

distribution　 can　 be　 produced.

To　 tτaln　 clients　 ln

specialized　 programming

apPlications,　 we　 provide　 a

range　 of　 technical

documentation　 from　 beginning

user.s　 manuals.亡o　 sophisticated

cllent-specific　 pr・jects.

PrOprietary　 and　 nonproprietary

software　 languages　 include:

EPS　 　　　　　　　　　　　　ODYSSEY

MODEL　 　　　　　　　　　SPEAKEASY

AID　 　　　　　　　　　 SPSS

FILETRAN　 　　　　　TEMPO

MODSIM　 　　　　　　 EMPIRE

EDIT　 　　　　　　　　INSYTE

　　　　　　　　　　　　　　　　CSS

DRI-FORHA

DRI-Sα"　 　　　　　　　FORTRAN

MERGAC　 　　 　　　　BAS　IC

　　　　　　　　　　　　　　　　APL

　　　　　　　　　　　　　　　　ALGOL

　　　　　　　　　　　　　　　　COBOL

Economic　 Outlook
llnd

ustry　 Experts　 and　 Economi8t8
United　 States

Canada

Japan

Germany

France

United　 Kingdom

Italy

Netherlands

Belgium

Far　 East

Specialized　 lndustry

The　 Data　 Resources　 Rev工ew　 of

the　 U.S.　 Economy

The　 Data　 Resouτces　 U.S.　 Long-

　 Term　 Review

Canadian　 Review

Canadian　 Long-Term　 Review

European　 Review

European　 Bulletin

Japanese　 Economic　 Review

East　 Asian　 Economic　 News

World　 Econotnic　 Bulletin

Specializedエndustry

United　 Staヒes

European

Canadian

ln亡ernaεional

Energy/C。al

Consumer

Chemicals

Insurance

←

Purchasing

Utilities　 Planning

Bank　 Planning

Corporate　 Plaming

Financial　 ApPlications

Consumer　 Marketing

Pr。dUctivity　 Manag㎝ent

Education

200　 Pτofe88iona18　 vlth　 advanced

degτees　 in　 economic8　 and

ほndu8try　 specialitie8

Consultants

200　 consultants　 located　 in:

Boston

Brussels

Calgaてy

Chicago

Detroit

Houston

Los　 Angeles

New　 York　 City

Pittsburgh

San　 Francisco

Toronto

Wash土ngton　 D.C.

Software　 Specialist8

Agriculture

Chemical

Coal

Consumeτ

Drilling

Energy

Forestτy　 and　 Wood　 Products

Pulp　 and　 Paper

Steel

Transportation

Financia1

Agency　 Security　 Market　 Review

Agricultuてe　 Service　 Quarterly

　 Review

Agriculture　 Service　 Working

　 Papers

Banking　 Review

Canadian　 Insurance　 Service

Quarterly　 Report

Chemical　 Review

Coal　 Review

Consumer　 Bus　 iness　 Review

Consumer　 Market　 Service

Drilling　 Reviev

Energy　 Review

Energy　 Special　 Studies

FORSIM　 Review

Insurance　 service　 Quarterly

Review

Pulp　 and　 Paper　 Reviev

Steel　 Industry　 Reviw

Transp。rta亡ion　 M。nit・ring

Report

Tτanspor仁atlon　 Revi四

Cτos81ndustria1

Introduction　 to　 DRI

EPS　 Training

U.S.　 ぬcroeconomic　 Model

T。pics　 in　 ApPlied

Econometrics

Product-Line　 Forecasting

DRI　 FinancjLal　 and　 Credit

　 Stati8tics

FDIC

Flow　 of　 Funds

Stock　 Prices

Standard&Pooゴs

Value　 Line

Cτ08s　 Indu8tτia1

60　 computer　 and　 software

professionals　 located　 in

Lexlngton　 headquarters

Agency　 Yield

Asset　 Management

Bank　 Planning

Loan　 Gro硫h/Credit　 Rigk

Insurance

Industry　 Financial

Cross　 Industrla1Compu8taヒ

Conference　 Board

Co8t　 Forecasting

Site工1

State　 and　 Area

Foτeca8ting

lnput!Output　 Table8

C。st　 F。recasting

C。 岨tτyH。nit。 τing

エnput/Output

State　 and　 Axea　 Forecastlng

State　 Goverments

Uヒilities

Re80urce　 Allocation　 Strateglst Cost　 Forecasting　 Reviev

C。眈Foreca8tlng　 Revi四

M。nthly　 Report

Data　 Ba8e　 Update8

Financial　 Application8　 Bulletin

Indu8try　 Financial　 Service

Indu8tτy　 Flnancial　 Service

Long-Term　 Revi賀

Loan　 Growth!Cτedit　 Ri8k　 Review

Software　 Update8

State　 and　 Area　 Foτeca8ting

Seτvice
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び予 測 モ デ ル 利用 の コ ンサ ル テ ィン グが受 け られ る とい うサ ー ビス体 制 に な っ

て い る 。

　 今 回訪 れ た機 関 の 中 で は 、統 計 数値 情報 に 関 して 、最 も多 くの デ ー タ を産 業

別 に 有 し、 これ らを 利 用 す る システ ム体 系 を最 も完 成 させ て い る組 織 で あ る よ

うに感 じた 。

　 ,ユーザは 公 的 部 門、民 間 部 門等 の 多方 面 にわ た って お り、公的 部 門 で は 主 に政

策決 定 の 参 考 資料 と して マク ロな取 り扱 い で、 民 間 部 門 で は経営 計 画 の 参考 資

料 と して微 に入 り細 に入 り ミク ロな取 り扱 いで 利 用 され て い る との ことで ある 。

　 エ ネ ル ギ ニ産 業 部 門 に は 、4種 類 の デ ー タ ベ ー スが あ る。第1は ア メ リカの

エ ネル ギ ー 消 費、 生 産 、 価 格 、在庫 、輸 入 、輸 出等 を カバ ー した4万 系 列 の セ

ン トラル ・エ ネ ル ギ ー ・パ ン ク、 第2は マ ク ロ経 済 デ.一夕を 含むOECD各 国

の エネ ル ギ ー ・デ ー タ を格 納 した 国 際 エ ネル ギー ・デー タ ・バ ン ク、 第3は

Plat〆sOil　 Priceか ら収集 した 原 油 、 石油 製 品 価格 を入 れた 価格 デー タ ・

バ ン ク・第4は アメ リカ各 州 レベ ル のエ ネ ル ギ ー 消 費 デー タ のバ ンク で あ る
。

　 これ らデ ー タ ・パ ン クに2種 類 の モ デル 、 長期 ある い は短 期 の 年 次予 測 モ デ

ル とエネルギー価 格 モデ ル を 組 み合 わせ て、エ ネル ギ ー産 業 に対 す る種 々の サ ー

ビス が行 わ れ て い る 。 これ らの エ ネル ギー ・モ デ ル は 、 マ ク ロ ・エ コ ノ ミ ック

・モ デ ル、 石 油 炭 鉱 モ デル 、石 炭 モデル と連結 してk・ り、予測 結 果 にDRI全

体 と して の統 一 性 が 与 え られ る よ うに な っ てい る。

　 化 学 工業 部 門 に は3種 類 の デ ータベ ース が あ る 。 第1は 、化 成 品 デー タ ・バ

ンクで 、 生産 、輸 出、 輸 入 、 消 費 、価 格 とい った項 目に つい て 月 次 、 四半 期 、

年 次 で7000を 越 え る時 系 列 デ ー タが 格 納 され て い る。 第2は 化 学 経 済 デー

タ ・バ ン クで 、 経 済 指 標 デ ー タ、 プ ラン ト・プ ロセス 経 済 の デー タ、会 社 財 務

デ ー タが納 め られ て い る。第3は プ ラ ン ト能 力 デ ー タ ・パ ンクで あ る L、

　 これ らデ ー タ ・バ ンク に付 随 して、 需 要 モ デ ル と供 給 一 価 格 モ デ ル の2種

が用 意 されて お り、種 々 の サ ー ビスが デ ー タ ・パ ン クとモ デル の双 方 を通 して

行 わ れて い る。
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　 　DRIの ネ ッ トワ ー ク網 に つ いて は、 詳細 な説 明 が あ った 。 まず ア メ リカ国

　内は 、DRlNET、TYMNET、TELENET、 長距 離 電 話 の4種 の シ

ス テ ム で ネ ッ トワー クが構 成 され て い る。

　 　北 ア メ リカ大 陸 内 では 、 カ ナ ダはDATAPACKを 通 して カナ ダ 内の3都

　市へ まず 接 続 し、3都 市 か らDRIを コール す る との こ とで あ つた 。 メキ シコ

　の 場合 は 、 まず メキ シ コ政 府 の エ ー ジ ェンシ ーへ 接続 し、 そ こか ら ヒ ュー ス ト

　ンを通 してDRIを 呼 び 出す シ ス テ ムに な ってい る。

　 環 太 平 洋 地域 は、TYMNETで サ ンフ ラ ンシス コあ るい は ロサ ンゼ ル ス と

結 び 、 そ こか らDRIを 呼 び 出 す シ ステ ムで あ る。 ヨー ロ ッパ の場 合 はDRI

　NETが ロン ドン と ブ リ ュ ッセ ル に通 って い るので 、 こ れ を通 してDRIと 接

続 す る とい うこ とで あ る。

(2)　 DRIサ ー-tビス の将 来 計 画

　 　 DRIの 将来 計 画 に つ い て 、い くつか 質問 を試 み た 。

　 　 第1に 、 ニ ュー ヨー ク ・タイ ムズ 社が 行 って い る よ うな記 事 情 報 デ ー タ'・パ

　 ン クに対 す る 関心 を探 っ てみ た 。DRIで も文章 情 報 ど して 、経 営 ・経 済 情報

　 につ い て デ ー タ ・パ ン ク化 をす で に 開 始 してte　b、AIDと い う ソ フ トウ ェア

　 を通 じて サ ー ビス して い る との こ とで あ った 。 た だ し、DRIの 場 合 ・ ニ ュー

　 ヨー ク ・タ イ ム ズ ・イ ンフ ォメ ー シ ョン ・デ ー タ ・バ ン クと競 合 す る よ うなバ

　 ン クを 目指す の でな く、 あ くまで も経営 ・経 済 情 報 を 中心 と して 、 これ を補 完

　 す る ものを 目指す とい う こ とで ある。

　 　 第2に 、将来 の シス テ ムの あ り方 に つ い てDRIの 考 え 方 を探 る こ とが で き

　 た 。DRIの 現 状 は 、表2-5に 示 す よ うに 非 常 に 多 方 面 の デー タベ ース とモ

　 デ ル と を抱 え てい る。 この た めそ ろそ ろ フ ァイル容 量 が 満杯 に な って きて お り・

　 これを いか に 解 決 す るか が 重要 な問 題 とな って い る 。最 近 の 大 容 量集 積 回路 と

　 回 転式 磁気 記 憶装 置 の進 歩 は め ざま し く、通 信 速度 がべ らぼ うに 早 くな っ た の

　 で これ らを利 用 して 複数 の コ ン ピ ュー タ を結 び つ け あた か も1つ の コ ンビL－

　 タが 稼 動 して い る よ うに 感 じさ せ る こ とが で きる よ うに な って きて い る。 そ こ
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　 で、 こ れ らの 技 術 を駆 使 して 、 フ ァイル ・サ ー ビス機 能 と演算 機 能 を 分離 し よ

　 うと い うの が彼 ら の考 え 方で あ る。 この よ うな通 信速度 の 向上 に よる ロー カル

　 ・コ ン ピュー タ ・不 ッ トワー クの構 築 は 、 同 時 に リモ ー ト・コ ン ピ ュー タ との

　 ネ ッ トワー ク構 成 を可 能 とす る もの で ある 。 マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュー タの進 歩 が

　近 い 将来EPSを の せ る こ とが で きる よ うな イ ンテ リジ ェン ト端 末 を産 み 出す

　 で あろ う と期 待 され て い る。 この よ うな話 の 内容 か ら、将来DRIは 提 供 して

　 い る ソ フ トウ ェア を ユ ー ザ ・サ イ ドに持 た せ 、'DRIの コ ン ピ ュー タ本 体 は デ

　 一 夕の イ ン プ ッ トー ア ウ トプ ッ トに 徹 し よ う とい う方 向性 が うか がえ た 。 大 変

　 興 味 深 い 。1　 　 　 　 -

{3}　情 報 交 換 ・売買 と産 業 界へ の 情報 流通

　 　 デ ー タ の交 換 可 能 性 、磁 気 テ ー プ での販 売 に つ いて 尋ね て み た'。 まず デ ー タ

　 の 交換 は一 切行 わ ない との こ とで ある。 また 磁 気 テ ープで の デ ー タの 販 売 は 、

　 デー タの2次 の 分 散 を引 き起 こすの で行 わ な い との解 答 で あった 。

　 　 産 業 界 で の 情報 利 用 の 促 進 策 にっ いて は 特 別 の 言 及が なか った が 、表2-5

　 に示 した よ うに 、 産業 別 の デ ー タ ・パ ン ク と予 測 モ デル を整備 して ゆ くこ とが 、

　 と り もなお さず 彼 らの促 進 策 で あろ う。

　 　 情報 ネ ッ トワーークに 関 連 して 、情 報交 換の 興 味 深 い話題 を拾 うこ とが で きた 。

　 昨 年 の 海 外 調 査 報 告 に も あった よ うに 、 ヨー ロ ッパで は情 報 ネ ッ トワ ー ク網 と

　 して 、EURONETが 形 成 さ れつ つ あ る。DRIは 、 コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワ

　ー ク として 、EURONETと 連 結 し、情 報交 換 を行 うこ とに大 きな 関心 を抱 い

　 て い る よ うで あ った。 我 々 日本 も率 先 してASIANETぐ らい を形 成 して、 情'

　報 交 換 の話 に臨 む よ うにす る ぐらい の 意 気込 み が 必要 な ので は な いだ ろ うか 。

一47一



2.4　 エ ネル ギ ー 省 エ ネ ル ギ ー 情 報局

(U.S.　 Department　 of　 Enerqy,　 Enerqy　 lnformation

Administration=EIA)

'

所　　在　　地

調　査　月　 日

面　　接　　者

1.　 概 　 要

Wa　 sh　 i　ng　 t
.　on,　 D.　 C　 20461

昭 和55年11月24日

Mr.　 Louis　 D.　 Demouy

　 　 Director　 of　 Informational

　 　 Division

Mr.　 Demeron

　 　 Deputy　 Direetor　 of　 International

Miss.　 Elizabeth　 D.　 Haile

　 　 Attorney　 at　 Law

Statlstlcs

Statistics

　 ア メ リカエ ネルギ ー 省 は 、2年 半 前 創設 さ れ 、 エ ネルギ ー 情報 局 もエネ ル ギ ー

省 の 誕 生 と時 を同 じ くして 創 設 され た.エ ネル ギ ー情報 局 設 立 の 目的 は 、 品質 の

す ぐれ た 信 愚 性 の ある 統 計 を 作 成す る こ とで ある。

　 エ ネル ギ ー情報 局 は 、図2-4に 示 す よ うに6つ の大 きな 部 門 か ら構 成 さ れ て

い る 。第1は 、Energy　 Systems　 Supportで 、　 こ こで は エ ネ ル ギ ー ・デー タ

の 開 発 、 新 エ ネ ル ギ ー 統 計 の 収 集 基 準 の 決 定 が 行 わ れ る 。 第2は 、Energy　 Da-

ta　 Operationsで 、 石 油'ガ ス 統 計 、 石 炭 ・電 力 統 計 、 国 際 エ ネ ル ギ ー 統 計 の

収 集 ・出 版 が 行 わ れ る 。 第3は 、Ene　 rgy　 Ioformation　 Validation　 C',こ

こ で は 収 集 さ れ た エ ネ ル ギ ー 情 報 の 信 愚 性 が チ ェ ッ ク さ れ る 。 第4は ・Applied

Analysisで 、 エ ネ ル ギ ー 資 源 、 エ ネ ル ギ ー 需 要 、 経 済 の 分 析 と エ ネ ル ギ ー に 関

連 し た 種 々 の 予 測 作 業 が 行 わ れ る 。 第5は 、Energy　 Information　 Services
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で 、 こ の 部 門 で は 外 部 と の 渉 外 ・折 衝 に あ た る 。 第6は 、Program　 Develop-

mentで 、 エ ネ ル ギ ー 情 報 シ ス テ ム 、 財 務 デ ー タ ・ シ ス テ ム 、 石 油 ・ ガ ス 情 報 シ

ス テ ム 、 エ ネ ル ギ ー 消 費 デ ー タ ・ シ ス テ ム 、 エ ネ ノじギ ー 緊 急 時 管 理 シ ス テ ム と い

っ た デ ー タ 処 理 の た め の プ ロ グ ラ ム の 開 発 に あ た る 。

　 面 会 者 の 所 属 す る 国 際 統 計 部 は 、Energy　 Data　 Operationsの 部 門 の 中 の

1部 署 で あ る が ・ 設 立 の 時 期 は 遅 く1年2カ 月 前 と の こ と で あ っ た 。 エ ネ ル ギ ー 情

報 局全 体で は800人 の ス タ ッ フが仕 事 に 従事 して い るが 、 国 際統 計 部 は10人

の メ ンバ ーで 構 成 され 、各 国 の エ ネ ル ギ ー統 計 の収 集 と整理 お よび 出版 に 従 事 し

て い る。

　 同様 に 統 計 の収 集 ・整 理 に あ た って い る ア メ リカ商務省 のNTIS(Nation-

al　Technical　 Information　 Service)と の 関連 を尋 ね てみ た 。'エネ ルギ ー情

報 局は 、純 然 と統 計 を作 成 す る部 局 で あ るの に対 し、NTISは 、 ア メ リカ連邦

政府 全 体 の統 計 シス テ ムで あ り、大 衆 が 入手 で きる形 で 統計 を公 表 す る役 割 を担

っ てい る との こ とで あ った 。従 って 、 エ ネル ギ ー情報 局 で作 成 され た統 計 は 、N

TISに 渡 され 、他 省か らの 統 計 と併せ て磁 気 テ ー プ化 され た り、 あ るい は 出版

され た りす る。

2.　 詳 　 論

(1)エ ネ ル ギ ー情 報 の現 状

　 　 エ ネル ギー 情 報 局 で実 際 に作 成 して い る統計 の第1は エ ネ ル ギ ー に関 す る国

　 内統 計 で あ る。 この統 計 は 国 内の会 社 あ るい は個 人 に 対 す るア ンケ ー ト調 査 に

　基 づい て 作成 さ れ る 。例 え ば 、石 油 輸 入業 者 につ いて は300社 を抽 出 し、毎

　 月100以 上 の質 問 を40日 の期 限 を付 け て ア ンケ ー ト調 査 し、 この 結 果 に 基

　づ いて 石 油輸 入 に関 連 す る種 々 の統 計 を推 計 して い る。 こ う して 収 集 作 成 され

　 た エ ネ ルギ ーに 関す る国 内 統計 情報 は 、Monthly　 Energy　 Reviewと して 弓

　 刊 され て い る 。統 計 の 遅 れ は 、石 油関係 は2ヵ 月、 そ の 他 の エ ネ ル ギ ー二3t

　 月 で ある 。
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　　 第2は 国際 統 計 部 で 作成 してい る国 際 エ ネ ル ギ ー統 計 で あ る。 国 際 エ ネル ギ

　 ー統 計 の 場 合 、国 内統 計 の よ うに ア ンケ ー ト調査 を全 く行 うこ とが で きな い の

　 で 、 ア メ リカの 大 使 館 員 、領 事 館 員 に 現地 調 査 を依 頼 し、 これ らの 調査 結果 を

　 集 積 ・整理 して 統 計 報 告 に ま とめ て い る。 この レポ ー トがInternational　 pe-

　 troleum　 Annual　 Reportで あ る。 また 国 際統 計 部 では 、 も う1つInternat-

　 ional　 Energy　 Annual　 Reportを 作 成 して い るが 、 これ は各 国 が 公式 に 発表 して

　 い る政 府 統 計 に基 づ い て ま とめ られ て い る。

　　 現在 エ ネ ル ギ ー情 報 局 で は、 これ ら統 計 の 集 計 作 業 も含 めて 、 デ ー タの作 成

　 ・解 析 あ るい は 予 測 作 業 を行 うた め 、IBM30-33コ ン ピ ュー タ ・シス テム'が

　 24時 間稼動 して い る 。 た だ し、 国 際統 計 部 で 収 集 ・作 成 した 統 計 デー タを コ

　 ン ピ ュ一 夕 ・デ ー タ ・バ ン ク化 し、 オ ン ライ ン利 用 で きる よ うに は して お らず 、

　 現 状は 前述 の2つ の レ ポ ー トの 出版 公 表 のみ で ある。

　　 エ ネ ル ギ ー省 の コ ン ピ ュー タ利 用 の現 状 に つ いて 尋 ね て みた 。 コ ン ピ ュー タ

　 磁気 テ ー プ と して は 、 国連 統 計 、OECD統 計 、　Energy　 lineな どが 利用 され

　 てい る 。 また モデ ル と して は 、 エ ネル ギ ー 緊急 時す なわ ち エネ ル ギー不 足 の生

　 じた時 のた め の エネ ル ギ ー分配 モ デ ル 、OECDエ ネル ギ ー ・バ ラ ンス表 を基

　 礎 デ ー タ と して モ デ リン グ され たOECD諸 国 を対 象 とす るエ ネ ル ギ ー需 給 予

　 測 モ デル な ど3個 の モ デル が 実 際 に利 用 され て い る。

② 　 エ ネ ルギ ー情 報 に 関 す る将来 計 画

　　 統 計 数値 情報 の コ ン ピュ ー タ ・デ ー タ ・パ ン ク化 とオ ン ライ ン利 用 に関 して

　 は 、 国 際 統計 部 の 創 設が 遅 か った ため 、現 状 では 、2つ の レポ ー トの 出版の み

　 とい う形 に な っ て い る が 、近 い 将 来 デ ー タ ・マ ネ ー ジメ ン ト・シス テ ム を持 ち 、

　 国 際 統計 部 で収 集 した 国 際 エ ネ ル ギ ー情報 を 是非 オ ンラ イ ン化 した い と切望 し

　 てお り、 実 際 そ の計 画 を 進行 させ て い る との こ とで あっ た 。 なお 、 前述 の国 際

　 統 計 部 で作 成 して い る2つ の レポ ー トは来 年 か ら1つ に統 合 され る との こ とで

　 ある 。

　　 文章 情報 の 利 用 とい うこ とで 、 ニ ュー ヨー ク ・タ イ ムズ ・イ ン フ ォ メー シ ョ
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図2-4 エネル ギー情報局の組織 図



　ン ・デ ー タ ・バ ン クに 対 す る関 心 を尋 ね て みた と こ ろ、 エ ネル ギー 省 もす で に

　ニ ュー ヨー ク ・タイ ム ズ ・イ ン フォ メー シ ョン ・デ ー タ ・バ ン クの ユ ー ザ に な

　っ てい る との こ とで あ った 。 そ こ で 、 ニ ュー ヨー ク ・タ イ ム ズ ・イ ン フ ォ メー

　シ ョン ・デー タ ・バ ン ク を利 用 して 、 キ ー ワー ド頻 度 の 分析 な ど に よる エ ネル

　ギ ー 問題 に絡 む リス ク分析 の 可 能性 を問 うてみ た が 、大 変 興 味深 い との返 答 で

　あ った 。 実 際彼 らも この デ ー タ ・パ ン クの 利 用法 を試 行 して お り、主 に 型 に は

　 ま った 分析 の で きな い 問題 に関 して 、 現 実 に起 って い る事 象 を把 握 し、 分 析 す

　 る よ うな方 向へ 利 用 した い との 意 向 で あ った。

　 　最 近 ます ます 緊迫 す る エ ネル ギ ー 情 勢 を踏 まえ て 、各 国 が 各 々の'コ ン ビ ュー

　 タに統 計 デ ー タ を格 納 し、 これ を基 礎 と した コ ン ピ ュー タ対 話 に よる エ ネル ギ

ー需 給 縫 を行 うとい う観 点 か ら・ コ ン ビ ・一 タ ●ネ ・ ト㌃ 〃の 必要 性 を質

　聞 して み た 。.これ に 関 して も大 きな 関心 が 寄せ られ 、最 新 の計 画 に関 す る デ ー

　 タ を イ ン プ ッ トして対 話 で きる とい う観 点 か ら も コン ビr－ 夕の 利用 は大 い に

　 のぞ ま しい との こ とで あった 。

(3}情 報 交 換 ・売 買 と産業 界 へ の情 報流 通

　 　政 府 デ ー タの 民間 へ の提 供 とい う点 か ら質問 を行 った と こ ろ、 エ ネル ギー情

　 報 局 は 公表 す る こ とを ね らい と して設 立 され た機 関 で あ るか ら 、す べ ての 情 報

　 は 公 表 され 、特 別 な制 限 は 原 則 と して ない とい うこ とで あ.った 。 た だ し、個 々

　 の 会社 の機 密事 項 が もれ る こ とに な る場 合 は 公 表 しな`い とい う こ とで ある 。従

　 って　 この よ うな エ ネ ルギ ー情 報 局設 立 のね らい か ら 、外 国 に 対 して も全 くオ

　 Tプ ン に情 報 は 提供 され る とい う こ とで ある。

　 　 情報 流 通 とい う こ とに 関連 して 、 エ ネル ギ ー 省 の 大変 珍 しい サ ー ビ ス を耳 に

　 す る こ とが で きた 。 現在 ア メ リカに は オ ン ライ ン利 用 の た めの100以 上 の コ マ

　 _シ ャル な コ ン ピ ュー タ ・デー'タベ ー スが 存在 す るが 、 エ ネ ル ギ ー省 で もこの

　 うち のい くつ か の デ ー タベ ース を端 末 で オ ン ライ ン利 用 で きる よ うに 契 約 して

　 い る。そ れ らの検 索 を一 般 に対 して オ ー プ ンに してい る との こ とで あ る。

　 　 す なわ ち、 自分で デー タ ベ ース 会 社 と利用 契 約 を す る 力の ない 団体 あるい は
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個 人 は、 エネ ル ギ ーに 関 連 した テ ー マ を掲 げ て 、 エ ネル ギ ー 省 の端 末 を使 用 で

きる とい うこ とで あ る 。 日本 人の 場 合 も大使 館 を通 じて 申 し込 めば 、 特別 に使

用 が 可能 とい うこ とで あpた 。 情報 流 通 に対 す る エネル ギ ー省 の 施 策 の1つ と

考 え られ る 。
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2.5　 商 務 省 科 学 技 術 情 報 サ ー ビ ス 局

(U.S.　 Department。f　 C。mmerce,　 Nati。nal

　 Technical　 Information　 Service=]NTIS)

,

　 　 　 所 在 地:5285Port　 Royal　 Road,　 Springfield,

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 VA22161

　 　 　 調 査 月 日　 :　 1980年11月25日(火)

　 　 　 面 　 接 　者 　 :　 Mr.Me　 1vin　 S.　Day

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Director
⑨

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Mr.David　 B.　Shonyo

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Foreign　 Programs,　 Liaison　 Officer

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Promotion　 Division

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Mr.David　 Gro㎝s

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Product　 Manager

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Office　 of　Data　 Base　 Services.

　 　 　 1.　 概 　 要

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り

　 　 　 NTIS(National　 Teqhnical　 Infonnation　 S　ervice)は 、1970

　 　 年 商 務 省 の1機 関 と し て 設 立 さ れ 、 今 日 、 完 全 な 独 立 採 算 制 を と っ て い る ユ ニ ー

　 　 ク な 局 で あ る 。

　 　 　 そ の 前 身 は 、1946年 設 置 の 出 版 局(Publication　 Board),1950

　 　 年 の 技 術 サ ー ビ ス 局(The　 Office　 of　 Technical　 S　ervice)に み ら れ 、

　 　 1964年 に は 標 準 局(National　 Bureati　 of　 Standards)に 移 管 さ れ た

　 　 が 、1970年 独 立 して 現在 の局 とな った もの で あ る。

　 　 　 連 邦政 府 各 機 関 や 、各機 関 が大 学 、民 間研 究 機 関 、企 業 等 に 委託 して実 施 した

　 　 各種 の研 究 開発 レポ ー ト及 び逐 次 刊行 物 の発 売 元 の1つ と して 、現 在130万 種

一54-'



の提 供 レポ ー トを保 有 し、国 内 、海外 の幅 広 い ユ ーザ を対 象 と して デ ー タベ ース 、

ソフ トウ ェア等 、各種 の情 報 サ ー ビス を行 ってい る。

　 NTISは 、政府 関連 デ ー タを蓄 積 す る図書 館機 能 とそれ らを宣 伝 ・販売 す る

提供 窓 口機 能 の2つ の機 能 を持 ってk・ り、販 売件数 は1日23,500件 、年 間 で

600万 件 を越 え 、年 間売 上 高 は約50億 円 とい わ れ る。1機 関に よる学 術 情 報

の販 売規 模 と して は 世 界最 大 の もの と思 わ れ る。

　 そ の組織 は 、商務 省 の科 学 技術 担 当 次官 補 の下 に属 してk・ り、NTIS内 部 構

成 の細 部 に つい て は 、訪 問時 、機 構 改 革 中 で 不明 確 で あ るが 、大 き くは 、デ ィ レ

ク タ ーの 下に 運 営(編 集 ・出版)、 販 売 、管理 担 当 の3人 の ア シス タ ン ト ・デ ィ

レク ターが お り、デ ィレク ター直属 で国 際 、特 許 の担 当室 が あ る。 職員 数 も当初

よ り倍 増 して 現 在 約400名 に な って い る。

　海 外 への 情 報提 供 窓 口 と して 、1976年 よ り主 要 国 に総 代 理 店 を設 置 してk・

り、 日本 に おい て は(株)三 菱総 合 研 究 所 が代 理店 とな って い る。

　 2.　 詳 　 　論 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　一

　 2.1　 デー タベ ー スの 作 成

(1)　 目　 　 　 　 　 的

　 　 ア メ リカ政 府 が実 施 した各 種 研 究 開 発 レポ ー ト等 全 米 の科 学 技術 情 報 を集 結

　 し、政 府 関連 情 報 の集 中 管理 と各種 情 報 の案 内提 供 サ ー ビス を行 うこ とを 目的

　 と して い る。

　 　 な お 、今 日その 収 集情 報 の範 囲 は科 学 技術 の み な らず 、社 会 、経 済 、 ビジネ

　 スの 分 野 に ま で拡 大 され て お り、内容 的 に も、文 献 、数 値 、統 計 、 ソフ トウ ェ

　 ア と多岐 に わ た って い る。

② 　作 　成 　経 　緯

　 　 デ ー タベ ー ス作成 の経 緯 は図2-5の とお りで ある。 現 在 、NTISに 送 ら

　 れ て くる レポ ー ト数 は1日 約270件 で あ り、そ の 各 々に つ き、 コー ド化 、抄

　 録 化 、主題 分類 、テ ー プ検 索 用 キー ワー ド作 成 が なされ 、テ ー プに収 録 、蓄積

　 され る.こ れ を基 に週 単 位 の 分野 別 抄 録集(WGA)や 、 隔週 単 位 の 文献 検 索
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(研 究 レポー ト収 集)

(収 録 レポ ー トの コ ー ド化

　 　　 　 　 　 　お よび抄 録 の作 成)

(レ ポ ー トの分 類 お よび

　　 　テ ー プ検 索 の た めの

　　 　 　 　 　キ ー ・ワ ー ド作成

(全 レ ポ ー トの フ ィ ッ シ ュ 化)

　　 　 　 　 　 WGA

(各 レポ ー トを2、6の 分野 に 分類 し、

　 各 分 野 毎 に新 しい抄 録 集 を編集)

　 Bi　bliographic　 Data・File

　 　 　 　 -GRA　 Tape-

(収 集 レ ポ ー ト情 報 の 磁 気 テ ー プ 化)

　 　 　　 　 　 SRIM

(分 野 指 定 に よる受 注 レポ ー トを

マ イク ロフ ィ ッシ ュで定 期的 に配 送)

図'2_5

　 　　 　 GRA&

(テ ー プに 基 づ いて 全 分 野 に わ た る

　 　　 　レポ ー トの抄 録 集 を編 集)



●

　 用 抄 録 集(GRA&1)が 出版 され る。 同時 に全文 レポ ー トを フ ィ ッ シュ化 し

　 注 文 に応 じて 、 ペ ー パ ー コ ピー、 マ イ ク ロフ ィ ッシ ュに よる文 献複 写 サ ー ビス

　 を行 う ように な って い る。

　 　 この過 程 を全 てNTIS内 で行 うとす る と、 その 作業量 は 現在 の10倍 の要

　 員 を必 要 とす るほ どであ るが 、抄 録 は著 作 者 に よ り研 究 開始 時 に既 に作 成 され

　 て お り 、番 号 、キ ー7ー ド、主題 分類 も作成 機 関 に おい て なされ て い る こ とが

　 多 く、NTISに おい て は 、それ を検 閲 し 、 ミニ コ ンに入 れ 、 デ ィス クに のせ

　 磁 気 テ ー プ化 すれ ば よい よ うに な って い る。

　 　 また 、NASA他 主 要 な情 報 作成 機 関 か らは 磁 気 テ ー プベ ースで の 入手 も多

　 く、国 防省 、エ ネ ル ギー省 か らは 、出版 物 が フ ィ ッシ ュ化 され て送 られ て くる。

　 この入 力 処 理 を図 示 した もの が 図2-6で あ る。

㈲ 　 情 　 　報 　 　源

　 　 NTISに は 、 次の よ うな省 庁 、関 連 委員 会 、研 究所 等 か ら、70種 、年 間

　 50,000以 上 の レポ ー ト類 が集 結 す る。

　 　 o　 農 務 省 、商務 省 、国 防 省 、厚 生 省 、住 宅 ・都 市開 発 省 、 内務 省 、労 働

　 　 　 省 、国 務 省 、 運輸 省 、 財 務 省 、 環 境 庁 、 エ ネ ル ギー省 等

　 　 o　 連 邦 電 力委 員 会 、水 資源 委 員 会 、通 商 委 員会 、航空 宇 宙 局 等

　 　 。　 ラン ド研 究 所 、ス タ ン フ ォ ー ド研究 所 、バ ッテル研 究 所 、各 大学 付属

　 　 　研 究 所 、民 間 企 業研 究 所 等

　 　 ま た 、年 間 約2,　ooO件 のNTIS自 身の 調査 もL　ockheed社 を通 して印

　刷 し、改 め てNTISに 入 って くる。

　 　 こ う して 、1979年 に は 、全米450の 連邦政 府 機 関 及 び ア メ リカ政府 が

　研 究 を委 託 した機 関か ら、年 間 約80,000件 の技 術 レポ ー トが公 表 ・発 売 さ

　れ て い る。
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Document

Processi㎎

1
　 Cataloging

Subject　 Indexing

　 Abstracti㎎

Key　 to

Disk

　 　 Photo-

　 　 Composition

　 　 GRA&1,

　 　 etc

　 　 〆
　 '

　 !
!

/
'

■

■

ノ
ノ

　 NTIS

Computer

Master

File

HRP:'Nationil　 Health　 Planning　 Information　 Center

S且R:Office　 of　 Intergovernmental　 Systems

図2-6　 デ ー タ 入 力 処 理 の流 れ

Lease

FileS

●

　 こ れ ら の 情 報 源 の う ち 、NTIS　 Bibliographi.c　 Data　 Baseに つ き ・'64

年 か ら ・79年 迄 の 蓄 積 情 報 と'70年,'79年 に お け る内訳 を表 わ した のが ・ 表

2-6で あ り、国 防 省 、エ ネ ル ギー 省 、航 空 宇 宙局 だ け で 常 に情 報 量 の70%以
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 表2-6　 情 報 源 の 内 訳

　 　 　 　 　 (NTIS　 BibliographicData　 Baseの 場 合)

(a)　 蓄積 年 、年 別 主要 提 供 機 関 内訳

期 間 、件 数 ・1964年 ～

　 　 　 1979年
1970年 1979年

作成機関
750,000件 43,500件 59.000件

国　防　 省 43% 42% 28%

前 身の
エネルギー省(AEC/ERDA) 16% 14% 28%

を含 む

航空宇宙局 15% 23% 9%

その他機 関 26% 21% 35%

AEC=At㎝ic　 Energy　 Conmission

ERDA=Energy　 Research　 and　 Development　 Administration

(b}　 1979年 　 そ の他 機 関 の 内訳

情 　 報　 源

　

　

　

　

　

　

　

　

省

局

省

省

庁

団

省

・
省

省

省

発

一

　

　

　

財

　

　

　

　

開

ギ

生
務
境
㌢

輸
務
念

∴

　

　

　

立

　

　

　

宅

邦

厚

商

環

国

内

運

農

労

住

連

そ

計

調 査 レポ ー ト件 数(1979)

5,700

2,800

2,100

2,000

1,900

1,600

　 700

　 500

　 400

　 200

4.500

22,400
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　 上 を 占め て い る。80年 に おい て は 、 これ ま での と ころ 、34%が 国 防 省 、27

　 %が エ ネル ギー省 の レポ ー トで あ る。

　 　 これ らを含 め 、NTIS収 録文 献総 数130万 の う ち20万 は海外 情報 であ

　 る。

(4)情 　報 　管 　理

　 　 NTISに おい て は 、他 者 レポ ー トの管 理 を任 され る一 方 、 これ を販 売 して

　 収 入 源 につ なげ 、独 立採 算 を保 って い る。

　 　 エネ ル ギ ー省 を例 に と る と、 ここで 作成 され た レ ポー トは 、全 てNTISに

　 お い て 蓄積 され 、外 部 提供 に つい て もエ ネ ル ギ ー省か ら直接 行 われ る こ とは な

　 い 。 デ ー タの収 容 ・保 管面 か らもNTISに 委 ね る方 が確 実 で あ り、 アク セス

　 も 自由 で使 用 に あ た って も便 利 で あ る。

　 　 NTIS収 録 文献 の殆 ん どは限 定 版 で あ り、原 本1冊 を保 管 す る他 、特 に ニ

　 ーズの 高 い重 要 な文 献 につ い て は 、 マ ス タ ー プ リン トに と り直 して40～50

　 部 の コ ピーを用 意 して お き 、要 求 に応 じて即 座 に 提供 で きる よ うに して い る。

　 　 こう した文 献 は 全 体 の約10%で あ り、収 入 源 の60%は 、 これ らの コ ピー

　 ,・サ ー ビス に負 っ てい る。.

　 　 コ ピ ー ・サ ー ビスは 各 オ ーダ ーに基 づ き 、出版 物 は 青 カ ー ド、 マ イ ク ロフ ィ

　 ッシ ュ、 マ イ ク ロフ ィル ムは ピ ンク カー ドと色別 して 処理 してk・ り、1日 、

　 12,　000件 の報 告 をペ ーパ ー叉 は フ ィ ッシ ュで 各 ユ ーザに発 送 して い る。

　 　 また 、4半 期 毎 に テー プ使用 の状 況 を 出 して い る。,

2.2　 デー タベ ー ス ・サ ー ビス

NTISに おけ る情 報 サ ー ビス活動 は 、 次 の よ うに要 約 され る。

① 調査 レポ ー トの提供

② 最新 の情 報 所 在案 内

③ 　 文献 検 索 サ ー ビス

④ 磁 気 テ ープ ・サ ー ビス

⑤ ソ フ トウ ェアrサ ー ビス
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　⑥ 未 刊行 情報 の取 次 ・販売

　 ま た 、 その 主要 な情 報 サ ー ビス を提供 形 態別 に表 わ す と、表2-7の とk・ りで

あ る。

　 NTIS収 録 文 献 は 、WGA、 　GRA&1の 抄 録 誌 に よ り定期 的 に紹 介 さ れ 、

全文 レポー トは 、 各 ユ ーザの 注 文 に応 じて ペ ーパ ー コ ピーや マ イク ロフ ィ ッシ ュ

で提 供 され る。

e

表2-7 NTISの 主要 情 報 サ ー ビス

提供形態 種　　　　　類 内　　　　　　　　　容

Government　 Reports NTIS収 集 の全 レポ ー トをCOSA
・

Announcements　 &　 Index TI(ア メ リカ合衆国科学技術情報委

(GRA&　 1) 員 会)分 類 基準 に従 って 、22分 野

(さ らに細 分類)に 分類 して紹介す る

刊 総合抄録索引誌。

主題別 、発行機関別 、著者別 、委託契

約番 号(レ ポ ー ト作成 機 関)別 、NT

行
IS登 録番号 別の5つ の索引が付いて

い る 。

隔週 、年26冊 発 行。

物
Annual　 Index GRA&　 1　 の索引部 を1年 単位 で

再編 集 した もの。

容易な検索 でGRA&　 1と の相互利

用 が可能 。

6分 冊 、毎 年5月 頃発 行 。
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提供形態 種 類 内 容

刊

行

物

We　ekly　 Gover㎜ent

Abstracts　 (WGA)

収 集 レポ ー トを26分 野 に 分類 し、各

分野 毎 に そ の抄 録 を紹 介 す る。

毎 週 、年52冊 発 行 。

主 題別 、NTIS登 録 番 号 別 の季 刊 索

引 が年3回(最 終 第53号 は年 間 索 引)

コ

ピ

ー

Selected　 Research

In]Microfiche

(SRIM)

ユ ーザの 指定 分 野(900のSRIM

カデ ゴ リー分類)に 該 当 す る レポ ー ト

を 自動 的 に抽 出 し、全 文 記事 を マイ ク

ロ フ ィ ッシ ュで サ ー ビスす る。抄 録 集

サ

ー
を通 じての注文 方法 に比べ 、入手時間

ビ が1ケ 月 以 上 速 く 、1レ ポ ー ト当 りの

三 購 入 価格 も4分 の1と 安 価 。

マ

イ

ク

隔週送付 。

ロ
　
フ

ィ
Published　 Search 研 究 テ ーマ別 のNTIS収 録 レ ポ ー ト

シ 遡及検 索用冊子。
.

A

/
ぺ

NTIS選 定 の1,500研 究 テ ー マ に
　 　 　 　 　 　 }

|
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 窃　　　　　　　　　　　　　　　　　.

よ る オ ー ダ ー で 、 ペ 一 八 ー コ ヒ ー 、 マ

■

ノミ

1
イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ で 提 供 。

こ NTISの 他 、API,EI,FSTA,

1 IPC,IAAの 主 要 な デ ー タ ベ ー ス
)

か らも検 索可 能 。

毎年更新
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'

= 種　　　　　　　 類 内　　　　　　　　　 容

コ　フ

ピ'イ

1シ

●　　　ユ

サ/

∫ ペ

ビ 　1

ス ノく

(　 1 .
一マ　　コ

イ　ピ

ク　 |

口　　)

逐次刊行物 政府 各機 関 発 行 の未 刊 行情 報 を逐 次刊

行物 と して取 次 ・販売 す る。

エネ ルギ ー、航 空 宇宙 、環 境 、医 学 ・

生 化学 、外国 メデ ィア翻訳 、政 治 ・経

済 ・経 営 、そ の他 に 大 分類 され る。

Directory　 of　 COMP-

UTER　 Software　 App-

hcations

25以 上 の主 題 分野 毎 の ソ フ トウエ ア.

の ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン と ソ ー ス ・ プ

　 　 ヂ　　一
口 ク フ ム,

ペ ー パ ー コ ピ ー 、 マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ

と も同 一 価 格 で 提 供 。

　　 磁

　　 気

一

　 　 テ

　 　　|

　 　 プ

NTIS　 Bibliographic

Data　 File　 (GRA　 Tape)

GRAに 対 応 す る 文 献 検 索 用 の 磁 気 テ

ー プ
。 隔 週 、 年26巻 あ り 、 年 契 約 リ

ー ス で 販 売 さ れ る
。

テ ー プ 仕 様 は 、9Track、 　 800叉

は1,600BPI、Odd　 Parity

only、 　 1964年 か ら の バ ック ファイル

を 含 め 、 収 録 量 は 、700,000件 あ

り 、 毎 年 、 大 体65000件 が 加 え ら

れ る 。

The　 Patent　 Data　 Base

(PDB)

　 -ClassificationFile

　 ヨFullText　 FHe

　 -Bibliographic　 Filel

商 務 省Patent　 and　 Tradqnark　 9

0ffice作 成 の 特 許 デ ー タ ベ ー ス 。

。分 類 フ ァ イ ル は400,000件 収 録

　 さ れ て お り 、 隔 年 毎 に 更 新 。

O全 文 フ ァ イ ル 、 文 献 検 索 フ ァ イ ル は 、
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提供形態 種　　　　　　　類 内　　　　　　　　　容
一

　
　

-

　
　

磁
　
　
　
　
気
　
　
　
　
テ
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
プ

毎 週 、 年52巻 発 行 、1970年8

月 か ら の バ ッ ク フ ァ イ ル を 含 め 、

650,000件 あ り 、 年 お よ そ78,

000件 が 追 加 さ れ る 。

The　 Selected　 Water　 Re-

sources.　 Abstracts　 Data

Base.

　 　 　 (SWRA)

内 務 省Office　 of　 Water　 Resear(士1

and　 Technology作 成 の デ ー タベ ース。

年12巻 。1 .968年 か らの バ 〃 フ

ァ イ ル を 含 め 、150,000件 収 録 さ

れ て お り 、 年 間 で お よ そ16,000件

追 加 さ れ る 。

Smithsonian　 Science

Information　 Exchange

Notice　 of　Research　 Pr-

oject　 Data　 Base

　 　 　 CNRPDB)

研 究進 行 中の連 邦政 府 調査 を登 録 した

データベース。3年 前迄 を限度 と して 、

300,000件 記 録 され て お り、会計

年 度 毎 に 約100,000件 加 え られる。

月毎 、年12回 更新 。

　 よ り簡 便 なサ ー ビス と しては 、SRIMが あ り、 これ1に登 録 す る と、抄録 発 刊

に 先 立 ち 、 ユ ー ザ 指 定 の 分 野 に 属 す る 文 献 が 、 全 文 フ ィ ッ シ ュ で 自動 的 に 送 ら れ

て く・る 。 現 在 、SRIM用 に 用 意 さ れ た 課 題350の う ち か ら 、 ユ ー ザ 選 定 の 分

野 が マ シ ン ・ フ ォ ー マ ッ トに 入 れ ら れ 、 光 コ ン ト ロ ー ル に よ り分 類 さ れ て 、 各 ユ

ー ザ 用 の 文 献 集 が 出 来 あ が る 仕 組 み に な っ て い る 。

　 磁 気 テ ー プ ベ ー ス の オ ン ラ イ ン ・サ ー ビ ス は 、 現 在 の と こ ろ 、Lockheed社 、

SDC社 、　 BRS(Bibliographic　 Retrieval　 Service)社 を 通 じ て 行 っ

て お り 、 そ の 出 力 フ ォ ー マ ッ トは 各 社 様 々 で あ る が 、NTISの 文 献 デ ー タ ベ ー

ス は 、 概 ね 、 次 の 様 式 に よ っ て い る 。
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⑨

情報 作 成 機 関別 の 登録 制 に よる アク セ ス番 号 、NTIS主 題 分類 コ ー ド、

価格 、 レポ・一 ト作 成 機 関 名 、 タ イ トル 、発 行 元 、 レポ ー トの タイ プ、著

者 名 、発行 年 月 日、真 数 、抄録 、等 々

　 文 献検 索 サ ー ビス と しては 、NTIS収 録 文 献 の遡 及 検索 用 冊 子Published

Searchesに よ り、NTISで 用意 して あ る1,500の 研究 テ ーマに基 づ く検 索

が 一(きる。 この 中に は 、25の 主 題 別 索 引 、37の 部 門 別索 引 が あ り'、検 索 の手

引 き とな って い る。 情報 源 は 、 次 の6つ の デ ー タベ ース であ る。

O

O

O

O

O

O

　 ま た 、文 献 検 索 用 主 題 頻 度 表(NTIS

Subject　 Terms)は 、　 NTIS

た レ ポ ー トの 主 題 索 引 約20万 語 を ア ル フ ァ ベ ッ ト順 に 配 列 し て あ り

を 見 る こ と が で き る 。

　 こ れ ら冊 子 を 参 考 に 、 ユ ー ザ は オ ン ラ イ ン で 多 様 な 検 索 が で き る 。

　 NTISで は 、 他 機 関 作 成 の デ ー タ ベ ー ス や ソ フ ト ウ エ ア の 登 録 ・販 売 も 行 っ

て お り 、 現 在 、100以 上 の 機 関 か ら1,500以 上 の デ ー タ フ ァ イ ル や コ ン ピ ュ

ー タ ・ プ ロ グ ラ ム を 収 集 し て い る
。

　 そ の 主 な も の は 、表2-8の と お り で あ る 。

　 デ ー タ ベ ー ス の 主 題 分 野 は 、 労 働 、 経 済 、 教 育 、 エ ネ ル ギ ー 、 環 境 等 、 広 範 で

あ り 、 内 容 的 に も 、 数 値 、 統 計 、 原 文 ソ ー ス と 多 彩 で あ る 。

　 ソ フ ト ウ ェ ア は 、COBOL,FORTRAN,BASIC,MUMPS言 語

が 使 用 さ れ て お り 、 異 種 の コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス テ ム に も適 用 で き る 。NTISソ

フ ト ウ ェ ア セ ン タ ー に は 、 共 用 性 の 高 い コ ン ピ ュ ー タ ・ プ ロ グ ラ ム 約700が 収

集 さ れ て い る 。

NTIS .　BibliographicData　 Base

Ameritian　 Petroleum　 Institute　 (API)

Engineering　 Index　 　(EI　 )

Food　 Science　 and　 Technology　 Abstracts　 (FSTA)'.

Instittite　 of　 Paper　 Chemistry　 (IP、C)

1・tern・ti・n・1　 Aer・
.space　 Abst・acts(IAA)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Master　 Frequency　 List　 of

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Bibliographic　 Data　 File　 に 収 録 さ れ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、 出 現 頻 度
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　 NTISか ら入 手 で き る プ ロ グ ラ ム を 要 約 し て 紹 介 し たDirectory　 of　 Co-

mputer　 Software&Related　 Te　chnical　 Reportが あ り 、 分 野 別 に は 、

Directory　 of　 Computer　 Software　 Applications　 が あ る 。

　 ま た 、 各 省 庁 発 行 の 未 刊 行 情 報 を 逐 次 刊 行 物 と し て 取 次 ・販 売 して お・り 、 米 国

政 府9機 関 で 新 し く 開 発 さ れ た 応 用 技 術 の 要 約 を11部 門 に 分 類 し て 月 刊 で 発 行

す るNTIS　 Tech　 Noteも あ る 。

　 こ の 他 、NTISの 統 計 サ ー ビ ス と し て 、

　 o　 　 Statistical　 Data　 Reference　 Service　 (SDRS　 )

　 o　　 Statistical　 Data　 Tubulation　 Service　 (SDTS　 )

の2種 が あ る 。SDRSは 連 邦 政 府 の 最 も重 要 な 社 会 、 経 済 、 環 境 分 野 の 統 計 類

を ベ ー ス と し た もの で 、SDTSは 政 府 諸 統 計 フ ァ イ ル を 選 別 し て 一 覧 と し た も

の で あ る 。

　 以 上 、NTJSで 扱 うデ:タ ベ ースは 、 内容 的 に は 、NTIS作 成 の もの につ

いては数値情報が多 く、他 者作成の ものは文献情報 が 中心 となってお り、統計 ・

数値情報は各省各局で作成 、保 有 している場合 が多い。
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表2-8 NTIS取 次 ・販 売 の デ ー タ ベ ニ ス

種類

政

府

機

関

作

成

デ

ー

タ

ベ

ー

ス

非

文

献

デ

ー

タ

フ

ァ

イ

ル

タ イ ト ノレ

・　 The　 Energy　 Data　 Base　 (EDB)

・The　 Selected　 Water　 Resources　 Abstracts(SWRA)Data　 Base

●　 The　 patents　 Data　 Base　 includes:

　 -The　 Full　 Text　 File

　 -The　 Bibliographic　 File

　 -{'he　 Classification　 File

・　The　 Aquatic .　Sciences　 and　 Fisheries　 Abstracts(ASFA)

　　Data　 Base　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 '

・R・ ・ea・ch　 in層P・ ・g・ess　 D・t・B・ ・e　 f・Om'th・S・i・nce

　　 Information　 Exchange　 　　　　　　　　　　　　　　　　　,

・Completed　 Projects　 Data　 Base　 from　 the　 National

　　Science　 Foundation

・・Pacific　 Island　 Ecosystem　 Data　 Base

●　Recurring　 Reports　 for　 Congress

●State　 Energy　 Data　 System

'Health・nd　 N・t・iti・n　 E・ ・mi・pti・n

,S・ ・yry(HANES).

●FCC　 Citizens　 Master　 File

・World　 Data　 Bank(Versions　 I　 and　 II)　 　 　 　 　 .

.　 ZIP　 Code　 Latitude　 and　 Longitude　 Directory'

C　 Poison　 Control　 Inquiry　 Data　 Base

●　National　 Drug　 Code　 Directory

・St・nd・ ・dM・t・ ・p・lit・n　 St・ti・tica1　 Area・(SMsA　 's)　 亀

●　Counties　 and　 County　 Equivalent　 of　 the　 States

・Federal　 Domestic　 Assistance　 Program

・Standard　 Code　 Names　 for　 Places　 and　 Related　 Entities

●Dictionary　 of　 Occupational　 Titles

gNATO　 Supply　 Code　 for　 Manufacturers

・Federal　 Supply　 Code　 for　 Manufacturers
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デ

ー

タ

数

値

プ

ア

イ

ル

統

計

等

政

府

機

関

作

成

ソ

フ

Standard　 Occupational　 Classification　 Manual

Standard　 Codes　 for　 Named　 Populated　 Places　 and

Re.　1ated　 Entltles　 of　 the　 States　 of　 the　 United　 States

National　 Servey　 of　 Family　 Growth

Catalog　 of　 Federal　 DomesticAssistance

　 COBOL　 Compiler'Val　 dation　 System

　 FORTRAN　 Compiler　 Val　 dation　 System

◆User!s　 Network　 for　 Applied　 Modeling　 of　 Air　 Pollution

　　(UNAMAP)

C。,t。g,aphi。 　A。t。m、ti・M・pPi・g　 P・ ・9・am(CAM)層

　　Telephone/Service　 Directory　 and　 Infomation　 Locator

　　System

　 CENTS-AID　 II-Program　 for　 Processing　 Statistical

　　Data　 Files

　　Radioimnunoassay　 Data　 Processlng

　　　　　　　 Surface　 Prof　 le　 Program(WSP-2)

R。,id,nti。I　 S。1。,Vi。b　 lityM。d。11RSVP/2)

　　DAMS2　 Project　 Formulation-Structure　 Slte

　　Analysis　 and　 Hydrology

　　Indiana　 Medical　 Management　 Information　 System
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2.ろ 　 デ ー タベ ー スの 流 通

(1}　 ユ ー ザ とそ の利 用

　 　 NTISは 独 立 採 算 を建 前 とす るた め 、収 入 源 を増 やす こ とが義務 づ け られ

　 てい る。 出 版 ・情報 サ ー ビスが 業務 の 中核 で あ り、 ユー ザの利 用 もプ リン ト・

　 ブ ォ ー ムに よる ものが 多 く、 レポ ー トの コ ピーサ ー ビス に収 入の 多 くを負 って

　 い る。 内 容的 に はや は り科 学 ・技 術 分 野 の需要 が 高 く、今後 は特許 情 報 に よる

　 収 入 の増 大 も見 込 ん でい る。

　 　 NTISコ 一一ザ は 、そ の44%が 専 門 会社 であ り、他 に個 人 、大 学 、連 邦政

　 府 、 自治 体 が あ る。

　 　 オ ン ライ ン ・デ ー タベ ース ・サ ー ビス に関 して 、Lockheed社 、　 S　D　C社 、

　 BRS社 との間 に特 別契 約 を結 ん でお り、Lockheed社 は も4年 よ り全 ての デ

　 一 夕ベ ース を扱 って きてk・ り、SDC社 は遡 って 、現在 全 て を持 つ に至 り、B

　 RS社 は'70年 か らの もの を有 して い る。 これ らの コマ ー シ ャル ・ベ ンダ ーで

　 使用 され る1日 の サ ーチ量 は500～600で あ る。

　 　 また 、31の 情 報 関 連 企 業 に年4,000ド ル で 直 接 リー ス して お り、隔週

　 に デ ー タの更新 を して い る。 こ こでの1週 間 の サ ニ チ量 は7,　000で あ る。

　 　 なお 、政府 デ ー タの流 通 を代 行す る機 関 と して は 、NTIS以 外 に も

　 　 o　 Government　 Printing　 Office　 (GPO)　 　　　 、

　 　 o　　The　 Superintendent　 of　 Documents　 　(Sup　 Docs)

　 が 挙 げ られ る。GPOはNTISと 一 部情 報 に重 複 が あ り、SupDocs　 は全

　 米20都 市 に26の 政府 直 営書 店 が あ る。

② 　 利 用 価格 と諸 条 件

　 　 米国 に お い ては 、政 府 作成 デ ー タの 公 開 ・提 供 は 自明 の理 で あ り、 ユ ーザの

　 使用 に際 して制 約条 件 は ない 。例外 と して 、国 防省 の機 密資 料 の み が非 公 開扱

　 い とな って い る。

　 　 その 価格 体 系 は 、抄 録 誌 につ い て は 、年 間 、 分野 別 、バ ック オ ー ダー価格 が
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　 あ り、技 術 レポ ー ト類 の 複 写 サ ー ビス は 、標準 価格 と特 別 価 格 が あ り、員数 に

　 よ り、最低 料金5ド ル 、25頁 毎 に1ド ル が加 え られ る。 な お 、各 文献 に は コ

　 ー ド化 した 価格 が表 示 され て い る。

　 　 テ ー プ リー スの場 合 は 、 リース料4,000ド ル に 使用料 が プ ラス され 、バ ッ

　 チ使 用 では 、 初 回45セ ン トに1回 毎30セ ン トが 加 え られ る。 オ ン ライ ンは

　 時 間単 価 で14ド ル で あ る。

　 　 テ ー プ リー スは不 良品 は無 料 交換 す る こ とを条 件 と して 、そ の基 本 料 に は 、

　年 間 リース6,000ド ル に 、26本 の テ ー プ代1,150ド ル 、航 空 郵 送 料 が 含

　 まれ て お り、別 途使 用 量 に応 じた 使 用料 金 が必要 で あ る。

　 　 海外 へ の提供 に つ い て は 、 フ ラ ンス 、 イ ギ リス 、 日本等 代 理 店 の あ る国 では

　 現 地価 格 で販 売 す る よ う義務 づけ てい る。 代 理 店 は 、その 特 約 店 、洋 書 取 扱店

　 を通 じて 注文 販 売 を総 括 す る立場 に あ り、三 菱 総 研 に お いて 、円 価格 の販 売 体

　 系 が で きて い る。

　 　 代 理 店 購 入 の場 合 、官 民 同一 価 格 とな って お り、郵送 料 が 含 まれ ない た め 、

　 2Q%程 度 安 値 で あ る。

　 　 な お 、 日本 の産 業 団 体 の利 用 に つ い ては 、1件50セ ン トの ロ イヤ リテ ィが

　 課 せ られ る。

(3)　 ユ ーザ ・サ ー ビス と市 場 拡 大

　 　 NTISで は 、次 の よ うな ユ ーザ ・サ ー ビス や宣 伝 活動 を通 じて市場 の拡 大

　 を図 って い る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 δ

　 　 oス ライ ドに よる案 内 サ ー ビス

　 　 o照 会案 内 サ ー ビス ー コ ン ピュー タ ・プ ロダ ク ツ ・オ ペ レー シ ョン ・セ ン

　 　　 ターやデー タベー ス ・サ ー ビス ・オ フ ィスの ス タ ッフが 各 種 問 い合 わ せ に応

　 　　 じてい る。

　 　 o展 示 会等 に よる活 動 内容 のPR

　 　 o発 展 途 上国 へ の技 術 援 助 と要 員訓 練(定 期 的)

　 　 。海 外 輸 入総 代理 店 シス テ ムの 導入

一70一

■

●



も

9

　 最 近 の機 構 改革 で新 し く国 際 部 が 発 足 し、海 外 との情報 交 流 につ い て は 、 ま

す ます 積 極 的 な姿 勢 を とって い るdま た 、 日本 との 情報交 換 の準 備 の た め 、局

長 のMr　 Me　1vin　 S.　Dayが'80年11月 に来 日 してい る。

　 但 し、 こ う した計 画 に つ い て は 、連 邦政 府 の政 策 に左 右 され る とζ うが大 き

い と言 う。

2.4　 将来 計 画

　 NTISで は 、 こ こ数年 の計 画 と して 、内部 の コン ピュー タ ・シス テ ム化 の強

化 ・推 進 を図 って い る。

　 これ ま では 、IBM36.0、365の 大 型2台 を使用 し、民 間 業者 を通 じて外

部 へ の オ ン ライ ン ・サ ー ビス を行 って きてs5.り 、内部 では 、 デ ー タ処 理(SRI

M等)に つ き、 コ ン ピ ュー タ利 用 を して きたが 、最近 、対 話 式 の オ ン ラ イ ン を導 『

入 したの を始 め 、2年 以 内 を 目標 に全 て コ ン ピュー タ 自動化 した い 方針 で あ る。

　 情 報量 の増 大 は こ こで も問題 と な って お り、1980年 中に は 、 小型 機 種 を大

型 に 、81年 中 には 現在 の 旧型 を新 型 に 変 え る予定 で 、情 報 保 管 と収 容 空 間 の 縮

小 の た め 、 ビデ オ ・デ ィス クの実 験 的 導 入 や レザ ー ・プ リン ト ・ア ウ トも考 え て

レ、る。

　 NTISイ ンハ ウスのオ ン ライ ン化 に よ り、 ユ ーザの タ ッチ ・ トー ン ・'テレフ

ォンで 、オ ー ダ ーか ら送 付 まで 自動 的 な需給 が可 能 と なるほ か 、各 国 に 瞬 間 的 に

送 れ る利 点 が あ り、在庫 管理 等 の業 務 省 力化 に もつ なが る と して い る。
も
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2.6ケ ミ カ ル ・ア ブ ス トラ ク ツ ・サ ー ビ ス

　 　 　 (Chemi　 cal　 Abstract.s　 Service=CAS)

所　在　地

訪 問 月 日 ・

面 『接 　者

2540　 01entangy　 River　 Road,P.().　 Box

3012,Columbus,Ohio　 43210,　 U.　 S.　 A

1980年11月26日(水)

Mr.　 Ralph　 E.　 O'Dette

　 　 Senior　 Staff　 Adviser,

　 　 Administrative　 Staff

Mr.　 Jhon　 C.　 Dean

　 　 Director,　 Marketing

Mr.　 Edward　 P.　 Donnel

　 　 Manager,　 Public　 Information,　 Marketi㎎

　 1.　 概 　 要

　 CAS(Chemical　 Abstracts　 Service)の 化 学技 術情 報 の作 成 とサ ー

ビスは 、1907年(明 治40年)に ア メ リカ化 学 会 の1部 門 と して始 め られ 、

最 初 の 出版 物 が 、.Th・N・ti・n・1　 Bereau・f　 Standl・ ・d・ よ り発 行 され た.

196♀ 年(昭 和44年)に 「Chemishces　 Zentralbratt」 が廃 刊 され る と、

国 際 的 な化学 抄録 誌 は 、CAS発 行 の 「CA(Chemical　 Abstracts)」 の

み に な った 。 現在 で は 、 イ ギ リス 、西 ドイ ツ、 フ ラ ンス 及 び 日本 との 国際 的 な協

力 の も とに、 こ の事 業 が 展 開 され て い る。 日本 で は 、(社)化 学 情 報 協 会 が こ の事

業 の代 表 者 とな って い る。 本 組 織 に つ い て は、 各 種 の 資料 に紹 介 され て い るの で、

重 複す る部 分 もあ るが 、 今度 の訪 問 に よ って得 られ た 内容 を 主 に記 述 す る こ とに

したo

　 CASの 組 織 は 図2-7に 示 す如 く、Publication　 and　 Services,Res－
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earch　 and　 Development,　 Marketing,　 Business　 and　 Administra-

tionの4つ の 部 門 よ りな り、約1,150人 の職 員 がい る。 そ の 殆 ん どは コ ロ ン

バ ス勤 務 で あ る。 また、 イギ リス化 学 会 に抄録 作 成 ・入 力 の グル ー プが あ る。 他 に

日本 な ど50カ 国 以 上 に 約1,000入 の 外 部 協 力者 がい る。 詳 細 な組 織 が毎年 の

「CA　 vol.1」 に掲 載 さ れ る。

　 CASの1'981年 の運 営 予算 は 、約4・000.万 ドル を予 定 してk・ り、収 入 は ほ

ぼ 同額 を見 込 ん でい る。 その 内訳 は 、

(1〕　 CAな どの 出版 物 の 売上 げ　 　 　 　 　 　 60～65%

(2)　 CA副 製 品;各 種 の フ ィル ム等 　 … …　 35%

(3〕 ア メ リカ政 府 機 関 の特 別 依 頼 　 … … …　 5%

CAな ど出版 物 の 売上 げ は 、横 ば い で あ り、現 在 、 売上 げ の約10%を 占 め る コ

ン ピュ ー タ関 連 の 資料 の増 加 が 目立 って きて い る。 今か ら20年 後 には 、 出版 物

は殆 ん どな くな る もの と予測 してい る。

●

●
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2,　 詳 　 論

2.1情 報 サ ー ビ ス

■

、

　事 業 の 内 容 は 、最 近 ま で100%化 学 技術 文献 類 の索 引 と抄 録 の 作成 及 び提 供

で あ ったが 、近年9カ 国 で刊 行 され る化 学 工 業関 係 の 二=L-一 ス を掲載 す る重要 な

定期 刊 行物80誌 の抄 録 作成 と販 売 も行 う よ うに な っ た。表2-9に 、CASの

主 な 刊行 物 とサ ー ビス を記載 した。　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 :　　 )

表2-9　 CASの 主 な 刊行 物 とサー ビス

、

●

P M C プ　 ア　 イ　 ル　 名 注　　　　　 記

○ Chemical　 Abstracts(CA) 抄録 と各種索引

○ CA　 Section　 Groupings CAを5分 類

○ CA　 Chemissues CA

○ CA　 on　 Microfilm CA索 引 な し

○ ○ CA　 Collective　 Indexes 巻末索引の累積

○ CA　 SELECTS 主題別特選CA

○ CA　 SEARCH CA－ 抄録

○ CA　 BIBLIO　 　FILE CAN+書 誌事項

○ REG/CAN CAN+登 録番号

○ ○ CA　 Index　 Guide 統制語 をみつけ る

○ ○ Chemical　 Titles(CT) CAN+表 題

○ ○ CAS　 Source　 Index　 (CASSI) 雑誌名,CODEN

○ CAS　 Printed　 Access　 Tools CASサ ービス の利 用 法

○
International　 CODEN

Directory
CODEN辞 典

○
Parent　 Cbmpound

Handbook
環.立 体 ペ ア レ ン ト

○ 臨 蒜1.N。mb。,　 Sec,i。n
登録番号 →名称

○ Registry　 Handbook　 Common

Names
登録番号{慣 用名

○ ○ Chemical　 Industry　 Notes(CIN) 化 学 工 業 ニ ュ ー ス

○
lCAS　 ONLINE

化学物質検索
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注 記; Pは 冊 子 体 、Mは マイ ク ロ ・フ ォ ー ム、

Cは コ ン ピュ ー タ用

CANはCA抄 録 番号

CODENは 雑 誌 の6文 字 記 号

〔工 藤 喜 弘:情 報 管 理23〔3〕214-226　 JUNE('80)
■

'

　 CAの 情 報 源 は 全 世 界 よ り年 間 約1,50　 O万 件 が 集 め られ る。 この うち評 価 に ま

わ され る特 許 、会 議 録 、学 位 論 文 、技 術 報 告 、単 行 本 、等 の文 献 の件 数 は ミ約"

350万 件 に もな る。 これ らの 文 献 は 抄 録作 成 専 門 員 に よ って 、既定 の 評 価 基 準

に よ る資 料 処理 と優 先度 に従 って処 理 され る。 例 えば 、優 先 度1は 前処 理2日 以

内 、優 先度2は 前 処 理4日 以 内 、優 先度3は 前 処 理10日 以 内 とな って い る。 抄

録 作 成専 門員 は 、 ア メ リカの大学 の外 に 、各 国 の大 学 で担 当 の専 門 分 野 を専 攻 し

た一 流 の技能 者 で あ る。

　 CAに 抄 録 が 登録 され る文 献 の 件数 は 、1979年 で 、515,741件 あ り、

1g'07年 よ りの 累 計件 数 は 、8,775,231件 と な ってい る。 また 、化 学 物 質

登 録 フ ァ イル に は 、1979年 に新 し く346,062件 が追 加 さ れ 、累 計 総 数 は

480万 件 とな ってい る。1979年 に抄 録 が登 録 され た文 献 の種 類 は 、

　 　 　 　 　 報 文 　 370,771件

　 　 　 　 　 特 許 　 58,738〃

　 　 　 　 　 単 行 本 　 　 　　 7,378　 〃

　 　 　 　 　 対 応 特許 　 　 　 　 78,855　 〃

　 　 　 　 　 合 計 　　 515,741件

　 抄 録 文 献 は 、150カ 国か ら収 録 され 、そ の主 な もの は 、1978年 では 、 ア

メ リカ26.　 6%、 ソ連20.4%、 日本9.5%、 西 ドイ ツ6.2%、 言 語 別 では50

種 を越 え るが 、そ の 主 な もの は 、英 語62.8%、 ロ シア語20.4%、 ドイ ツ語5.

0%、 日本 語4.7%と な って い る。

　 抄 録 文 献 の購 読 者 は 、大学 、政 府関 係 、 企業 、 各種 研 究 機 関 の研 究 者 が 約2万

人 あ り、末 端 の利 用 者 の総 数 は 、約10万 人 に な る もの と推 定 さ れ て い る。 これ

一76一
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、

らの購 読 者 の65%が ア メ リカ以 外 とな って い る。

　 CASの 刊 行物 は 、各国 のCASと の独 占契 約者 を通 じて書 店 で も販 売 され る',

シス テ ム とな ってk・ り、 これ らの 出版物 の 著作 権 はCASに あ る。 コ ン ピュ ー タ

可読 の磁 気 テ ー プ資料 は 、Computer　 on　一　1ine　 Vendor　 　 6～ て社 と契 約

が あ り 、 ア メ リ カ で は1ロ ッ キ ー ド社(Lockheed　 Inc .)、 　 SDC社CSys-

tem　 Development　 qorp.)、 　 BRS社(BibliograPhicRetrieval

Services,　 Inc.)そ の 外 、 イ ギ リス ＼ フ ラ ン ス 、 イ タ リ ー 、 に 各1社 と な っ

て い る 。 ζ れ ら の 会 社 で は 、 利 用 に 便 利 な ソ フ ト ウ ェ ア を 付 加 し た 後 、 ユ ー ザ に

販 売 し て い る 。 こ の 他 に 、 磁 気 テ ー7..プを 値 接 購 入 す る ブ ロ ー カ ー が 、50～60

機 関 あ り 、 日 本 で は 、 東 京 大 学 ＼ 筑 波 大 学 も 購 入 し て い る 。 磁 気 テ ー プ 類 の 販 売

で は 、on-line　 Vend6rが 売 上 げ 合 計 の70～80%を 占 め てk・ り 、 特 に ロ ッ

キ ー ド社 は 、 約50%を 占 め る 大 口 ユ ー ザ と な っ て い る 。 亡 れ ら の 資 料 の 利 用 は

'

ラ イ セ ィ ス 契 約 ベ ー ス と な っ て い る 。

●

`

2.2　 デ ー タ ベ ー ス

　 CASの デ ー タは 、情報 デ ー タベ ース に フ ァ イル され て お り、 この デ ー タベ ー

スか ら作 成 され る各 種 の 資料 が 図2-8に 示 さ れ る。

　 これ らの デ ー タベ ー スの利 用状 況 は 、現 在 の サ ー ビス契 約 数 が 、33件 あ り、

そ の売 上 げ は 、180万 ドル でCAS総 売上 げ高 の約5%を 占 めて い る。 利 用者

は国 内が40%、 国外 が60%と な って い る。利 用 者 の業 種 別 内訳 は 、次の よう

に な って い る。

　 　 　 　企 　 　 　 　 　業 　 　 　 　 　45、%

　 　 　 　大学 と その研 究 機 関　 　 　 40～45%

　 　 　 政 府 関 係 　 　　 10～15%

　 　 　 　そ 　 　の 　 　他 　 　 　 　 　 1～ 　 　%

　 なお 、'80年11月 よ り、 化学 物 質 検 索 シス テ ム(The　 Chemical　 Regis-

try　 System)の オ ン ラ イ ンサ ー ビスCAS　 ONLINEが 、　CASの 直販 に
　 　 　 　 　 　 (注)
よ り始 め られ た。
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CASの 情報 デー タベー ス(CAS化 学 物質登 録 システ ムを含 む)

1幽 £但」t迦旦L」⊆㎜ 区

P1讐 旦 鯉y

Chemical　 Abstracts　 Service

　　Source　 Index　 and　 SupPlements

Chemical.Abstracts　 Service

　　Source　 Index　 and.Supplernents

－一ーーーーー一一 一一ー一一

　　　　　　　　　　　　 .`
　　　　　　　　　　　　　 1
　　　　　　　　　　　　　 `
　　　　　　　　　　　　　 t
　　　　　　　　　　　　　 ●
　　　　　　　　　 ____」

parent　 Compound　 Handbook

and　 Supplements

Registry　 Handbook・

Nurnber　 Section

匙 堅 田 』 麺 些旦坐

Common　 Names

　　　　　　　　　 Chemical

CHEMICAL　 ABSTRACTS抄 録誌 お よび 巻末索引

CA　 Section　 Groupings

・Biochernistry　 Sections

・・　・O　rganic　 Chemistry　 Sections

.Macromolecular　 Sections

.Applied　 Chemistry&Chemical

　　　　Enginビering　 Sections
・Physica1&Analytical

　　　　Chemistry　 Sections

CA巻 末索引

Industry　 Notes

Industry　 Notes
　　 　 　 　　 　 　 ,●・.…

REG/CAN

Collective　 Indexes

Collective　 Indexes

●

'

P

●

下 線 … … … は コ ン ピ ュー タ 可 読 ファ イル

下 線 一ー 一 一は マ イ ク ロ ・ フ ォ ー ム

その他は印刷物

出典:'(社)化 学 情 報 協 会 資 料

図2-8 CASの 情 報 サ ー ビス
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　 2.5　 そ の 他

(1)ユ ー ザ ・サ ー ビス

　 　 CASは 従 来 の製 品 志 向 か ら市 場 志 向 に転 換 を 表 明 して お り、 市場 開発 が 積

　 極 的 に行 わ れ て い る。 ユ ー ザ の ニー ズ 把握 の ため の各種 の施 策 が とられ て い る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,

(a〕

(bド

(c)

(d}

(e)

(f〕

Research　 assistance　 desk… 市 場 分 析

Visit　 organization… セ ー ル ス マ ン に よ る ユ ー ザ 訪 問

Education　 user　 service… ユ ー ザ 講 習 会

手 紙 に よ る ア ン ケ ー ト.

Central　 Fine-system

ア メ リ カ 化 学 会 の 年 会 で 、CASに 関 す る 公 開 討 論 会 を 開 く.

②　今後 のサ ー ビス拡大

　 　 今 度 の訪 問時 の面 接 者 のMr.J.　 C.　Deanは 、 スタ ンフ ォー ド研 究 所(SRI)

　 か ら移籍 した人 で あ るが 、 現 在 の化 学 分野 の抄 録 ・索 引の サ ー ビスだ け で な く、

　 将 来 は 、安 全 性 、 医 学 、 特 許 、 ビジ ネ スの 各 分野 及 び数 値 情 報 の 分野 に も関 心

　 を持 って い る と述 べ て い た。

(3)　 コ ン ピ ュー タ設 備

　 　 主 力機 器 は 、IBM370/168、 これにマイクPコ ンピュー タと付帯設備 を1981

　 年 迄 に設置 す る予 定 。 これ に よ り従 来 の機 能 を2倍 にす る。 また 、従 来CAS

　 職 員100～125人 を か け て シス テ ム の 自己 開 発 を行 って来 たが 、最 近 で は

commercial　 soft-wareの 購 入 をす る よ うにな っ た との こ と であ る。 な お 、

　 1981年 の投 資 は 、 約400万 ドル を予 定 して い る と説明 が あ った。

(注)　 工 藤 喜 弘　 化 合 物検 索 シ ス テ ム、 ドク メ シ研 究 、30(6)、261-26g、

　 　 　 1980.06
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　　2.7　 化 学 工 業 団 体

　 ア メ リ カ の 化 学 工 業 団 体 に お け る 情 報 活 動 を 、 次 の3つ の 代 表 的 な 団 体 に つ い

て 調 査 を 行 グ た 。

(1)　 ア メ リ カ ・ プ ラ ス チ ッ ク 工 業 協 会(The　 Society　 of　 the　 Plastics

　 Industry　 　Inc.　 )

(2)　 ア メ リ カ 石 油 精 製 業 協 会(National　 Petroleum　 Refiners　 Assoc-

　 iation)

(3}'ア メ リ カ 化 学 品 製 造 業 協 会(Chem　 i　ca　11　Manufac　 turers　 Associati-

　 on)

　 そ れ ぞ れ の 団 体 の 活 動 内 容 で は 、 業 界 自 主 統 計 は 、 独 禁 法 の 法 制 上 の 理 由 か ら

殆 ん ど行 わ れ て い な い が 、政 府 統 計 の 再 編 利 用 ・加 工 等 は 行 わ れ て い る 。 ま た 、

各 団 体 と も1会 員 へ の サ ー ビス と会 の発 展 の 為 、それ ぞ れ趣 向 を こ ら した特 徴 の

あ る 団 体 活 動 を し て い る 。

　 1.　 ア メ リ カ ・ プ ラ ス チ ッ ク 工 業 協 会(SPI)

　 所 在 地:355Lexington　 Avenue,New　 York,　 N.　 Y.

　 　 　　 　 　 　 　　 10017

　 訪 問 月 日　 :　 1980年11月18日(火)

　 面 　接 　 者 　 :　 Mr.　 Thomas　 J.　Mc　 Grath(General　 Manager)

　 1.1概 　 要

　 ア メ リカにお け る最 大 の プ ラス チ ック商 工 業 者 の団 体。 会 員 の 業 種 は プ ラス チ

ックの 加工 業 者 、 プ ラス チ ック機 械 の製 造 業 者 、金 型 業 者 、樹 脂 製 造 業 者 、 そ の

t他 、 プ ラス チ ックに関 係 す る広 範 囲 の業 者 を網 羅 してい る。法 人 会員 は1,215

の 企業 か らな り、会員 数 は 約12,000入 で あ る。 法 人 会 員 の総 売 上げ 高 は 、

800億 ドル で 、 これ は ア メ リカ国 内 の プ ラス チ ック関 連 の総 売 」二高 の約3/4
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を 占め てい る。 この組 織 の年 間 の事 業 費 は 、860万 ドル とな ってk・ り、 うち、

510万 ドルは 、SPIの 一 般会 計 とな ってい る運 営 費 に 用 い られ る。 残 りの3

50万 ドルは 、会 員 共通 の プ ロジ ェク トに 使わ れ る。

　 専任の職員数 は46人 で、本工業界の活動 を支援 している。SPIの 日常活動

は 、 次 の'4つ の 部 分 か ら な っ て い る 。

(1}地 域 別 組 織

(2}常 設 の 部 会(Co　 mm　 ittee)

(3}業 種 別 の 活 動(Division)

(4〕 特 別 目 的 の グ ル ー プ 活 動

　 こ の う ち 、(1}と(2〕 項 は 、 会 の 一 般 会 計 で 運 営 さ れ 、(3)と(4〕 項 は 、 各 々 の 会 の 特

別 会 計 で運営 され て い る。SPIの 組 織 図 を、図2-9に 示 す。

1.2情 報 活 動

SPIの 活 動 の うちで 、情 報 活動 に関 連 す る ことに つい て 記述 す る。

1.2.1統 計 資 料

　 独 占禁 止法 の規 制 に沿 って ぐ会 員 の生 産 ・出荷 ・価 格 、等 の デ ー タを直接 に取

扱 うこ とは行 って い ないが 、政 府 ・公共 機 関 の公 表 資料 、民 間 の 研究 調査 機 関 の

資料 、等 を利 用 してSPI事 務 局 の統 計 部 と会員 の 常 設部 会Committe　 on

Resin　 Statisticが 、これ らの デ ー タの 処理 、編 集 を行 って い る。 特 に 、民 間

の調 査 機 関 で あ るErnst&Whinny社 よ りの資料 の購 入 が 多 し(よ うであ る。

この活動 の成 果 は 、出版 物 と して 公 表 され てい る。SPIの 出版 物 カ タ ログ(1

980)に よ る と統 計 関 係 資料 は、

U

別

別

倒

句

Annual　 Labor　 Survay　 No.41-1979

Facts　 &Figures　 of　 the　 Plastics　 Industry,19　 7　 9

Financial&Operating　 Ratios　 Survey　 Yi〈o.18-1979

Government　 Manual-1978

1nsurance　 Survey　 (No.　 1　 )-1　 9　 79
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(6)　 International　 Plastics　 Resins　 Statistics,1973-1977

(7)　 Major　 Market　 Report　 1978

(8)　 Salary　 Survey　 No.　 11・1　 9　78

(9)　 Sales　 Polycy　 and　 Co　m　pensati　 on　 Survey,1973

〔10}・Statistical　 Report　 on　 Thermo-Plastic　 and　 Therm6setting

　 　 Resins(monthly)

　 こ れ ら の 資 料 は 非 会 員 で も 自 由 に 購 入 で き る 。 但 し 、 会 員 に く ら べ 同 価 格 か ら

2倍 の 範 囲 内 で 割 高 に な っ て い る 。

■

1.2.2　 一 般 情 報 活 動

　 SPI出 版物 カ タ ロ グに 記 載 され て い る資料 は 、SPI会 員 外 で も入手 で き る

が 、その 他 の情 報 入手 はSPIの 会 員 と な り、各 種 の活 動 グ ル ー プに参 加 す る こ

とにな る。 会 員 は 、同会 が発 行 す る一 般 情 報 資料 の配 布 を受 け られ 、 また 、地 域

別 の繊 に も加 入す る こ とに な る。SPIの 常 設 部 会(Co　 mm　 ittee)が 作成

す る情 報 も選 択 して 入手 で き る。 更 に 、業 種 別 の 専 門 委 員会(Division)　 に

参加 す れ ば 専 門分 野 の詳 しい 情報 が得 られ る こ とに な る。

1.2.5　 そ の 他

(1)　 SPIに お け る コ ン ピ ュー タ の利 用 は 、財 務 ・経 理 関 係 の情 報 処 理 のみ に

　 使 われ てk・ り、機 種 はIBM/360で あ る。 将来 の 利用 計 画 に つい て は 、調

　 査 機 関 に依 頼 中 との こ とであ った。

② 　海 外 の情 報 の 利 用 に つ い ては 、 ヨー ロ ッパの 関係 団 体 と技 術 上 の 問題 で協 力

　 関係 が あ る。 日本 では 、 日本 プ ラスチ ック工 業連 盟 と関係 を もってい る。 ま た

　 国 際 会議 や プ ラス チ ック シ ョーを通 じて交 流 を深 め る努 力を して い る。

(3)　 SPIの 出 版物 に つ い ては 、著作権 がSPIに あ る外 は制 約 は な い。 また 、

　 SPIが 利 用 してい る調 査 機 関 か らの情 報 入手 は 、直接 で も構 わ ない が 、SP

　 I経 由で も よい と説 明 が あった。

(4)独 禁法 と企 業 秘 密 の維 持 の理 由か ら、SPIは 会 員 各社 と直接 に生 産 や市 場

■
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に 関 連す る情 報 の取 扱 い が
.出来 な いの で、民 間 の調 査機 関 か らの 入手 を してい

るが 、 これ らの調 査 機 関 は企 業 秘 密 を守 る上 か ら、企業 個別 の 資 料 を 、一 般 に

は公 表 しない シス テ ム とな って い る。

2.ア メリカ石油精製 業協会(NPRA)

所　在　地

訪 問 月 日

面　接 　者

Suite　 1000,　 1899　 L　 Street,N.　 W.

Washington,D.　 C.20036

1980年11月24日(月)

Mr.　 DonaＬd　 C.σHara(President)

Mr.　 Urvan　 R.　 Sternfels(Executive　 Vice

　 　 President　 )

■

2.1　 概 　 要

　 1902年(明 治35年)設 立 のNational　 PetroleumAssociationと

1912年(大 正 元 年)設 立 のWestern　 Petroleum　 Refiners　 Associa-

tionが 合 併 し て 、1961年(昭 和36年)に 設 立 さ れ た 。

　 会 員 は 、 石 油 会 社 、 石 油 精 製 会 社 及 び 石 油 化 学 会 社 よ り構 成 さ れ て お り 、 正 会

員 は ア メ リ カ 国 内89社 、 外 国24社 、 石 油 関 連 企 業98社 、 合 計211社 と な

っ て い る 。

　 こ の 組 織 の 主 な 業 務 は 、

(1)　 この 業 界 に関 連 あ る8種 類 の 会議 の主 催 と会議 資 料 の 出版

② 　 業 界 の政 策 ・意 見 を政府 ・議 会 へ反 映 させ るた めの 活動

(3)委 員 会 活動(8種 類 のCommitteeが あ る。)

{4)統 計資 料 の作 成 ・サ ー ビス(石 油 化学 関 連 と燃 料&潤 滑油 関連)

　 専 任 の 事務 局職 員 は26人 、 年 間 の事 業 費 は100万 ドル とな っ て い る。

　 組織 図 は 、図2-10を 参 照 。

　 NPRAが 、主 催 す る会 議(各 年1回)は 以 下 の とお りで あ る。

(1}Refinery&Petrochemical　 Plant　 Maintenance

6
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3

4
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(

6

7

8

　 '　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　　争

Annual　 Meeting　 ,　 ・　 '

International　 Petrqchemical　 Conference

National　 Industrial　 and　 Labor　 Relations

Board　 of　 Directors

'

Q&A　 Session　 on　 Refining&Petrochemical　 Te　ch

Computer　 Conference

]National　 Fuels　 and　 Lubricants

■

`

2.2　 情 報 活 動

　 商 務 省 統計 局、・等 の発表す る統 計 デー タを利 用す る事以外、政 府 機 関 との関

係 はない。NPRAの 活動及 びNPRAと 会員企業 との関係において独禁法上 の

制約か ら、その活動範囲は限定 されてい る。

2.2.1　 統 計 資 料

　 次 の2種 類 の統 計 資料 を 月刊 で発 行 し、会 員 へ は平 等 に配布 して い る。

(1)　 Selected　 Petrochemical　 Statistics;NPRAの 職 員 が 、　 Petr-

　 ochemical　 Statistics　 Subcommitteeの ア ドバ イス と支 援 を得 て作

　 成 して い る。 そ の 内容 の 目次 は 、 下記 の 通 りとな って いる。

　 　 Part　 I.石 油 化学 製 品36品 目の輸 出 入 の数量 と金額

　 　 Part皿.石 油 化 学製 品37品 目の 輸入 の詳 細 一輸 入先 、数 量 、金 額

　 　 Part皿.石 油 化 学製 品37品 目の輸 出 の詳 細 一輸 出先 、数 量 、金 額

　 　 Part　 N.ア メ リカに おけ る石 油化 学 製 品 の 生産 と消費

　 　 　 　 　 　 　 (a)石 油化 学17品 目の 月別 生 産 量

　 　 　 　 　 　 　 (b)ベ ンゼ ンと エ チ レンの 月別需 要 と供給 内訳

　 　 特 に 、(b)項 の デ ー タは 、　 "Arthur　 Young&Company、 、の 在 庫量 に 関 す

　 る調 査 デ ー タを利 用 して い る点 に 特徴 が あ る。

(2)　 Fuel　 and　 Lubricant　 Statistics;前 項 と同 様 にNPRAの 職 員 が 、

　 Fuel　 and　 Lubricant　 statistics　 Subcommitteeの ア ドバ イ ス と支援
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　 を得 て 作成 し、会 員 へ 配 布 してい る。

　 2.2.2　 一 般 情 報

　 技 術 関係 、安 全 関係 、労 働 関係 、等 の 情報 活 動 に おい ては 、NPRAと 会 員各

社 との関係 は密 接 な協 力関 係 にあ る。

(1)会 議 資料 の製 本 と会員 へ の配 布;会 議 にお い て使 われ た 資料 や 、 会議 の成 果

　 と して得 られ た 資 料 の会 員 へ の配 布

(2)Oi1&Gas　 Journa1誌 記載 の 統 計 資料 を ま とめ編 集 して会 員 へ 提供 して..

　 い る。　　　　　　　　　　　　　　　 '　　　　　　　　　　　 ..

(3)そ の他 、 公 刊 資料 か ら参 考 と なる資料 の作 成 配 布

　 2.2.5　 海 外 情 報

　 海 外 情 報 の 入手 は 、会 員 の外 国 企業 や ヨー ロッパ並 びに南米 等 の機 関 と接 触 す

る こ とに よって い る と説 明 が あ った。

　 ろ.　 ア メ リ カ 化 学 品 製 造 業 協 会(CMA)

　 所 在 地 　 :　 1825Connecticut　 Avenue,N.　 W,Washington,

　 　 　 　 　 　 　 　 　 D.C.20009　 (注 記)　 　 　 　 　 　 ,

　 訪 問 月 日　 :　 1980年11月25日(火)

　 面 接 者:Mr.　 Edmund　 B.　 Frost(Vice　 President,General

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Counse1　 )

　 　 　 　 　 　 　 　 　Mr.　 David　 Forsyth　 Zoll(Assistant　 General

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Counsel　 for　 Antitrust　 &Regulatory

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Litigation　 )

　 　 　 　 　 　 　 　 　 Mr.　 George　 W.　 Ingle(Director　 Association

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Liaison)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 Mr.　 Myront　 T.　 Foveaux(Legislative　 Represent-

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ative　 Trade　 and　 Economic　 Polycy)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -87一



注 記 ・198・ 年12月 ・ 巨峰 は ・'薪 住 所 へ 擁.

　 　 　 　 2501　 M　 Street,　 Washington,　 D.　 C.20037

5.1　 概 　 要

　 ア メ リカに おけ る最 も大 きい化 学 工業 関係 の団 体 で あ る。会 員 は ア メ リカ国 内

の 化 学企 業202社 及 び カナ ダに 子 会社 を もつ ア メ リカの化 学 企 業10社 よ り成

り立 って い る。

　 会 員 化 学 会 社 の年 間 の 売上 高総 額 は 、1,500億 ドル で、 これ は 同業 会 の売 上

げ 高 の約9p%を 占め て い る。

　 この機 関 の運営 は1,000万 ドル/年 の 予算 の外 に 、特 別 プ ロジ ェク トと して

600万 ドル/年 、 ま た 、毒 性 研 究 の特 別 プ ロ ジ ェク トと して600～700万

ドル/年 と なって い る。

　 事 務 局 の職 員数 は、 訪 問時 で は135人 で あ った が 、1980年12月 よ り新

事 務 所 に移 転 す る と共 に 、拡 充 され150人 に な る予定 。

　 CMAの 組織 図 は 、 図2-11参 照 。

　 この会 の事業 の概 要 は 、

(1)会 の活 動 を通 じて 、・会 員 相 互 の 協 力 推進 。

② 　 団体 と しての意 見 ・政 策 を 、政 府 ・議 会 ・そ の他 に 反映 させ る。

〔3}各 種 の会 議 の設 定 を通 じ会 員 の啓 発 向上

(4)各 種 部 会 活動 の支 援

㈲ 　 環 境 問題 に関係 す る対策 活動

⑥ 　 特 別研 究 プ ロ ジェ ク トの 総 括 管理

(7}一 般 社 会 へ の各 種 情 報 の 作 成 提 供

(8}会 員 へ の各種 情 報 の 作成 提供

(9}国 内及 び国 外 の関係 機 関 との 交 流

5.2　 情 報 活 動

最近 におけ る化学工業 の大 きな課題 であ る環境汚染防止対策及 び化学物質の安
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全 性 対 策 が本 機 関の 活動 の主 な部 分 とな って い る。

　 即 ち、10の 部 会 と事 務 局職 員 の 所属 す る6つ の 部 の 活動 が環 境 問 題 と安 全性

問 題 に関 連 して い る。 これ らの活 動 は 主 と して議 会 、政 府 、一 般社 会 へ の 情報 活

動 で あ る こ とが 、今 回 の 訪 問調 査 に よって わ か った。

5.2.1　 統 計 資 料

　統 計 デ ー タに関 す る活 動 に つ い ては 、前 記 の2つ の 問 題 に く らべ る と相 対 的 に

低 い よ うに 見 受 け5れ る。 具 体的 な デ ー タと して は 、Annual　 ReportのBus

iness'Conditionsに 記 載 さ れ て い る"lndices　 of　 Chemicals　 and　 A-

pplied　 Products　 Industries　 1969-197 .9"の マ ク ロ統 計 の み と い

え る 。

　 これ らの 情 報 源 は こ 殆 ん どが 政府 関 連 の デ ー タ を利 用 して い る。 そ の他 に つい

て ほ 、会 員各 社 の年間 の 実績 予想 を ア ン ケ ー トで集 め る事 は す る が 、 デ ー タの公

表 は 一 切行 わ ない と説 明 が あ った。

■

5'.2.2　 一 般 情 報

　環境関係 と安 全性関係の活動の対象は 、議会 、政府 、一般社会及び会員向け と

そ の 対 象 が .明 確 で あ る た め 、 一 般 情 報 活 動 も ほ ぼ こ れ ら の 関 係 に し ぼ られ て い る 。

　 例 え ば 、

(1)　 Government　 Relations　 Departmentで は 、

　 (a}CMA's　 Legis'i'ativ6　 Bulletin.(会 員 向 け 法 制 定 関 連 情 報 の 提 供)

　 (b)UPdated　 Legislative　 Status　 Chart(会 員 の 役 員 向 け 法 関 連 情 報 の 提 供)

　 (c)Monthly　 Briefing　 Breakfast(ワ シ ン ト ン 駐 在 の 会 員 へ の 情 報 提 供)

　 (d)　 The　 Chemical　 Forum(政 府 と 業 界 団 体 と の 会 合)

(2)Communication　 Departmentで は 、 環 境 問 題 の 情 報 醐 、1肖 費 者 向 け

　 の 情 報 活 動 及 び そ の 他 の3つ のSectionに 分 れ て 活 動 し て い る 。 出 版 物 と し

　 て1℃MA　 News"、'℃hem　 Ecolog　 "を 編 集 発 行 し て い る 。

(3}Association　 Liai30nで は 、 国 内 の 地 域 的 な 問 題 の 外 に 、 国 際 的 な 交 流
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　 が 増 加 し 、 ヨ ー ロ ッ パ のCEFIC(ConseilEuropeen　 des　 Federat-

　 ions　 de　 I'Industrie　 Chimique)、 メ キ シ コ のANIQ(TheNati-

　 onal　 Chemical　 Industry　 Association　 of　 Mkixico)及 び 日 本 の 化 学

　 物 質 安 全 情 報 セ ン タ ー や 日 本 化 学 工 業 協 会 と の 情 報 交 流 が 行 わ れ た 。

(4}General　 Counse1で は 、7人 の 弁 護 士 を 会 独 自 に 抱 え て い る 外 、 会 の 外

　 に も契 約 を し た 弁 護 士 を 持 ち 訴 証 ・係 争 に あ た ら せ て い る 。Legal　 Depar-

　 tmentで は 、 こ れ ら の 管 理 監 督 を 行 う 部 署 と な っ て い る 。

(5)　 Technical　 Department .で は 、　 Special　 Te　chnical　 Project　 と し

　 て 、 ベ ン ゼ ン 、 ア ク リ ロ ニ ト リル 等 の17の 化 学 物 質 の 毒 性 試 験 の 研 究 管 理 を

　 行 っ て い る 。

　 以 上 のCMA事 務 局 職 員 の 活 動 の 他 に 、10の 部 会 に お い て も 活 動 が 行 わ れ て

い る が 、 これ ら の 活 動 に よ る 情 報 はCMAの 会 員 と し て 参 加 す る こ と に よ っ て 得

られ る の で 、 会 員 外 の 入 手 は 難 し い と 云 え る 。

ろ.2.5　 そ の 他

(1)　 コ ン ピ ュ ー タ の 利 用 に つ い て は 、 会 員 の 名 簿 と 政 府 の 規 則 の 索 引 整 理 に 利 用

　 さ れ て い る が 、 文 献 記 事 情 報 の 利 用 は ま だ で あ る 。 将 来 に つ い て は 、 政 府 関 連

　 の 規 則 や 法 規 制 関 係 の 動 き 等 を マ イ ク ロ フ ィ ル ム シ ス テ ム で 、 会 員 へ.サ ー ビ ス

　 す る こ と を 考 え て い る 。

　 　 デ ー タ ベ ー ス は 、The　 Bureau　 of　 National　 Affairs社 の"Chem-

　 　 ical　 Ragulation　 Reporter　 itへ の ア ク セ ス を 考 え て い る 。
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付 属 資 料

1.エ ネ ル ギ ー 省llエ ネ ル ギ ー ・ モ デ ル"の 概 要

1..1 序

　 こ こで言 う こモ デ ル.と は 、特定 の分析 を行 うた め に 、 コ ン ピュ ー タで ほぼ 自

動 的 に イ ン プ リメ ン トされ る数 学 的 プ ロセデ ュアあ る いは そ の他 の厳 密 な プ ロセ

デ ュア を意 味 す る。本 報 告 書 の 中 で扱 うモ デル は 、 エ ネ ル ギ ー情 報 局(Energy

Information　 Administration　 ==EIA)の 応 用 分析 課(Office　 of　A-

pplied　 Analysis)が 、今 後40年 間 に わ た る エネ ル ギ ーの供 給 量 と産 出量 、

そ の経 費 と価 格 お よびそれ に 関連 した経 済 分野 をは じめ とす る各 分野 へ の影 響 を

予測 ・分析 す るた めに 、現 在 利 用 して い る もの で あ る。 この モデ ノ↓を使 って 出 さ

れ た結 果は 、毎 年EIAの 国 会 に 提 出す る年 次報 告 書 　 Annual　 Repoft　 to

Congress　 (1977年 のAnnual　 Report　 to　 Congress皿 巻DOE/E

IA-0036/2,GPO在 庫 番 号061-000-00045-3,1978年4月

を参照)とAnalysisMemorandaの 中 で発 表 され て い る。

　 この モ デル の ア プ ローチ は 、方法 論 的 に3つ の 時 間枠 に分 け られ る。

・短 期:1～2年 間
。 エ ネル ギ ー消費 設 備 と エネ ル ギ ー生 産 設備 、お よびそれ ぞ

　 　 　　 れ テ クノ ロ ジ ーが基 本 的 に固 定化 してい る時 期

・中期:15年 間
。 エ ネル ギ ー消 費 設備 と エネル ギ ー生 産 設備 が 、新 た に改 良 さ

　 　 　　 れた テ ク ノ ロジーの 浸透 と共 に ゆ っ く りと本 質 的 な変 化 を遂 げ る時期

・長期:40年 間。 テ ク ノ ロ ジー と設備 が著 しい変化 を遂 げ るの に十 分 な時期 。

　 この時 間枠 の長 さに よって 、 使 われ る モデ リング技術 もちが って くる。 短 期 の

場 合 、主 な 分析 作 業 は 、 天候 や その 他 の季 節 的 な要 因 、経 済 活動 の全 体 的 な レベ

ル 、現 在 の エ ネ ル ギ ー消費 資 本 の ス トック
、それ に極 め て わ ずか では ある が エ ネ

ル ギ ー価格 に関連 した エ ネル ギ ーの 消費 傾 向 を把 握 す る こ とで あ る
。短 期 の エネ

ル ギ ー供 給 は 、市 場 以 外 の外 的 要 因(例 え ば通 商 停 止 とか異 常 天候 な ど)に よっ

て 中断 され ない限 り、比較 的 固定 化 して い る と言 え る。 この よ うな障 害 が なけ れ
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ば 、短期 間 の主 要 な エネルギー ・ソースの需給 の バ ラン スは 次 の よ うに 定義 で き る。

・石 　 　 油:需 要 は国 内の 産 出量 と備 蓄量 の変 化 プ ラス不 足 分 の輸 入

・天然 ガス ニ需 要 は 全 ソースか らの供 給 プ ラス バ ラン ス を と るた め の縮 小

・石　 　 炭 二需 要 イ コ ール供 給

　 短 期の エネル ギ ー需給 の モ デ ルの場 合 、 た石 油 の輸 入 量.、 こ天然 ガス の縮 小

量.、 　 こ石 炭 の供 給 量.は 、市 場 条 件 が 正常 で あ れ ば 、需 給 の バ ラ ンス を とる調

整 分 と して計 算 され る。

　 中期 モデ ル では 、変 化 す る市場 条 件 を調 整 す るの に 十 分 な期 間 が想定 され る。

従 って 、 エ ネル ギ ー価 格 は短 期 の場 合 に 比 べて 重要 性 を増 し、一 方 、消費量 や 、

供 給 源 と して の備 蓄 量 に及 ぼ す季 節 的 な影 響 は ここで は顧 慮 さ れて い ない。 中期

の生 産 量 と消費 量 の 予測 は 、予 想価 格 の 均衡 が保 たれ る よ う計画 さ れて い る。 こ

の 中期 エ ネル ギ ー予測 システ ム(MEFS)は エ ネル ギ ー省 の主 要 な 中期 予測/

分 析機 能 と して 活 用 され て い る。MEFSは 多 くの モ デ ル や方法 論 か らの 出 力 を

利 用 した シス テ ムで あ る。MEFSの 主要 な構 成 要 素 と しての モ デル には 、 中期

エ ネル ギ ー市 場 モ デ ル(Midterm　 Energy　 Market　 Model=MEMM)、 中

期 原 油 お よ び ガス供 給 モ デ ル(Mi　 dterm　 Oil　 and　 Gas　 Supply　 Mode1)、

国 内石 炭 モ デル(National　 Coal　 Mode1)、 地 域 別 エ ネル ギ ー需要 予測 モ デ

・・(R。gi。fi。I　 E。,,gyb,m・ndF・ ・e・a・ti・gM・d・1-RDFoR)規

び 、 精 油 お よ び 石 油 化 学 モ デ'リ ン、グ ・ シ ス テ ム(Refinery　 and　 Petroche-

mical　 Modeling　 System=RPMS)の バ ー ジ ョ ン な ど が あ る 。

　 長 期計 画 に 関す る モ デ リングは比 較 的新 しい 試 み で あ る。 こ こでは需給 の バ ラ

ン スにつ い て ま だ 明細 な報 告 が さ れ てい る段階 で あ り、そ の一 方 では新 エネ ル ギ

ー開発 と省 力 化 の た め の新 しい テ ク ノ ロ ジーの可 能 性 、お よび旧来 の エ ネル ギ ー

供 給 率 の低 下 に 関 す る長期 予測 が極 めて難 しい 状態 に あ る。

　 これ らの モ デ ルの 詳 細 お よび エネ ル ギ ーの 合 理 的 な利 用 の可能 性 に興 味 を持 っ

て い る人 の た め に 、 各 モ デ ル ごとに 資料 目録 の付 い た サ マ リー を発行 してい る。

今 の と ころ、 入手 可 能 な これ らの サ マ リーは 内容 的 に 統 一 が とれ てい な い し、未
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完 成 の状 態 で あ る。応 用 分析 局(Office　 of　 Applied　 Analysis)で は 目下 、

現 在 の モ デ ル に関 す る ドキ ュメ ン テー シ ョン を実 用 的 な もの と して統 一 し、全 く

新 しい モ デ ルや 本 質 的 に修 正 され た モ デル な どす べ て の モ デル に関 す る ドキ ュメ

ンテ ー シ ョン もで き る よ うに 設 計 され た 包括 的 な プ ログ ラムづ く りを計 画 中 で あ

る。EIAの 分析 お よび モ デ リン グ ・プロ グ ラ ムに 関す る建 設 的 な意 見 や 提案 を

歓 迎 してい る。

じ

　 1.2　 エ ネ ル ギ ー源 分 析 局(OFFICE　 OF　 ENERGY　 SOURCE

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　ANALYS　 IS)
(注)※　 中期 間

の オ イ ルお よび ガス供給 モデ ル

　 む こ う15年 間 の 国 内 オ イル お よび天 然 ガス産 出量 の予 測 は 、オ イルお よび ガ

スの供 給 に影 響 を与 える経 済 的 要 素 とエ 学 的 要 素 に基づ いて行 われた。 このモデル

に よ り、中期 間 の エ ネル ギ ー予 測 シス テ ム(MEFS)へ の イ ンプ ッ ト情 報 とな

る 地 域 別 の オ イ ル お よび ガス 供 給 の 推 移 が 測 定 され た。 この モ デルは 、オ イル

お よび ガス供 給 の た めの個 々の サ プモ デ ル を含 む ダイ ナ ミ ック ・シュ ミ レー シ ョ

ィで あ る。 各 サ ブ モ デル はそ れ ぞ れ の地 域 の位 置 を厳 密 に描 き出 し、調 査 され 、

開 発 され た要 素 に基 づ いて年 間産 出量 を予測 し、年 間 備蓄 分 の 価格 と して許 され

る最 低 限 の 価格 を計 算す る モ ジ ュール を含 ん で い る。

※　 石油 産 出 地 とそ の 分布 の モ デル(PAD)　 　 　 '　 .

　 これ は8種 類 の 石 油製 品 にわ た って 予測 され た需 要 を満 た す た めに 、 地域 ご と

の 石 油精 製 お よび分 布 シス テ ムの短 期 的 な可能 性 を測定 す る。 この測 定 を行 う際

に 、精 油 所 の収 量 、備 蓄 レベ ル 、輸 入 レベル 、地 域 間 の移 出 入 に関 して以 前 か ら

言 われ てい る限 界 が設 定 され る。 予測期 間 は2年 か ら3年 で 、四半期 ベ ース で行

われ る。 この モ デ ル は 、産 出量 の不 足分 と輸 入 を最 少 限 に抑 え 、精 油所 を最 大 限

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

(注)※ 印 の モ デ ル は 、EIAのAnnual　 Report　 to　 Congress　 l978年

　 　 版 第 皿 巻(1979年 に 出 版 の 予 定 が た て られ た)で 使 わ れ た 。
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に利 用 で きる よ うな効 率 的 な オ イ ル の供給 を解 決 す るため 、線 形 計 画 法(リ ニア ,

・プ ログ ラ ミング=LP)を 採 用 して い る。

※　 短期 間 の オ イル お よび ガス供 給 モ デル 、Box-Jenkins

　 この モ デル は ・過 去 の 産 出 レベ ルに 基 づ い て 、原 油 お よび 天然 ガスの短 期 的 な

地 域 別 予測 を季節 ご とに行 う。 予測 期 間 は3年 間 で 、四半 期 ま たは1ヵ 月 ご とに

行 わ れ る。 この モ デ ル は平 均 値 に 基 づ く供 給 傾 向 を明 確化 す るた め 、Box-

Jenkinsプ ロセ デ ュ アを利 用 す る。

※　 精 油 お よび石 油 化 学 モ デ リング ・シ ステ ム(RPMS)

　 この モ デル は 、短 期 お よび中期 の 精 油所 の オ ペ レ ーシ ョンを扱 った もの で あ る。

これ は 現 在 使 用 され 、売 買 され て い る マ トリック ス ・ジ ェネ レ ータ、 リポ ー ト・

ラ イ ター 、お よび デ ー タベ ー スか ら成 って い る。 この シス テ ムは個 々の レベ ルの

集 計 に よ って 、地域 あ るい は国 内 レベ ルの 単一 の精 油所 ない しは そ の オ ペ レー シ

ョンを表 わす 。 シ ミュ レ ー シ ョンは シ ング ル ・タ イ ム ごとに行 わ れ る。RPMS

は 、精 留装 置 の オ ペ レ ー シ ョン、仕 様 書 の 混 合 、容 量 の拡 張 を表 わす た め に 、 リ

ニ ア ・プ ログ ラ ミン グ を利 用 す る。 中期 エ ネル ギ ー予測 シス テ ムの構 成 要 素 は 、

主 に このRPMSか ら出 され てい る。

　原 油 お よび製品 パ イ プ ライ ン ・モ デ ル(OILNE.T)

　 この モ デ ルは 現在 の オ イル ・パ イ プ ライ ンの フ ロ ー ・パ タ ー ン を調 査 し、新 た

に 建設 され る精 油所 の最 適 な位置 を定 め る。 この モ デ ルは ア メ リカの原 油 パ イ プ

ラ イ ン ・シス テ ム、石 油製 品 パ ィ ブ ラィ ン ・シス テ ム、 お よび精 油 シス テ ムを検

討 す るた め に開 発 が進 め られ て い る。OILNETは 、石 油 を産 油 地 や輸 入 地 か

ら需要 の あ る地 域 へ輸 送 す る た め の 投 資金 お よび オペ レ・一テ ィン グ ・コス トを最

小 限 に抑 え るた め の ミック ス ト ・イ ンテ ジ ャ ・リニ ア プ ロ グ ラ ミ ング を使 用 して

い る。OILNETは 今 後 も続 行 され る テ ス トの完 了 を待 って 、利 用 され る こと

に な る だ ろ う。

※　 ア ラス カの炭 化水 素 供 給 モ デ ル

この モ デル は 中期 的 なア ラス カの 石油 と ガスの 産 出を 、個 々の価 格 レベ ル ご と
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に予 測 す る もの で あ る。 これ は 、 リ ソ ースの供 給能 力 、新 パ イプ ライ ン建設 、お

よび政 府 の貸 付 け政 策 への 影 響 に 関 す る問題 を設定 した 、現 在運 用 中の モデ ルで

あ る。 予測 時 間枠 は40年 間 で5年 ごと に行 われ 、40～50の ア メ リカ以外 の

・地 域 も考 慮 され てい る
。 これ に よって 測 定 され た供 給 の 推移 は 、中期 エ ネル ギ ー

予測 シ ステ ムへ の イ ン プ ッ トと して 利 用 され る。

※　 短 期 のオ イル/ガ スの構 造 的供 給 モ デ ル

　 この モ デ ルは 、現 在 の産 出 お よび備 蓄 レベル に基 づ く国 内 の 石 油/ガ ス供 給 に

関 す る短期 計 画 な らび に 、採 掘 作 業 計 画 を立案 す る。 この モ デ ルの 予測 時間枠 は

3年 間 で 、四 半期 ご とに行 わ れ 、地 域 ご とに ア メ リカ全土 が カバ ー
.され る予定 で'

あ る。 現 在 、開発 が進 め られ て い る この モ デ ルは 、経済 的 で単 純 な エ ン ジニア リ

ン グ ・プ ロセ ス ・モ デ リン グ技 術 が適 用 され る こ とに なる だ ろ う
。

　 この サ ブモデ ルは 、採掘 、備 蓄 の補 充 、お よび生 産 につ い て 扱 う ことに なろ う。

　短 期 の 石 油 コス ト分 布 モ デ ル

　 この モ デ ルは 、精 油 製品 価格 の値 上 げ を予測 す る。 この モ デ ル は、 精 油 所 の オ

ペ レーテ ィン グ ・レベ ル 、国 内 の原 油 生産 率 、 イ ン フ レ率 、税 金 、 エ ネ ル ギ ー省

の価格 設 定基 準 を考 え る。 そ の 予測 期 間 は2年 か ら3年 で 、 月間 ベ ース で行 わ れ

る。 この モデ ルは 、現 在 使用 さ れ て い る。

※　 短 期 の天 然 ガ ス供 給 モ デ ル(GASNET)

　 この モ デ ルは 、 ア メ リカの パ イ プ ライ ン ・シス テ ム を通 る天 然 ガ スの フ ローを

1'ミ ュ レ ー トした もので あ る。 そ れ は 、政 府 の供 給 割 当て政 策 を考 慮 した 、'エン'

ド ・ユ ーザへ の供 給 と、 サ ー ビス の ク ラス ご との ガス供給 量 の 縮 小 を 予測 す る。

これ らの 予測 は州 ご とva　3年 間 、四 半 期 単 位 で行 わ れ る。　GASNETは 、現 在

運 用 され てお り・ そ の年 の 相 対 的 フ ローに従 って 、各 パ ィ ブ ラィ ン.シ ス テ ムに

ガス を供 給 す るた め 、 リニア プ ログ ラ ミン グを採 用 して い る。 この モ デ ルは 、連

邦 エネ ル ギ ー規 制 委 員 会(Federal　 Energy　 Regulatory　 Commission=

FERC)の 優 先 基準 に従 って 相対 的 重 要 性 が決 め られ る、各 経 済 分野 に おけ る

ガスの 不 足 を最 小 限 に抑 え る。
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大陸棚 以外 で採掘 される石油 とガスの供給 モデ ル

　 この モ デ ル は 、経 済 的 ・地 理的 要 素 に よ って 影響 さ れ る海 底 油 田 の踏 査/発 見

過程 を中心 に据 え た大 陸 棚 以外 で採 掘 され る石 油 と ガスの供 給 予 測 で あ る。 これ 、

らの 予測 は 、15年 か ら30年 に わ た っ て2年 ご とに行 わ れ る ことに な ろ う。 こ

のモ デ ルが描 く供給 曲線 は 中期 エ ネ ル ギ ー予 測 シス テ ムに 入 力 され る ことに なる。

開 発 中 の この モ デ ルは 、そ れ ぞれ の 価格 ご との 石 油 と ガスの供 給 量 を見 積 るた め

に 、 シ ミュ レ ー シ ゴン方 法 を利用 す る ことに な るだ ろ う。

※　 高 効 率 化 され た 石油 再 開発 モデ ル

　 この モデ ル は5つ の高 効 率 化 され た石 油 再 開 発法 の た め に 、 ア メ リカ国 内 の石

油埋 蔵 量 を予 測 す る。 さ らに この モデ ル に よ り、価 格 の 直交 接 線 の変 化 や融 資保

.証 計画 の よ うな政 策 の選 択 に よる影 響 も分析 で き る。 これ らの 予測 は 、 サ ン プ ル

と して の貯 油 所 に つ い て20年 か ら45年 間 、年 間 ベ ース で行 わ れ る。 予測 され

た供給 量 は 、 中期.エ ネル や一予測 シ ステ ムに 入 力 され る。 現 在 利 用 され てい る こ

の モ デ ルは 、 各 貯 油 所 に ふ さ わ しい産 油技 術 を決 め る ため工 学 的 な評価 方 法 を採

用 してい る。 そ して それ は 、 この期 間 中 の産 油 量 予 測 に 、 デ ィス カ ウ ン トさ れ た

現 金 流動 分析 を適 用 してい る。

　 ア メ リ カ本 土48州 の石 油/ガ ス供給 モ デル

　 この モデ ル は 、 ア メ リカ本 土48州 の 石 油 な らびに ガ スの産 出量 を予 測 す る。

。れ は現 在 、 ア メ リぱ 土48州 に 紺 る 石油 と ガスの 供 給 を 目的 と した油 田 の

発 見 と開 発 、 そ して産 油 の 各工 程 を想定 して 、 開発 が進 め られ て い る。 これ らの

予 測期 間 は15年 か ら30年 にわ た る もの と な ろ う。 この よ うな供 給 量 の 予 測 は

中期 エ ネル ギ ー予測 シ ス テ ムに イ ン プ ッ トされ る ことに な って い る。

　 国 内 石 炭 モデ ル(NCM)

　 このモデルは石炭の需要 を、電力発電 に関す る明細 、現在 お よび将来 の発電能

力 、そ して電 力発 電 の経済 性 をベ ース と して電 力施 設 ごと に計 算 す る。NCMは

きわめ て 個 別 的 な石 炭供 給 の割 当 て モ デ ル で あ り、現 在 使 われ て い る。35地 域

の 石 炭需 要 は30ヵ 所 の 供給 地 の 炭坑 を結 ぶ 輸送 網 に よって満 た され る。 地 域 ご
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との 供給 価格 は 、鉱山 局(Bureau　 of　Mine)の 備 蓄 ベ ー スの表 示(Demon-

strated　 Reserve　 Base)、 採 掘 コス トの工学 的 方法 に よる 見積 り、地 域 お よ

び石 炭の 種 類 別 の 原価 要 素 を ベ ース と して 、40種 の石 炭 に つ い て考案 され る。

この モ デ ルは 中期 エ ネル ギ ー予測 シ ス テ ムの主 要 な構成 要 素 と な る。'

　電 力施 設 の発 電 費/給 電 モ デ ル(PROMOD)

　 このモテルは、燃料利用 と負荷損 の可能性 を予測 し、燃料供給 の限界や異常 な
　 　 　 ●

負荷 に よ る影 響 をはか る こ とが で き る。 この 予測 の範 囲 は イ ンプ ッ ト ・デ ー タに

よ り、1ヵ 月 、四 半期 、1年 間 とな らざる を得 ない。 この モ デル は現 在運 用 中で

発 電所 の 運営 費 、燃料 利 用 、信 頼性 の 問題 な どの調 査 専用 に使 われ る こ とに なろ

う。 そ れ は また 、需給 と電 力施 設 運営 の 財政 面 と を関連 づ けた 統合 システ ムに 含

まれ る供 給 モ ジ ュールの 研究 に も利 用 で き る。PROMODは 、発電 機 、発 電所、

電 力 会社 、 中央 の変 電所 な ど各 レベ ル ごとの電 力施 設 のオ ペ レ ー シ ョンに関 す る

記述 が あ る。

　 電 力 施 設 の 財政 モ デ ル(RAM)

　 この モ デ ルは 、電 力施設 の 操業 指標 を予測 し、そ の 予測 値 と想定 され た 種 々の

パ ラメ ー タ を使 って 財務 諸表 を作 成 す る。 この モ デル は規 制 分析 モデ ル(Reg-

ulatory　 AnalysisMbde1)と して も知 られ て お り、規 制 や需 要 の伸 び、主 要

な コス トな ど を想 定 して 、電 力 会社 の 財務 諸表 へ与 え るい くつ か の影 響 を シ ミュ

レー トす る こ とが で き る。 これ は 財 務諸 表 の形式 ご とに 開発 され た 、現 在 運 用 中

の 会計 モ デル で あ る。 そ こでは 、電 力 会社 、地域 ま たは 産業 レベ ルの電 力施 設 の

財務 活動 が扱 わ れ てい る。

※　 構 想 と して の 蒸 気電 力発 電 所 建設 の コス ト見積 りの た めの コ ン ピュー タ ・コ

　　 一 ド(CONCEPT　 V)

　 この モ デル は 、経 済 的 、工学 的 な要 素 の様 々な組 合 せ を想 定 して 、各 種 タ イ プ

の 中央 発電 所 の 建 設 に必 要 な 資金 の 見積 りを迅速 に行 う方 法 を提供 す る。 現 在運

用 さ れ てい る このCONCEPT　 Vは 、中 央発 電 所 の建 設 お よび主 な経 費 の流

れ(建 設 中の 段 階的 拡 大 や利 益 も含 む)を 、発 電 装 置 の数 、そ の建 設 に要 す る時
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間、地理的 な位置 、発電所の設計 と規模 などの関数 と、要 素費用指数 と して表わ

す。

※　 発電所の固定費用 の関数モ デル

　 この モ デル は 、6種 類 の 発 電所 タイ プの そ れぞ れ の 投 資額 を比 較 す る。 コ ン ピ

ュー タ ・プ ログ ラ ムに よ って 計算 さ れ る この=固 定 費 用 の関数.に 各発 電 所 ご と

の原 始 投 資額 を掛 けて 、 それ ぞ れ の発 電 所 の経 済 的 耐 久期 間内 の年 間 資 本費 用 を

算 出す る。 この モ デ ル の時 間 枠 は 、発 電 所 の経 済 的 耐 用年 数 に相 当 す る30年 間

で あ る。 この モ デ ル は 現在 利 用 さ れ て い る。

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　(注)
※　 燃 料 を必要 と しな い発 電 所 の運 営 費 お よび保 守 コス トモ デル(OMCOST)

　 この モ デ ルは燃 料 を使用 しない 各種 タ イ プの発 電 所 の 運営 費 と保 守 コス ト(0

&M)の 明 細 を開 発 す る もの で あ る。 これ らの コス トは 、 ユー ザの 物 的 、財政 的

パ ラメー タお よび燃 料 パ ラメ ー タの た め に 決 め られ る。 この モ デ ル は 、 心逆 さま

の.工 学 的 方法 論 を用 い て 、労務 費 お よび材料 費 の 明細 を見 積 る。 現 在 運用 され

て い る この モ デル を基 に して 、 中期 エ ネ ル ギ ー予測 シス テ ムの0&Mコ ス トの 見

積 りが行 わ れ て い る。

※　 平 均 的 な核 燃料 サ イ クル ・コス ト・コ ー ドモ デル(LNFCC)

　 この モ デル は 、原 子 力利 用 の発 電 所 の た めの燃 料1パ ッチの コス トを 、種 々の

構 成 要 素 、償 却 費 、 テ ク ノ ロ ジ ー的 な条 件 な ど を想 定 して計 算 す る。 これ は 基本

的 に は原 子 炉 の炉 心 内 部 で燃料 の 利 用 効 果 を分析 し、燃 料利 用 以 前 の 燃 料 処理 段

階 に後 戻 りした り、放 射 性 の あ る廃 棄 物 処理 まで進 ん だ りす る 、現 在 使わ れ て い

る工 程 モ デ ル で あ る。 経 済 的 費用 は 、核 燃 料 サ イ クル と ウ ランの た めの 投 入 量 の

単 価 に基 づ い て分析 され る。 この 分析 の結 果 、電 力 会社 がそれ に かか った経 費 を

埋 め合 せ るた め に顧 客(1単 位 の 発 電 量 ご とに)に 課 さ なけ れ ば な らない 価格 が

決 ま る。

o o

(注)　 水力発電、地熱発電、風力発電な ど自然 の力を利 用 した発電所
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※　 核燃料経済 モデル(NUFUEL/NUPLANT/NUCOST)

　 この モデ ルは 、原 子 力 発 電所 シス テ ムの燃 料経 済 の明 細 を シ ミ ュ レー トす る。

この 中心 的 なモ ジ ュー ル(NUFUEL)は 、各 原 子炉 の 燃料 の特性 と一 般 的 な

プ ロセス(再 処 理方法 、平 均 的 設 備 利 用 率 、濃 縮 工場 廃棄 物 の分析 な ど)に 基 づ

い て 、原 子炉 建設 のた め の核 燃 料 サ イ クル の 必要 条件 を表 示 す る。 別 の2つ の モ

ジ ュ7ル はN'核 燃料 の総 経 費 を計 算 し(NUCOSTに よっ て)、 必 要 と され る

核 燃 料 サ イク ル設備 をつ くる(NUPLANTに よ って)。 この モ デル は現 在利

用 され て お り、 その 予測期 間 は30年 で あ る。

※　 使用 ず み 核 燃料 の 貯 蔵 モ デ ル(SNFSM)

　 これ は 、軽 水炉 を使 う原 子 力発 電 所 建 設 の た めの 使用 ず み 核燃 料 貯 蔵 の必 要 条

件 を計 算 す る、1990年 ま で の モ デ ル であ る。 この モデ ル の 出 ガ デ ー タは 、原

子炉の タイプ(騰 水型対加圧水型)お よび貯 蔵モデル(原 子炉 上 と 原子炉 か ら離

れた貯蔵施設)ご とに集計 された使用ずみ核燃料の年間排 出量 と 在庫量 である。

このモデルは現在運用 されてお り、原 子力発電所 の設備利用率 や原子炉 のぞぱに

ある貯蔵施設 と原 子炉か ら離 れた場所 にある貯蔵施設間の使用ずみ核燃料の輸送

量 を測定す る場合に も利用 で きる。

※　構造的 な住宅用 エネルギーの利用 モデル

　 これ は 、経 済 で い う住 宅分 野 に おけ る エ ネ ル ギ]の 利用 を、2000年 ま で毎

年 シ ミュ レー トす る モデ ル であ る。 これ は燃 料(電 気 、石 油 、 ガス 、そ の 他)と

3つ の タイ プの ハ ウ ジン グ(1戸 建 ち、 ア パ ー ト、モ ー ビル ・ホ ー ムつ に関 す る

8種 類 の 利 用(暖 房 、水 を温 め る 、冷 蔵 、冷 凍 、料 理 、空気調 節 、照 明 、そ の他)

ご とに 、 二rネル ギーの需要 予測 をた て るた め に利用 され る 、包括 的 な経 済 お よび

工 学 モ デ ル であ る(現 在運 用 中)。

　 こ の住 宅用 シ ミュー レー シ ョン ・モデルは、住 宅用 エ ネル ギ ー利 用 の 主 な統 計学 的、

経 済的 、技 術 的決 定 素 に敏 感 に反 応 す る。

※　 構造 的 な商 業用 エ ネル ギ ーの利 用 モ デル

これは 、燃料 の 最 終 的 な利 用 と燃 料 の タィ ブ ご とに エネル ギ ーの利 用 を予 測 し
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た1978年 か ら2000年 ま で の モ デル で あ る。 現 在運 用 され て い る この モ デ

ルは商業 上 の エ ネル ギ ー利 用 に関 す る包括 的 な工 学 お よ び経 済 モデ ル で あ る。 こ

れ は5つ の最 終 的 利 用(暖 房 、水 を あた た め る 、冷 房 、照 明 、そ の他)と4つ の

燃 料 タイ プ(ガ ス 、電 気 、石 油 、 その 他)k・ よび10の 商 業 分野 サ ブ セ ク タ(小

売 りと卸 売 り、 自動 車 修 理 、金 融 お よび その他 の事務 活 動 、倉庫 業 、 公 企業 、教

育 、厚 生 、宗教 、 ホテ ル お よび モ テ ル、多 方面 の 商業 活動)を 対 象 と して い る。

経 済的 要 因(燃 料 の交 換 、利 用 効果)と テ ク ノ ロ ジー要 因(装 置 の効 率 、建物 の'

温度 の特 性)は2つ と も、 この モデ ル に よって 浮 彫 りに され る。

※　 産業 分野 の計 量経 済 学 モ デ ル(ISEM)

　 この モデ ル は 、産 業 界 にお け る大 規 模 ユ ー ザ ご との エ ネ ルギ ーの 消費 を予 測 し

た もの であ る。 これは 現 在 開発 中 で 、 中期 エ ネル ギ ー予測 シス テ ムの構 成要 素 と

して 、産 業 界 に お け る エ ネ ル ギ ー利用 予測 に 使わ れ る予定 であ る。

　 パ ル プお よび製 紙 産 業 の 過 程 モ デル

　 この モデ ル は 、 エ ネル ギー消 費量 第3位 の製 造 業 であ る製 紙 産業 に おけ る 、代

替燃 料 、エ ネル ギ ー保 存 、新 テ クノ ロ ジーの浸 透 、公 害 防止 規 制 が同産 業 の エネ

ル ギ ー需 要 に 与 え る影 響 な どの 問題 を分 析 し、査 定 す る。 これ は 現 在開 発 中 で 、

パ ル プお よび製 紙 産 業 に 関す る エ ネル ギー利 用 の経 済 お よび工 学 モ デル とな る予

定 で あ る。

　 鉄 鋼 業過 程 モ デ ル

　 この モ デ ルは 、鉄 鋼 業k・ よびそ の 関連 産 業 の エ ネル ギ ー消費 の 傾 向 を今 後25

年 に わ た って 予測 す る。 この システ ムは 、採鉱 とス ク ラ ップ再 利 用 か ら始 ま って

炭 素 、合金 、 ス テ ン レス鋼 を鋼 製 品 に つ く り上 げ るま での 製鋼 工 程 の フ=ロセ ス ・

モ デ ル と して 、現 在 開 発 中で あ る。 ここで言 う鋼製 品 とは 、構 造 用 鋼 、 ス ラブ、

板 、 チ ュ ーブ 、お よび 棒 をさす 。 この モ デル は生 産 費 、 エ ネル ギ ー保 存 の た め の

選択 、代 替燃 料 に関 す る情報 を提供 す る。

※　 産業 用燃料選択 の分析 モデル(IFCAM)

この モ デ ル は 、今後15年 にわ た る産 業 分 野 の様 々な燃料 利 用 を予測 す る。現
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在 運 用 さ れ て い る この 構造 的 なモ デル は 、9つ の産 業 、10地 域 、最 終 消 費(例

えば プ ロセス熱 、蒸 気 な ど)、 そ れ に新 しい あ る い は既 存の燃 焼 器 ごとの エネル

ギー利 用 を扱 っ て い る。 こ こでは4種 類 の エ ネル ギ ー対策 が考 え られ る。 す なわ

ち 、燃料 税 、投 資 奨 励 、エ ネ ル ギ ー規制 、 お よび公 害規 制 で あ る。

※　 産 業 分 野 ごとの テ クノ ロジ ー利 用 モ デル(ISTUM)

　 この モ デ ルは 、産 業 分野 に おけ る種 々の エネ ル ギ ー ・テ クノ ロ ジーが商 業市 場

に浸透 して い くの を2000年 まで 予測 す る。 現 在 使 われ てい る この 構造 的 モ デ

ル は 、100以 上 の エ ネル ギ ー ・テ クノ ロジー、 つ ま り化石燃 料 の新 しい テ ク ノ

ロ ジー(例 え ば 気圧 に よ り固体 を液 化 して燃 焼 す る方 法 や石 炭 の ガス化 な ど)
、

保 存 の テ クノ ロ ジ ー(例 え ば ボ イ ラーの 上 に取 付 け る 自動 空 気/燃 料調 節 シス テ

ム、熱 ポ ン プな ど)、 複 合 テ クノ ロ ジーお よび太 陽 熱 、地 熱利 用 の'テ クノ ロ ジー

な どを含 ん で い る。

※　 輸 送 分野 の モ デ ル

　 この モ デ ル は最 終 消費 ご との エネ ル ギ ー需要 を予測 す る。 そ の 中 に含 まれ る も

の は 、高 速 用 ガ ソ リン、非 高 速用 ガ ソ リン 、 デ ィ ーゼ ル燃料 、鉄 道 用 デ ィ ーゼ ル

お よび商 用 ジ ェ ッ ト燃 料 な どで あ る。燃 料 の総 需 要 量 は 、消費 に関 す る時 系 列 の

1次 方程 式 を 使 って査 定 され 、次 に地 域 ご との収 入 と人 口予測 を使 って地 域 ご と

の燃 料 需要 が 出 され る。 地域 レベ ル では厳 密 な デ ー タ要 素は手 に 入 らない の で 、

国 全体 の 予 測 が 使わ れ てい る。 この経 済 モ デ ルは 現 在運 用 され て お り、そ の予 測

の時 間枠 は1995年 まで の 中期 的 な もの で あ る。

※　 DOE/F　 aucett自 動 車 モ デル

　 この モ デ ルは 、 ガ ソ リン代 や 自動 車 を動 か すの に か か るコス ト、価格 改 正 や技

術 改 革 に よっ て車 の性 能 向上 をは か る メ ー カーの能 力 との バ ラン スな ど様 々な要

素 を想 定 して 、 ガ ソ リン消費 を予 測す る。 現 在運 用 され て い る この経 済/工 学 モ

デ ルの時 間 枠 は1995年 まで で あ る。

　 州 レベ ルの 輸送 用 エ ネル ギ ー需 要 モデ ル

この モ デル は 、 中期 エネル ギー予 測 シス テ ムの た め の輸 送分 野 に 関す る記述 を
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改 正 した もの であ る。 これ は地 域 の ハ イオ ク タ ン ・ガ ソ リンの 利用 予測 を行 え る

よ う現 在開 発 中で あ る。 運 用 が 可能 に な った 時点 では 、 この モ デ ル の対 象 は その

他 の 燃料 や 輸 送方 法 に ま で拡 大 さ れ る予 定 で ある。

　 短 期 ガ ソ リン消費 モ デル

　 この モデ ル は2年 間 にわ た り、州 レベ ルの 月間 ガ ソ リン消費 計 画 を立 て る。 こ

の経 済 モ デ ルは 現 在 開発 中 であ る。

※　 軽 装 備 軍 用 燃料 消費 モ デル

　 この モ デ ル は、 車 種 の過 去 お よ び今後 予測 され る指標 か ら、燃料 消 費 の 予測 を

た て る。 そ の よ うな指標 と して 、年 間 の新 車登 録 、 ス ク ラ ップ価格 、環 境 保護 局

(EPA)の 基 準 に よ り決定 さ れ た 車の 平 均 燃 費 、お よび実 際 に走 行 して1ガ ロ

ン当 りの 走 行距 離 を測 定 した結 果 出 され た 、EPAテ ス ト値以 下 の 燃費 な どが 挙

げ られ る。 この モ デル は現 在運 用 さ れ て お り、 エ ネル ギー対策k・ よび 保 存法(E

PCA)の 中 で示 され て い る効 率 基 準 に あ った乗 用 車k－ よび軽 装 備 トラ ック を含

ん でい る とい う利 点 が あ る。

※　 地 域 の エ ネル ギ ー需要 予測 モ デ ル(RD.FO・R)

　 この モ デ ル は10種 類 の エ ネル ギ ーに対 す る燃料 需 要 量 を 、価 格 、マ ク ロ経 済

変 数 、お よび 人 口の 関数 と して 予 測 す る。 そ の時 間枠 は1995年 まで であ る。

さ らに この モ デ ル は 、 エ ネル ギ ー価 格 と経 済 成長 の変 化 が燃 料 需 要 の レベ ル とそ

の構 成 に与 え る影 響 を見 積 るた め に利 用 す る こと もで き る。RDFORは 計 量経

済 学 を も とに した 、 時 間枠 を超 え た ア メ リカの エ ネ ル ギー 消費 の シ ミュ レ ー シ ョ

ン ・モ デ ル で あ る。RDFORは 中期 エ ネ ル ギ ー予測 シス テ ムの 主要 な 構成 要 素

で あ る。

※　 短期 の石 油製 品需要 モ デ ル(STPPDM)

　 こ の モ デ ル は 天 候 、 価 格 、 収 入 を 想 定 し て 、 国 防 石 油 管 理 区(Petroleum

Admi。 。t・'r。ti。n　 f・ ・D・f・hce(PAD)Di・t・i・t・)ご ≒ に8種 類 の 精

製石油製品についての短期予測 を四半期 ごとに行 う。 このモデルは種 々の原油価

格 決定計画や天候 の変化、国 内経済 活動に関す る種 々の想定 が、 これ らの製 品 の
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需 要 に どの よ うな影 響 を与 え るか とい う疑 問 を解 く鍵 と な る。 この モ デ ルの 現在

設 定 され て い る時 間枠 は1980年 ま でで あ る。

※　 短 期 の 天 然 ガ ス需 要 モ デル(STNGDM)

　 このモデルは、調査地域 ごとの住宅用、商業用、産業用の短期の天然 ガス需要

を、1980年 まで四半期 ごとに見積 る。 この モデルは経済の各 分野の 方程式 を

持つ計量経済 モデルである。 それ は天然 ガスの実質価格 、実質個人所得 、天候 お

よび付加価値 に関す る対立仮説の評価 に利用 される。

※　 短期 の石 炭需要 モデル(STCDM)

　 このモデルは今後3年 間 にわた る、電力施設、 コークス工場 、産業お よび小 売

り業の ユーザ ごとの石炭需要 と輸出用 の石炭需要 を州 レベルで予測す る。 現在利

用 されている この計量経済 モデルは、最近数年 間の石 炭需要の傾 向 と将来の経済

活動の巨視的 左予測 に基づ く予測資料 となる。

※　 短期 め電気需要 モデル(RDM)

この モ デル は 、 連 邦 電 力委 員会(Federal　 Power　 Commission　 ・FPC)の

電 力 供給 エ リア(Power　 Supply　 Areas=PSA)の 区画 と して 決 め られ た

電 力 プ ールの た め の 、月 間 の時 間 当 り負荷 の推 移 、総 消費 電 力(kwh)、 ピ ーク

消 費電 力(kw)と 年 間 の総 消費 電 力の 増 加率 、 ピー クの 需要 な どに つ いて の短

期 予測 で あ る。 イ ン プ ッ トされ るの は 、1971年 か ら1974年 ま での48P

SAす べ て の時 間当 り負荷 デ ー タの ほ か に 、同 時期 の天 候 、料 金 、経 済 活動 に 関

す るデ ー タで あ る。通 常 の条 件 の もとで の最 大 の負 荷 と負荷 の ト一 夕 几 を算 出 す

る以 外 に 、 ピー クの電 力需 要 と総 需 要量 に天 候 と電 気 料 金 、お よび経 済 活 動 が ど

の よ うに影 響 す るか を予測 す る方法 が 問題 とな るが 、 これ は不 可能 では ない。 こ

の モ デ ルの 開発 は1978年 後半 に完 了 した。 これ はBox-Jenkins方 法 論 と計

量 経 済 の評価 技 術 を利 用 して い る。

　 州 レベ ルの料 金 予測 モ デ ル

　 この モ デル は経 済 分野 ご との電 気 、 天 然 ガ ス、 留 出物 燃料(distillate　 fue1)

の 州 レベ ル の料 金 を予 測す る。1995年 まで の この 年 間 予測 は 、中期 エ ネル ギー 予
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測 シ ス テ ムか ら の アウ トプ ット ・データ に基 づ い て い る。 この モ デ ル は、 州 レベ ル

の個 別 的 な マ ク ロ経 済 学 的変 数 の19 .78年 か ら1990年 まで の予 測 と、電 気、ガ ス、

石油 の 消 費 予測 の影 響 を受 け や す い。.現 在利 用 され て い る この計 量 経 済 モ デ ル は、

州 お よび 地域 の上 述 の 燃 料 価 格 値 上 りを 予測 す る場 合 に威 力 を発 揮 す る。

　 ソ ー ラ ・シス テ ム ・パ フォ ーマ ン スの シ ミュ レー シ ョンお よび市場 浸 透 モ デル

　 C'SOLARSIM)

　 この モ デル は 、住 宅 お よび商 業 建 造物 用 の 太陽 熱 を利 用 した た最 適 な.温 水 お

よび暖房 シ ステ ム を設計 し、 その 利 用 を促 進 す る種 々の プ ログラ ムに基 づい'て各

分野 で利 用 され る これ らの シス テ ムの 市場 浸 透 を測 定 ず る。 全 国 お よび各地 域 レ

ベル ゐ明細 は 、 ソー ラ 」シス テ ムに ょって代 替 され た各 燃料 ご とにそ ろ って お り

入手 可能 であ る。 市 場 浸透 に 関す る情報 は 、1990年 ま で1年 ごとに発 表 され

る。

※　 ソー ラ市 場 開発 モ デ ル

　 との モiデル は 、'住宅 お よび商 業 用 の冷 暖 房(温 水 器 も含 まれ る)市 場 に おけ る

太 陽熱 エ ネ ル ギ ーの浸 透 を シ ミュレ ー トす る。現 在 利 用 されてら るこのモ デ ル の基

本目 的 は 、 各 種 の利 用 促 進 プ ログ ラ ムに よる太陽 熱 利 用 価 格 の変 化 とその メ リッ

トが与 え る影 響 を評 価 す る ことで あ る。 そ れ は1990年 まで の潜 在 市 場 を詳 細

な レベ ルに わ た つて評 価す る よ うに設 計 され て い る。

　 再生 ま ネル ギ ー源利 用 計画 シス テ ム(SPURR)

　 この モ デ ルは2006年 ま での 、 将来 の燃 料 費＼ 利 用促 進 計画 、 エネ ル ギ ー需

要',太 陽熱 治 よび それ に 匹 敵す る テ ク ノ ロジ ー ・コス ト、太 陽 熱 エネ ル ギーの市

場 浸 透 な どの影 響 を調 査 す る。 その 内 容 の 詳 しさ と正 確 さ の程度 は ソ ー ラ市場 開.

発 モデ ル に匹 敵 す る。 この モデ ル は4つ の 主要 な市 場 分 野 を カバ ー して い る。 す

なわ ち、住 宅お よび商 業 建 造物 の 冷 暖 房 、農 業 お よび産業 用 プ ロセ ス熱 、 中央発

電 所 、そ して合 成 燃料 お よび その 製 品 で あ る。EIAは 太 陽 熱 エ ネル ギ ー調査 研

究 所(Solar　 Energy　 Research　 Institute)を 通 じて この モデ ル に アク セ

ス で きる。
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地 域 の エ ネル ギ ー経 済 活 動 と人 口学 モ テ ル.(READ)

　 この モ デル は エ ネル ギ ーに よつ て影 響 を'受け や す い地域 の 経済 お よび入 口学 的

な測 定 を行 う。 このREADモ デル は現 在 開発 中 で 、 これ は大規 模 な地 域間 の 、

郡 レベル の計 量経 済 モ テル とな る予定 で あ る。 これ は また 、基 本 的 には産 業 立地

モ デル であ る。 産 業 立 地 は 収 入 ・
,雇用・お よび 人 口の 移動 を決 定 す る重 要 な 原 因

で あ る。このREADモ デル は こ.れら の要 因 が 同 時 に決定 され る こ とを詳 し.く報

告 す るbtの モ デ ル の 目標 は 、中期 のエ ネル ギー 予 測 シスf ,ムに地 域 的 な・イ ゾプ

ゾ ト情 報 を提 供 し,、エ ネ ル ギ ー 関 係 の要 素 の変 化 に よる地 域 的 な 影響 を、'中期 の

エ ネル ギ ー 予測 シ ス テ ム に よる予 測 と して 分析 す る こ とで あ る
。　 `一'.　 :

※　 中期 エネ ル ギ ー市場 モ デ ル(MEMM)

　 このモデルは 、目標 として選ばれた年 の 正木ルギ 三市場 の状況 につ吟て説明ず

る。 その 中に 含 まれ る もの は 、地 域 お よ び分 野 別 の 燃 料 消費 の詳 細 、各 地域 の燃

料産 出量 、燃料 輸送 と燃料 配 給 、輸 入 の レベル 、 地域 の燃 料価 格 な'どであ る。 現

在利 用 され て い る この モ デ ～レは ま た 、中期 の エ ネ ル ギ ー予 測 シ ス デ ムのた めの 統

合モ デル と して も役 立 つ 。 この シス テ ム と関 連 さ せ て 使用 す る と、 このME.MM

モデ ルは 次 の 点 に 関 す る'予測 も
.で きる。 つ ま'"b、 今後6年 か ら19年 間 の7ー メ リ

カにお け る エ ネ ル ギ ー需 要 、 これ らの需 要 を満 た す た めに必 要 な複 合燃料 とその

市場 価格 、 これ らの燃 料 が 産 出 され た りあ るい は 輸入 され る地 理 的 な場所 、 これ

らの生 の燃 料 を石油 製 品 や電 気 に変 え る方法 、 これ らの燃 料 を全国 に配給 す る方

法 、お よび エ ネ'ルギ ー需 要 を満 たす た め に必要 な新 エ ネル ギー関係 設備 の タ イ プ

と性 能。

※　 電 力施 設 の 給 電 モ デル

　 燃 料 の電 気 へ の変 換 を説 明 す る モ デ ル。 この 、 中期 の エネ ル ギ ー市場 モ デ ル

(MEMM)の サ ブ・モ デ ルは 現在 利 用 され てお り、そ の シス テ ム とは 関係 な 、〈独

立 して 使用 す る こと もで き る。 この モ デル は 、燃 料 の種 類 別 また は熱 消費 率 の よ

うな物 理 的 な特徴'ご とに 分類 され た 約10種 類 の 工場 の運 営 または 建 設活動 を伴

う、 リ三 ア ・プ ロ グ ラ ムで あ る。 こ の 電 力 施 設 の 給 電 モ デル は 、・燃 料 価 格 、 資
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本 支 出お よび その他 の コ ス トを想 定 して 、 ベ ー ス負 荷 、サ イク負荷 、1日 の ピー

ク負 荷 、 お よび季 節 ご との ピー ク負 荷 の 需 要 を満 たす た めに建 設 す る工 場 の組 み

合 わ せ を決 あ るMEMMの サ プ モ デ ル として働 く。

　 産 業 分野 の ボイ ラ過 程 モ デ ル

　 これ は1985年 、1990年 、1995年 に 利 用 され る産業 用 ボ イ ラ燃 料 に

関 す る適 度 に 詳 しい モ デ ル で あ る。 これ は 中期 の エ ネル ギー市場 モ デ ルの一 般 的

な構造 と互換 性 が あ る。 現 在 使 わ れ て い る この過 程 モデ ルに よ り、今 あ る ボ イ ラ

を運 用す るか ま た は経 済 的 理 由 か ら早 目に そ の運 用 をや め るか ど うか が決 め られ

増大 す る需要 を満 た す た め に新 しい ボ イ ラの どの組 み合 せ を選 択 す るか が決 定 さ

れ る。

※　 長期 エ ネ ル ギ ー分析 パ ッケ ー ジ(LEAP)

　 この モデ ル は1975年 か ら2025年 ま で、5年 お きに ア メ リカの エ ネ ル ギ

ー ・シス テ ム全 体 につ い て測 定 す る。 エネ ル ギ ーの産 出 、変 換 、輸 送 、 お よび最

終 消費 の 種 々の工 程 が個 別 的 に 示 され て い る。 この計 画 は 地域 ご とに ま とめ られ

て お り、そ れ は全 米 と基 本 的 な 世 界 貿 易 ブ ロ ック を カバ ー して い る。 この モ デ ル

の バ ー ジ ョンに は 、 ア メ リカの 全 体 的 な あ るいは 地 域 的 な傾 向 を浮 彫 りに す るの

にふ さわ しい ように 、地 理 的 な詳 細 が 加え られ る こ とに な って い る。

　 国 際 エ ネ ル ギ ー評価 シ ステ ム(IEES)

　 これ は 、OPECの 価格 設 定 と石 油生 産 戦 略 お よび世 界 の エ ネル ギ ー需給 とエ

ネル ギ ーの国 際 的 取 引 きだ 関 す る ア メ リカの エ ネル ギ ー政 策が 与 え る影 響 を分析

す る。 このIEESは 、現 在 利 用 され て お り、 その 一部 は1985年 、1990

年 お よび1995年 の 世 界 の エ ネ ル ギ ー需 給 の平 均 モデ ル とな ってい る。 西 欧 の

主要 先進 国 の た めに 、IEESは 製 品 タイ プ、 消費 分 野 、供給 源 ご との エ ネル ギ

ー総 需要 を シ ミュ レー トす る。個 々の エ ネル ギー需 給 は 、各 エネル ギ ー製 品 の市

場 価 格 に 対 して釣 合 い が と られ て い る。 この シ ミュ レー シ ョンはOECDか らの

ア ウ トプ ッ トと 、IEESサ ブモ デ ル に な って い るOPEC加 盟 国 以 外 の国 々の

需 要 モデ ル に基 づ い て 行 わ れ 、OPEC政 策 と ア メ リカの エネ ル ギ ー政 策 ・ それ
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に世 界 の エ ネル ギ ー産 出 に 関 す る緊急 対 策 な どに つい て の臆 測 をそれ に組 み込 む

こ と もで き る。 さ らにIEESは そ れ程 詳 し くは ない が 、東 欧 圏 諸国 や 開発 途上

国 な どの西 欧 以 外 の国 々 も取 上 げ て い る。

　 石油 割 当 て モ デル(PAL)

　 この モ デ ルは 、1990年 ま で の原 油 お よび精 油製 品 の国 際 貿 易 パ'タ ー ン を予

測 す る 。 現 在運 用 され てい る この モ デル は 、将来 ア メ リカが 輸 入 す る石 油 産油 国

を予測 し、 その 供給 を絶 つ 種 々の要 因 に よって生 ず る と思 わ れ る輸 入 量 の 不 足 を

計算 す るた め 、線 形 計 画法(リ'ニ ア ・プ ログ ラ ミン グ)を 適 用 してい る
。

※　 原 油 市場 の シ ミュ レー シ ョン ・モ デ ル(OMS)

　 この モデ ル は1995年 ま で年 間 ベ ース で 、地 域 ご と(ア メ リカ、 カナ ダ、 日

本 、OECD諸 国 、開 発 途 上 国 、 ア メ リカ と貿 易 を行 って い る共 産 圏 諸 国)に 世

界 の原 油 の 需 給 を シ ミュ レ ー トす る。 このOMSモ デル は現 在 使用 され て お り、

国 際 エ ネル ギ ー査定 シ ス テ ムに付 属 す る モ デル と して利用 され て い る。

　 Whartonの 長期 年 間 産 業 モ デル

　 これ は1986年 ま で年 間 ベ ース で 、 ア メ リカ経 済 の マ ク ロ経 済 学 的 な予測 を

詳細 に行 うモ デ ルで あ る。 このWhart　 onモ デ ルは経 済 界の 生 産 部 門 に 焦点 をあ

て て ア メ リカ経 済 を測 定 す る。 最 終 需 要 の 構成 要 素(例 えば 個 人 消 費 支 出
、投 資

な ど)に 関 す る予測 の ほか に 、 この モ デル は産業 分 野 ご との 雇 用 、産 出量 、お よ

び必 要 とされ る資 本金 も予測 す る。

.Data　 Resources,　 Inc.の 四 半 期 ご との アメ リカ経 済 モ デ ル

　 これ は1995年 ま での ア メ リカ経済 を四半期 ごとに マク ロ経 済学 的 に 予測 す

る。 この モ デル は 消費者 支 出 の 詳 細 を予測 す る。 す なわ ち、工 場 、設 備 、在 庫 品

な ど に対 す る事 業 投 資 、建設 活動 、政 府 の収 支 、賃金 、利 潤 と利 子 、主 要 な物 価

指数 、輸 出入 な どで あ る。 利 子 率 、貨 幣総 需給 量 、家計 と会社 の 資金 の 流 れ 、お

よび担 保 な どの 財政 予 測 もで きる 。EIAは 現 在 使われ てい る この モ デル とEI

Aが 開発 した エネル ギ ー ・モデ ル を関連 づけ て 、エ ネル ギ ーに関 す る マク ロ経 済

学 的 な シ ミュ レー シ ョンを行 う方 法 論 を開発 した。

/
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Science　 Applications　 Inaの 割 当 て モ デ ル(SAI)

　 この モデ ル は エネ ル ギー省 の割 当 て規 定 に従 って 、91の 経済 分野 に対 す る8

種 類の 石 油 製 品の 割 当 て を シ ミュ レー トす る。 これ は 、 あ らか じめ決 め られ た優

先順 位 に 基 づい て 各経 済 分 野 へ それ ぞ れ の燃 料 を割 当 て 、各燃料 の国 内平 均 割 当

て を計 算 し二石 油不 足 量の明細 と割当て計 画 を想 定 して各 分野 の現 在 の需 要 量 の割

合 を計算 す る。 こ うして 出 され た 割合 は 、供 給 が 中断 され て い る間 、割 当 て規 定

の結果 出 され る各 分野 か らの 最 大産 出量 を計算 す るの に も利用 で き る。 現 在 使 わ

れ てい る この モ デル は 、い くつ か の割 当 て 計 画 を選択 す る ための 生 産割 当て と最

大 産 出量 の 計算 用 に変 更 す る こ ともで きる。

　 動 的均 衡 モデ ル(DGEM)

　 この モデ ル は2000年 までの ア メ リカに おけ る経済 成 長 に 関す る エ ネル ギ ー

政策 の 効果 を査定 す る。DGEMは35の 分 野 、 エネル ギ ーに関 す る産 業 間 モ テ

ルk・ よび経 済 成 長 モデ ル を結 合 した計 量経 済 モ デル で あ る。DGEMの 開 発 は 、

　 Data　 Resource　 Inc.と の 契約 の もとに連 邦準 備 局(Federal　 Prepa-

redness　 Agency)と エ ネル ギ ー省 に よって 助 成 され てい る。

　 労 働統 計 局 の投 入量/産 出量 モデ ル(BLS　 I/O)

　 この モデ ル は 、1980年 と1985年 の 各 分 野 ごとの総 産 出量 と総雇 用 量 お

よび職 業 を予 測 す る。 こ こで予測 され て い る経 済 分野 は こ生 産 、卸 売 り、小 売 り

お よび消 費 の 各 分野 で あ る。

　 このBLS　 I/0モ デ ルは ア メ リカ経 済 の 大規 模 で静 的 な投 入量/産 出量 の

モデル で あ り、現 在EIAに よって利 用 され て い る。 このモ デル が開発 した 予測

は 、大 部 分 は最 終 的需 要 の マク ロ経 済学 的 な予 測 が もとに な ってい る。 このBL

S　 I/0モ デ ル は最 も標準 的 な マ ク ロ経 済学 的 な シ ミュ レー シ ョン ・モ デ ル と

一 緒 に利 用 で き る
。

※　 個別 的 な エ ネ ル ギ ー投 入産 出 モデ ル(EDIO)

　 この モ デルは 、経 済 の各 種 生産 分 野 間 の 複雑 な相 互依 存 につ い て説 明 して い る。

このEDIOモ デ ルは 、 エ ネル ギ ー産 業 、大量 の エ ネル ギ ー消費産 業 、産 出量1
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単 位 に つ き大量 の エ ネル ギ ー を消費 す る産業 な どを他 の経 済 分 野 と分 け る新 しい

産 業 区 分様 式 を採 用 してい る。 この モデ ルは現 在 利 用され て お り、そ の時 間枠 は

1985年 と1990年 で あ る。

　 多 地域 の投 入 産 出 モ デル(MRIO)

　 この モ デル は 、あ る州(地 域)か ら別 の州 への地 域 間 の フ ィ ー ドバ ック効果 を

測 る の に役立 つ。 この モ デ ル は 、 間接 的 波 及 とい う付 加的 な要 素 も提 供 して くれ

る。MRIOは 州 レベ ルの 最 終 需 要 の 変 化 を想定 して 、産 業 の 産 出 量 と雇 用 の変

化 お よび地 域 間 取 引 きの 変 化 を決 め るの に利 用 で きる。MRIOは ま た 、乗数 効

果 の 分析 をす るた めの 広 範 な地 域 経 済 デ ー タベ ース と して も役立 つ。 現 在 、MR

IOは 運 用 され て お り、50州 と コ ロン ビア特別 区 につ いて 、州 と産 業 間 の産 業

連 関 の 一連 の 流 れ を描 き出 してい る。 そ れ は生産 部 門 の直 接 投 入量'と立 地条 件 の

違 い を明確 化 して 、各 州 の最 終 需 要 を どの よ うに して満 た す か とい う こと を示 し

て くれ る。

　 財政 的 インパ ク トシス テ ム(FIS)

　 こ の モ デル は 、 州 政 府 および 地 方 自 治 体 の 会 計 全 体 に 及 ぼ すエ ネル ギ ー 政

策 の影響 を示 す。 このFISモ デ ル は3つ の サ ブ モデル を持 っ てk・ り、 それぞ れ

の サ ブモ デル は州 お よび地 方 予算 の特 殊 な構 成 に 焦点 をあ て てい る。 現在 テス ト

中の 支 出 の サ ブ モ デ ルは 、 エ ネル ギ ー価 格 の変動 を想定 して州 お よび地方政 府 ご

とに燃 料 の 直接 お よび 間接 支 出 に与 え る影響 を見積 る。 現在 利 用 され て い る ガ ソ

リン税 の サ ブモ デ ルは 、将 来 に お け る ガ ソ リン消費 の 変化 が州 の ガ ソ リン税収 に

及 ぼ す影 響 を予測 す る。 同 じ く現 在利 用 され てい る採 掘税 の サ ブモ デル は 、個 々

の エ ネル ギ ー産 出量 に応 じた採 掘 税 収 の変 化 を予測 す る。

　 地 域産 業 乗 数 シス テ ム(RIMS)

　 これは最終 需 要のカテ ゴ リー の 中 で起 った変 化 が 及ぼ す 州 レベ ルの 経 済 的 影響 を、

か な り多 くの産業 ご とに 予測 す る モ デ ルで あ る。主 と して これ は 、 エ ネ ルギ ー関

係 の 活動 に よって 生 ず る州 の 特 定 の 経 済 的 影響 を分 析 す るの に利 用 され る。 この

RIMSは 産 業 間 の連 関 を州 レベ ル で表 わ す。 そ れは 、最終 需 要 の 特 定 の レベ ル
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を満 たすためには 、産業活動 と雇用 におけ る どの ような変化が将来 、必要 とされ

るかとい う点 を明確に示す。

　地域の線形計画法投 入産 出モデル(RLP/1-0)

　 この モ デル は リニ ア ・プ ログ ラ ミングに よ り、地 域 経 済 、エ ネル ギ ー、産 業連

関 を結 びつ け た会 計構 成 を示 す。 特 定 の供 給 に 関 す る変 化 が 特 定 の地域 に及 ぼす

影 響 を評 価 す る戦 略 的 分 析機 能 を持 たせ るた め 、 この モ デ ルは 目下 開発 中 で ある。

現 在 それ は 、約100種 の 産 業 の地 方 また は州 経 済 を取 りあげ 、特 に産 業 連 関の

流 れ に焦点 を あて て い る。

※　 地域 の収 入 イ ンパ ク ト ・シス テ ム(REIS)

　 これは 採 択 さ れ るべ き エ ネル ギ ーの将 来 が 州 の 産 業 に与 え る影響 を分析 す るた

めの詳 しい デ ー タを直 ちに 提供 す る。 そ して い くつ か の 中期 エ ネル ギ ー予測 が収

入に与 え る影 響 を予測 す るた めに利 用 で き る。 この シ ステ ムは 、極 めて柔 軟性 に

富 み 、 いか な る マ ク ロ計 量経 済 学 的 なモデル と投 入 産 出モデルの組 み 合 わ せで も利

用 で きる。 現 在 利 用 され てい るREISは2000年 ま で の特 定期 間 の予測 を行

う。

　 MULTIREGION

　 これ は性 別年 齢別 の 人 口 と 、37の 主 な経 済 分 野 別 の 雇 用 を 、173の 経 済分

析 局(Bureau　 of　 Economic　 Analysis=BEA)経 済 エ リアに つ いて 予測

す る。1BEAエ リア は 中央 の 市 、 通 常は 標 準 的 大 都 市 統 計 地 域(Standard

Metropolitan　 Statistical　 Area)お よび そ の周 辺 の 商 圏 お よび通 勤 圏 か ら

構 成 さ れ て い る。MULTIREGIONは 、 オ ー ク リッジ国立 研 究所(LOak

Ridge　 National　 Laboratory)に よって 開発 さ れ 管理 され て い る社 会 経 済的

コ ン ピュ ー タ ・モ デ ル で あ る。MULTIREGIONに 、州 レベ ルの雇 用 お よ

び 人 口予測 機 能 を持 た せ る た め 、.同研 究所 に よ りさ らに 開発 が 進 め られて い る。

　 直 接的 な地 域 エネ ル ギ ー/経 済 モ デ リング(DREEM)

　 これ は地 域 レベ ルの エ ネ ル ギ ー モデ ル と 、継 済 モ デ ル を直 結 す るモ デル であ ム

このDREEMは 現 在 開発 中 で 、1980年 ま で には組 織 内 で イン プ リメ ン トさ
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れ る予 定 であ る。 それ は 中期 間 の国 内 計 量経済 モ デル と一 致 した50州 の計 量 経

済 モ デ ル を統 合 した もの と な ろ う。

※ 　 REGSHARE

　 これ は 地域 の エ ネル ギー需 要 モ デ ルの 中で 使わ れ て い る人 口 、可処 分所得 お よ

び付 加価 値 の地 域 的 な経済 計 画 が もとに な って い る。 このREGSHAREは 、

エ ネ ル ギ ー省 の人 口 、産業 別 付 加 価値 、 お よび可処 分 所得 に関 す る 地 域 的傾 向 が

1995年 ま で の国 内経 済 の変動 に よって どの よ うに影 響 され るか に つい て予 測

して い る。現 在 使 われ て い る この モ デル は 、現 在EIAで 得 られ る、地 域 の鉱 工

業 生産 を予測 す る唯一 の手 段 で あ る。

　 家計/包 括 的人 的 資源 に反 映 され る微 視 的 分析 の デ ータ ・シス テ ム(MATH

　 /GHRDS)

　 この シ ステ ムは 、種 々の サ プグル ー ブまた は 人 口の サ ブグル ー プ ごとに 、 エ ネ

ル ギ ー価格 の変 動 とエ ネル ギ ー政策 の大 幅 な変更 が 家計 の エ ネ ル ギ ー直接経 費 に

与 え る影 響 を分析 す る。 現 在 利 用 され て い るMATH/CHRDSは 、年 齢 、 人

種 、性 、収 入 お よび場 所 な ど数 多 くの社 会経 済 変数 に 照 らして将 来 の エ ネル ギ ー

の 行方 とその 対 策 の影 響 を分析 す るの に十 分 で 、詳 細 な家 計 指標 デ ー タを提供 し

て い る。 この モ デル は ま た 、経 済 的 、人 口学的 変 化 と エネ ル ギ ーの 変 化 に応 じて

重 要 な エ ネル ギ ー関係 の 家 計 指標 が時 と共 に変 化 す る方 法 も測 定 して い る。

　 間接 的 影 響 の微 視的 シ ミュ レー シ ョン ・システ ム

　 この モ デ ルは 、選択 され なけ れ ば な らな い エネ ル ギ ーの 将来 が家 計 や個 人 に 及

ぼ す間 接 的 影 響 を分析 す る。 エ ネル ギ ー価 格 の変動 は エネ ル ギ ーの 消 費 には直接

的 影 響 を持 ち 、そ の 他 の 財 お よび サ ー ビスの 消費 に は間 接 的影 響 を持 つ。 消費者

支 出の パ ター ンへの影 響 の大 きさは 、非 エ ネル ギ ー財 とサ ー ビスの 相 関的 な エネ

ル ギ ー集 約度 お よび これ らの 財 の個 々の価 格弾 力性 に よって左 右 され る。 こ⑤ シ

ス テ ムは これ らの間 接的 な影 響 を測 定 す る、完全 な消費者 支 出 シ ス テ ムを提 供 で

き る よ うにす るた め、 現 在 開 発 が進 め られ て い る。

※　 地域 の排 出物 予測 シス テ ム(REPS)
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　 この シス テ ムは エ ネル ギー関係 産業 や それ 以 外 の 産業 か ら出 され る粒 子 、 い お

う酸化 物 、炭 化水 素 、 お よび一 酸 化 炭 素 な ど 、今後 の 排 出物 を予測 す る。 これ は

種 々の エ ネル ギ ー、経 済 ・環 境 に関 す る仮 説 を想 定 し、 大気 汚染 の原 因 と な る排

出物 の地 域 的 パ タ ー ンが わか る よ うに設 計 さ れ てい る。 このREPSは 現 在 利 用

さ れて お り、 エ ネル ギ ー生 産 や それ以 外 の生 産 活 動 の 結 果 生 ず る大 気 汚染 源 と し

ての 排 出物 の 変 化 を表 示 して い る。 そ の 中 に は環 境 規 制 の変 化 に よる効 果 も含 ま

れ 、そ の 予測 時 間 枠 は1985年 か ら2000年 ま で とな ってい る。

　 地域 の大 気 汚染 度 予 測 シス テ ム と中 間 表 示 シス テ ム(RAPIDS)

　この システ ムは 、 どの場 所 『または エ リアか らの排 出物 が どの よ うに大 気 を汚染

す るか に つ い て検 査 す る。 そ れ は産 業 、商 業 、お よび輸 送 分 野 の大 気 汚 染 発生 源

に関 す る特定 の デ ー タの集計 を利 用 してい る。 この シス テ ムに よ り、大 気 汚 染防

止 規定 、経 済 成長 、 燃料 の変 化 、お よ び エネ ル ギ ー保 存 な どの影 響 が わか る。 現

在開 発 が進 め られ て い る この モ デ ルは 、 気象 上 の変 数 を標 準 化 した 、大 気 汚 染 防

止基準 の デ ー タセ ッ トを確 立 す る こ とに なろ う。 それ に よってREPSか らの直

接 の ア ウ トプ ッ トを大 気 汚染 防止 計画 とす る こ とが可能 に なる。

　 エ ネル ギ ー関 係 の キ ャ ッシ ュ ・フ ロー ・モ デ ル(ECFM)

　 この モデ ル は ア メ リカ経 済 の エネ ル ギー分 野 に お い て融 資 が問題 と な る開発 を

鑑 定 す る。 この モ デ ル は経 済 開 発 を金 融 市 場 の 変 化 とエ ネ ル ギ ー産 業 の 財務 構 成

の変 化 に 関 連 づ け て考 え る ことに なろ う。 このECFモ デ ルは現 在 、開発 中 で あ

る。

※　 発 電 所 建 設 資金 見積 りモ デ ル(CREMOD)

　 この モ デル は1990年 年まで年 間 ベ ース で、 中期 予測 モ デル の 中で 計画 され た

発 電量 を生 み 出す 発電 所 建設 に 必 要 な投資 金 額 を予測 す る。
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2.NTISデ ー タベ ー ス オ ン ラ イ ン検 索 の手 が か り

登録番号検索

　 登 録 番号 フ ィー ル ドの 説 明 の項 で も述 べ た ように 、NTIS登 録 番号(NTlS

オ ーダ ー番 号)の 末 尾 に は 、チ ェ ッ ク ・デ ィジ ッ トま たは媒 体 コー ド(ま たは そ

の両 方)が 付 加 され る こ とが よ くある。 オ ン ライ ン検 索 で 、特 定 のNTI.S登 録

番 号 を 選択 す る場 合 には 、 次 の2つ の方 法 の どち らか を使 うこ とが で き る。 ① そ

の 周 辺 の 登録 番 号 を表 示 して そ の 中 か ら 目的 とす るチ ェ ック ・デ ィジ ッ トと媒 体

コー ドを もつ 正 しい番 号 を選 択 す る。 また は 、② 登 録番 号 の 最後 のスラ ッシ ュ以下

を 打 ち 切 り、 す べ て の チ ェ ック ・デ ィジ ッ トお よび媒 体 コー ドを無 視 す る。

カテ ゴ リー探 索

　 大 て いの オ ン ライ ン検 索 は 主 題 索 引 語(キ ー ワー ド)を 使 っ て行 わ れ るが 、主

題 カ テ ゴ リー が オ ン ライ ン検 索に お いて 重 要 な役 割 を果 たす こ と も見逃 せ な い。

付 録Hお よび1に リス トされ てい る主 題 カ テ ゴ リー を キー'ワー ドと組 み合 わせ て

使 うこ とに よ り、 キ ー ワー ドだ け を 使 う場 合 に較 べ て、 選択 の幅 をせ ば め る こ と

が で き る。 ま たは 、 主題 カ テ ゴ リー を キ ー ワー ドの代 わ りに使 うこ と もで き る。

た とえば キ ー ワー ドCadmiumとNTIS主 題 カテゴ リー57Yを 組 み 合 わ せ て 使

うこ とに よ り、 カ ドミウム の 毒 素 効 果 に 関 す る レポー トを容 易 に入 手 す る こ とが

で き る。 また 、 地 熱 エ ネ ル ギ ー に関 す る レ ポー トで あ れば、NTIS主 題 カ テ ゴ

リー97Pだ け を検 索 す る こ と に よ って 入手 す る こ とが で き る。 この カ テ ゴ リー

は 、 地 熱 に関 す る固 有 の カ テ ゴ リー にな って い るか らであ る。 主 題 カ テ ゴ リー に

つ い て は、 こ の 資料 の"NTIS主 題 カ テ ゴ リー ・コー ド ・:フ ィー ル ド02"

の項 で詳 し く説 明 され て い る。NTISカ テ ゴ リー の全 リス トは、 別 の 資料

「NTIS　 Subject　 Classification(Past　 and　 Present)」 に記 載 さ れ て い る。

化 学 用 語 体系

　 NTISは 、 特定 の 化学 化 合物 に 関 して、 ケ ミカル ・ア ブス トラ ク ト・サ ー ビ

ス ・シス テ ムの 略語 を使 用 す る索 引 を もって い る。化学化 合物 は、認め られ た 記述
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子 と して 出 て こな い 限 りは 、識 別 名 フ ィ ール ドに リス トされ る。NTISは ・特

定 の化 合 物 を 、独 自の化 学 分類 を使 っ て 階層 的 に扱 うこ とを試 み てい る。 そ の 一

例 と して 、 ニ トロ化 合 物 を表 わ す と きの 記 述 子 の 使 用 が あげ られ る。 た とえ ば 、

識 別 名 と してMethane/nitroと い っ た 形 で 使 わ れ る。 化 学名 の 形 式 のい く

つか の 例 をあ げ る と次 の ように な る 。

　 'Disulfide/bis(dime　 thylrt　 hiocarbamoy1)

　 Mercury/methyl

　 Uraci1/br㎝o-butyl-methyl

　 Uranium　 selenides

　 エ業 薬 品 、殺 虫 剤 、 薬 剤 に 関 して は 、NTISは 、 ケ ミカル ・ア ブス トラ ク ト

.サ_ビ スの 用語 だけ で な く通 常 の 名 称 を使 うこ と も試 み てい る。 薬 剤 に 関 して

は、USANで 認 め られ てい る名 前 が使 わ れ て い る。1979年 か らは ・ ケ ミカル

.ア ブス トラ ク ト ・サ ー ビ スの登 録 番 号 が 引 用 さ れ る よ うに な った 。(そ れ が 、

索 引対 象 の レポ ー トに リス トさ れ てい る場 合)。 こ の登 録 番号 の 形 式 は 、CAS

2438一88-2で あ る。

コ ン ピュー タ ・ プ ログ ラム

　 NTISは 、 コ ン ピ ュ ー タ ・ プ ロ グ ラ ム ・ リス トを 収 録 し た レ ポ ー ト を 検 索 で

き る ように してい る。 レポー トに 実 際 に プ ログ ラ ムが リス トされ て いれ ば 、 キ ー

ワー ド"Computer　 programs"を 使 うこ とに よっ てそれ を検 索で き る よ うに し

て い る。NASAは これ と同 じ方 法 を採 用 して い る 。 しか し、DODま た はDO

Eで 索 引 さ れ る レポ ー トに対 して は適 用 で き ない 。

　 DOEは 、 キ ー ワ ー ド"Computer　 Codes"を 使 っ て ♪ プ ロ グ ラ ム の リ ス ト

の 識 別 また は プ ログ ラ ムが あ る とい う事 実 を ユ ーザ に 知 らせ る こ とが で き る よう

に して い る 。 しか し、 レポ ー トに は プ ログ ラム が 含 まれ て い る場 合 もあ る し、 そ

うで ない 場 合 もあ る。

　 DODの レ ポ ー ト は 、 キ ー ワー ド ・Computer　 programs"を 使 っ て 索 引 で き

るが 、 この 場 合 に も レ ポー トは プ ログ ラ ム ・リス トを実 際 に 含ん でい る場合 とそ
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うで な い場 合 が あ る。 ユ ーザ が コ ン ピ ュー タ ・プ ロ グ ラ ムを機械 可 読形 式 で取 り

出す こ とを試 み る場 合 は 、 キ ー ワ ー ド"Software"　 ま た は"Computer　 P-

rograms"と"Magnetic　 tape"を 組 み 合 わ せ て使 うよ うに な ってい る。

レポ ー トを 出 してい る機 関 の 検 索

　 レポ ー トを 出 してい る機 関 は 、NTISデ ー タベ ース で は 、刊 行機 関 、ス ポ ン

サ ー機 関の2つ の タ イ プに 分 け て扱 われ てい る 。

　 刊行 機 関

　 大 部分 の レ ポ ー トは 、 そ の レポ ー トを準備 した 組 織 の名 前 で カタ ロ グされ てい

る。2つ 以 上 の 組織 か ら成 る場合 も よ くあ る。 した が って、 刊 行 機 関の 検 索 で は 、

各 組織 ご との カ タ ログの 方 法 の 違 い に注 意 す る必 要 が ある 。 こ う した違 いは 、 一

般 に省 略 法 や句 読 法 に 多 くみ られ る 。一 例 と して 、 マサ チ ュー セ リツ工 科 大 学 が

カ タ ログ され る と きの各種 の 形 式 を 下記 に示 して お く。

　 　Massachusetts　 lnst　 of　 Tech

　 　Massachusetts　 lnst.of　 Tech

　 　Mass　 lnst　 of　 Tech

　 　Massachusetts　 lnst　 of　 Technology

　 ス ポ ンサ ー機 関

　 ス ポ ンサ ー機 関 は 、そ れ が 刊行 機 関で もある場 合 には 必ず リス トされ てい るゴ

NTISデ ー タベ ー ス74-21版 以 降 は 、刊 行 機 関 と共 に ス ポ ンサ ー機 関 も収

録 され る よ うに な った 。NTISデ ー タベ ース76-21版 以 降 は、　 DOEレ ポ

ー トは 、 ス ポ ンサ ー機 関 と共に カ タ ログされ てい る 。

　 "Sponsoring　 Agency　 Keyword　 Codes"の 項 を参 照 さ れ た い。

　 デ 　　ー　 タ

　 NTISは 、 大量 の 表 デ ー タ を含 む レポ ー トには 、 キ ー ワー ド"Tables(Da-

ta)".ま た は"Statistical　 data"の 表 示 を.与え てい る。

　 DODの 特 別 な レポ ー ト

　 国 防 省 は 、機 密 扱 い を解 か れ た レ ポー トもNTISに 送 って くる。 一 般 に これ
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らの レポ ー トは 非 常 に 古 い もの が 多 い ため 、それ を検 索 結果 か ら除外 した い 場 合

が よ くある。 これ は 、 識別 名 フ ィ ール ドに特別 な コー ド"NTISDODXD"

を コ ー ドす る こ とに よって除 外 で き る よ うに な っ て い る ・

　 しか し、1975年 よ り前 に は 、DODは この種 の レポ ー トをほ とん ど送 って き

て い な い。 前 の もの も含 め て 大量 に 送 られ て きた の は1975～ ・977年 の 間 で あ

り、 この期 間 に30,000件 の機 密 解 除 レポ ー トが デ ー タベ ース に追 加 され る こ とに ・

な っ た 。1977年 以 降 は 、DODは 、 機 密解 除 さ れ た レポ ーートが 出 るた び に それ を

NTISに 送 って きて い る 。1979年 末の 時点 で 、38,500件 を越 え る この種 の

レポ ー トが デ ー タベ ース に収 容 され て い る。

　 開発 途 上国

　 NTISは 、開 発 途 上国 に 関 す る レポ ー トお よび これ らの 国 々に と って 興 味 あ

る 内 容 を も つ レ ポ ー ト を 公 開 し て い る 。 開 発 途 上 国 に つ い て 直 接 的 に 触 れ て い る

レ ポ ー トは 、 次 の2つ の キ ー ワ ー ド の ど ち ら か を 使 っ て 索 引 す る こ と が で き る 。

・・.D。v,1。pi。g,。unt。ies・ ま た ぱ'D・v・1・pi・g・ ・ti・n・"1979年 以 降 は ・'新 た

に"Developing　 country　 application"の キ ー ワ ー ド も 導 入 さ れ 、 開 発 途 上 国 に

適 用 さ れ る 特 別 な プ ロ セ ス や 技 術 を 記 載 し た レ ポ ー ト も 索 引 で き る よ う に な っ た 。

.DOEの 主 題 カ テ ゴ リ ー ・ コ ー ド

　 DOEの 資料 に 関 しては 、NTlSは 、 識別 名 フ ィrル ドにDOEの 割 り当 て

た カ テ ゴ リ ー ・ コ ー ド を リ ス ト し て い る 。 こ れ ら の カ テ ゴ リ ー一 ・ コ ー ド はERD

A/× × × × × × の 形 式 を も つ 。 こ こ で 、 × × × × × × は6桁 の カ テ ゴ リ ー 番 号 で

あ る 。 こ れ ら の 番 号 は 下 記 の レ ポ ー トで 定 義 さ れ て い る 。

　 　 Energy　 Information　 Data　 Base:Subject　 Categories

　 　 Available　 from　 NTIS　 as　 TI　Oト4　58　4--R　2

　 　 Cost:Price　 codes-paper　 copy　 AO5

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 microfiche　 Aol

　 環 境 イ ン パ ク トに 関 す る 報 告

環 境 イ ンパ ク トに 関 す る報 告 は、 連 邦 政府 プ ロ ジ ェク トが ・ 環 境 に 与 え る悪 影
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響 を 検 討 す る 上 で 必 要 と さ れ る レ ポ ー トで あ る 。NTISデ ー タ ベ ー ス71-12

～74-08に は 、 こ の 間 に 発 表 さ れ た こ の 種 の 報 告 の す べ て が 収 録 さ れ て い る 。

こ れ 以 降 は 、 余 り 多 くは 発 表 さ れ て い な い 。

こ・れ ら の レ ポ ー トの 大 部 分 は 、 キ ー ワ ー ド"Enviro㎜ental　 impact　 st-

ate'ments"を 使 っ て 検 索 で き る よ う に な っ て い る 。　 NTISデ ー タ ベ ー ス76

-19以 降 は
、 キ ー ワ ー ・ド"Epvironmental　 impact　 statements-draft"

ま た'は"Environmental　 impact　 statement　 final"が 使 用 さ れ て い る 。

　 初 期 の レ ポ ー ト に は 、 こ れ ら の キ ー ワ ー ドが 割 り 当 て ら れ て い な い も の も あ る 。

こ れ ら の レ ポ ー トは 、 登 録 番 号 の プ レ フ ィ ッ ク ス と し てElSを もっ レ ポ ー トを

選 び 出 す こ と に よ っ て 検 索 す る こ と が で き る 。

　 別 の 方 法 と して 、NTIS主 題 カ テ ゴ リ ー ・ コ ー ド68Hを 使 っ て 検 索 す る こ

と も で き る 。 し か し 、 こ の サ ブ カ テ ゴ リー は 、 全 期 間 に わ た っ て こ の 種 の レ ポ ー

ト を カ バ ー し て い る わ け で は な い 。 す な わ ち サ ブ カ テ ゴ リー68Hが カ バ ー し て

い る 範 囲 は 、73-06～74-24、 お よび77-08か ら 現 在 ま で で あ る 。

　 外 国 語

　 1979年 か ら 、NTISで は 、 英 語 以 外 の 外 国 語 で 書 か れ て い る レ ポ ー トに つ

い て は 、 そ の 言 語 の 種 別 を 示 す コ ー ド を 識 別 名 フ ィ ー ル ドに 入 れ る こ と に な っ た 。

コ ー ドは 、NTISLN× × × の 形 式 を と る 。 こ こ で 、 × × × は 、 言 語 の 最 初 の

3文 字 で あ る 。 た と え ば 、 下 記 の よ う に 表 現 す る 。

　 　 例:(言 語)　 　 (NTIS言 語 コ ー ド)

　　 　 　 フ ラ ンス語 　 　　 NTISLNFRE

　　 　 　 ス ペ イ ン…吾　 　 　NTISLNSPA

　 海 外 レポー ト

　 1980年 か ら、NTISで は 、 レポ ー トが 出され た国 を識 別 す るた め に 、特

別 な コ ー ドを使 用 す る こ とに な った。 これ らの コ ー ドは識 別 名 フ ィール ドに入 れ

られ る。 国 別 コー ドの形 式 は 、NTISFNk× であ る。ここで ××は 、FIPS・ ⊃

2桁 の標 準 国 別 コ ー ドで ある 。 ア メ リカ以 外 の 資 料 で 、 出 され た 国 が 判 別 で きな
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い場 合 は 、 コ ー ドNTISFNZZが 使 用 され る 。

　 　例:　 　 (国)　 　 　 (NTISコ ー ド)

　 　 　　 　 　 　 日 本 　 　 NTISFNJA

　 　 　　 　 　 U.S.S.R　 　 NTISFNUR

　海 外 の 研究 お よび技 術

　 1979年 か ら、NTISで は 、海 外 の 研究 お よび技 術に 関す る レ ポ ー トを識 別

で き る よ うに す る ため に 主 題 語"Foreign　 technology・ ・を導 入す る こ とに な

った 。 この種 の レポ ー トの大 部 分 は ア メ リカ以 外 か ら出 され て い る もの で あ り、

ア メ リカか ら 出さ れ てい る もの は ほん の1部 分 だ け で あ る。

　 地理 的 区域

　 レ ポ ー トに 関 し て 地 理 的 区 域 が 重 要 な 場 合 は 、NTISは 区 域 に 関 す る 索 引 が

使 用 で き る よ う に な っ て い る 。 た と え ば 、 次 の よ う な 地 域 索 引 が 使 え る 。

・ア メ リ カ で2つ 以 上 の 州 に わ た る 区 域

　 　 Central　 Regions(United　 States)

　 　 Great　 Plains　 Region(United　 States)

　 　 New　 England

　 　 Southwest　 Region(United　 States)

・ア メ リ カ で1つ の 州 ま た は そ れ よ り 小 な る 区 域

　 　 Northwest　 Region(Iowa)

　 　 Ozark　 Region(Missouri)

・海 岸 地 区

　 　 Atlantic　 Coast(United　 States)

　 　 Atlantic　 Coast(Canada)

・地 理 的 特 徴 を も つ 区 域

　 　 MississipPi　 Delta

　 　 　Susquehanna　 River　 Basin

　 　 CahforniaGulf　 　 .　　　　 　　 　　　 　　 　　 '
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　 　 Oahu　 Island

　政 府 所 有 の 発 明特許

　 NTISデ ー タベ ース72-23以 降 で は、特 許 お よび現 在 ア メ リカ政 府 当 局

に 申請 中 の特許 情報 も収 録 さ れ る こ とに な っ た。特 許 お よび 申請 中 の特 許 は 、 キ

ー ワー ド"Patents"ま た は"Patents　 applications・ ・とNTIS主 題 カ テ

ゴ リー90を 組 み 合 わせ て使 う ことに よっ て検 索で き る よ うに な って い る。NT

IS主 題 カテ ゴ リー90を 組 み合 わ せ な か った場 合 は 、・海外 特 許 も検 索 され る こ

とに な る。

　 健 康 管理 レポ ー ト

　 年 間 、 約4,0・O・O件の健 康 管理 レ ポ ー トお よび雑 誌の 関連 記事 がNTISデ ー タ

ベ ー ス に追 加 され てい る。1979年 時 点 で の健 康 管理 レポ ー トの蓄 積 件 数 は約

20,000件 で あ る。1980年 か らは ア メ リカ医療 ライ ブ ラ リー の シ ソー ラス、Me-

dical　 Subject　 Headingsの 中の 健 康 管理 の用 語 が使 用 され るように な った 。

　 雑 誌 の リプ リン ト

　 過 去 数 年 を通 じてNTlSは 、4,000件 以 上 の雑 誌 の リプ リン トを出 して き

た 。 こ の 内 の半 分 以上 は 、 国 防省 か らの もの で あ り、 残 りの大半 は 、 ア メ リカ海

洋 大気 管理 局 、 ア メ リカ標 準 局(NBS)、 健 康計 画 資 源 開発 局 か ら 出 され た も

の だ。

　 NTISデ ー タ ベ ース75-03か らは 、主 な リプ リ ン トを示 す 記 述子 また は

識 別名 と して、 キ ー ワ ー ド"　Reprints"が 導 入 され て い る。

　 地 　 図

　 N　{rISデ ー タベ ー スに 、地 図 そ の ものが 独 立 した実 体 と して含 まれ てい る こ

とは ほ とん どない 。 しか し、 地 図 が レポ ー トの主 要 な 部 分 を 占め て い るこ とは よ

くある 。 地 図が入 手 可能 な場 合 は 、 キ ー ワー ド"Maps"を 使 用 で き る。地 図 の

作 成方 法 に関 す る レポ ー トは 、 キ ー ワー ド"Mapping"で 索 引 で き る よ うに な

っ てい る。
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　 ス ポ ン サ ー 機 関 の キ ー ワ ー ド ・ コ ー ド

　 NTISデ ー タ ベ ー ス73--09か ら は 、 レ ポ ー トの ス ポ ン サ ー 機 関 を 表 わ す

コ ー ド を 識 別 名 フ ィ ー ル ド に 入 れ る こ と に な っ た 。NTISデ ー タ ベ ー ス74-

19か ら は 、 こ れ ら の コ ー ドに は プ レ フ ィ ッ ク ス"NTIS"が つ け ら れ る こ と

に な っ た 。

　 　 例:　 NTISEPAOTS

　 翻 訳 レ ポ ー ト

　 NTISは 、 毎 年 各 政 府 機 関 か ら 寄 せ ら れ た 約1,900件 の 翻 訳 レ ポ ー トを 出

し て い る 。1976年 よ り 前 は 、DOEk・ よ びNASE以 外 の 翻 訳 レ ポ ー トに は 、

キ ー ワー ド"Translations"が 使 わ れ て い た 。1976年 か ら はDOEお よ び

NASAの も の に つ い て も 同 じ キ ー ワ ー ドが 使 わ れ る よ う に な っ た ・

1
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